A - ドウエア編 


本装置のハードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能 (—94 ページ） . 

.本装置の各部の名称と機能についてパーツ単位に 
説明しています。 

設置と接続 (—112 ページ） . 

.本装置の設置にふさわしい場所や背面のコネクタ 
への接続について説明しています。 

基本的な操作(―127ページ） . 

.電源の〇 N や〇 FF の方法およびフ□ッピーディス 
クや CD - R 〇 M のセット方法などについて説明し 
ています。 

オプションの取り付け (—166 ページ） . 

. 本装置にオプシヨンを取り付けるときにご覧くだ 
さい。 

BIOS のセットアップ (—2 16ページ） . 

.専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法 
について説明しています。 

RAID システムのコンフィグレーション （—251 ページ） 

.標準装備のオンボードの RAID コント□—ラ 
(MegaRAID R 〇 MB ) を使用して、内蔵のハード 
ディスクドライブを RAID システムとして使用す 
る方法について説明しています。 

リモートマネージメント機能 (—308 ぺージ） . 

.本装置内に標準で搭載されているシステム管理用 
LSI ( BMC(Baseboard Management 
Controller )) による監視や、管理用ネットワーク 
によるリモート制御など、遠隔地から本装置を制 
御する方法について説明しています。 

リセットとクリア（—309ページ） . 

.本装置をリセットする方法と内部メモリ （ CMOS ) 
のクリア方法について説明します。 

割り込みラインと I / O ポートアドレス （—312 ページ）.… 

.本装置内部のアドレスや割り込みの設定について 
説明しています。 

ONL-510 001 03-R140a4-000-02-0810 
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DISK アクセスランプ (—102 ページ） 
LAN 1/2アクセスランプ (—1 03ページ) 
LAN 3/4 アクセスランプ(―103ページ) 
STATUS ランプ (—1 04ページ） 
卩0\^£円/81_日£卩ランプ(—102ぺージ） 
UIDCUnit 旧）ランプ (—1 03ページ） 


① キース□ット 

フロントべゼルをロック/解除するセキュリティキーの差 
し □ (―127ページ)。 

② フロントべゼル 

POWER スイッチ、 CD - RW / DVD - ROM 装置を取り扱うと 
きやオプションの5インチデバイス、 USB フロッピー 
ディスク、ハードディスクドライブ、プロセッサ、メモ 
リボード、 DIMM を取り付ける（または取り外す）ときに 
開ける。添付のセキュリティキーでロックすることがで 
きる127ページ)。 


各部の名称と機能 

本装置の各部の名称を次に示します（イラストはイメージです）。 


装置外観 


① 



装置前面 



③④這⑥⑦ ® 
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装置前面(フロントべゼルを取り外した状態) 



① CD - RW / DVD-ROM 装置 

CD/DVD-R 〇 M のデータの読み出しを行う （—1 17ペー 
ジ)。 

©-1アクセスランプ(アクセス中は緑色に点灯） 

① -2 CD/DVD-R 〇 M トレーイジェクトボタン 
① -3 強制イジェクトホール 

② 5インチデバイスベイ 

5インチテープデバイス増設用スロット 

③ モニタコネクタ(保守専用） 

保守専用のため、ディスプレイ装置を接続しないでくだ 
さい。 

④ DUMP スイッチ 

本装置に起きたイベントログを採取する（—403ペー 
ジ 


⑤ 


⑧ 

⑦ 


⑧ 

⑨ 


フロント USB 1 (上）フロント US 巳2(中） 

フロント USB 3( 下）コネクタ 

USB2.0(Hi-speed) インタフエースに対応している機器 
と接続する。 

フロントフアンポックス 
2.5 インチディスクベイ 

ハードディスクドライブ増設用スロット。 2.5 インチ 
ハードディスクドライブが取り付けられる（—168ペー 
ジ)。丸数字の後の数字はス□ット番号を示す。 

DISK ランプ 
DISK エラー ランプ 
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装置前面(スイッチ • ランプ) 



RESET スイッチ 

本装置をリセットするスイッチ(->309ページ)。 

DISK アクセスランプ (—1 02ページ） 

LAN 1/2アクセスランプ (—1 03ページ） 
LAN 3/4 アクセスランプ (—1 03ページ） 

ST ATU S ランプ (— 104ページ） 
POWER/SLEEP ランプ(―102ページ） 
UID(Unit 旧）ランプ (—103 ページ） 

UIDCUnit ID ) スィッチ 

本装置前面/背面にある ID ランプを〇 N/0FF するスイッ 
チ。スイッチを一度押すと、 ID ランプが点灯し、もう一 
度押すと消灯する103ページ)。 


⑨ POWER/SLEEP スィッチ 

電源を〇 N/0FF するスイッチ。一度押すと POWER ランプが 
点灯し、〇 N の状態になる卜128ページ)。もう一度押すと 
電源を〇 FR こする160ページ)。4秒以上押し続けると強 
制的にシャットダウンする （—309 ページ)。 

スリープ設定をしている場合に一度押すと、本装置がス 
リーブ状態(省電カモード）となり、もう一度、押すと復帰 
する （Windows Server 2003でサボート) (—16 〇ぺージ)〇 


©這③④這⑥⑦ ® 


96 



























































































装置背面 


④⑤ -4 ⑤ -3 ⑤ -1 ⑤ -2 



① PCI Express スロット(左からスロット#1〜 #7) 

スロット1，2 : PCI Express x 8 ホットプラグ対応 
㈠ 97ぺージ)〇 

スロット3,4 : PCI Express x 8 ホットプラグ未対応 

㈠ 97ぺージ)〇 

ス□ッ h 5,6,7 : PCI Express x 4 ホットプラグ未対応 ( x 8 
ボードも搭載可能）（-197ページ)。 

② キーポー ドコネクタ 

オプ ショ ンのキーボードを接続する124ページ)。 

③ マウスコネクタ 

オプションのマウスを接続する （—124 ページ)。 

④ 管理用 LAN ポート 

コネクタの上の LED : LINK / ACT ランプ(，110ページ)。 
コネクタの下の LED : 100/10ランプ (—1 10ページ)。 

⑤ LAN コネクタ 

ネットワークに接続する。丸数字の後の番号はポート番 
号を示す。 

BIOS で Shared BMC LAN 機能を有効化することで、 

ポート3を通常 LAN だけでなく管理用 LAN としても使用 
することが可能。ただし、両方のデータを送受信するた 
め、ネットワークのパフォーマンスが低下する可能性が 
あります(_244ページ） 

⑥ 1000/ I 00/10ランプい110ページ） 

⑦ LMD ( Unit 旧)ランプ 


⑧ 

⑨ 


⑱ 

⑪ 


⑫ 


⑱ 


⑭ 


⑲ 


UID(Unit ID ) スイッチ 
AC インレット 

電源コードを接続するソケット （—173 ページ)。電源ユ 
ニットに各1ソケット装備。本装置に標準添付されている 
電源コードを接続する。* 

* 20 0 V 使用時にはオプションの A C ケーブルを使用す 
る。 （—173 ぺージ） 

LINK/ACT ランプ (—1 10 ページ） 

電源 ユニッ トランプ 

(0-1 DC オンランプ 

⑪ -2 電源 ユニットエラーランプ 

⑪ -3 AC オンランプ 

電源 ユニッ ト 

本装置に DC 電源を供給する装置(_173ページ)。丸数字 
の後の数字はス□ット番号を示す。 

シリアルポート B コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する （- M 24 ペー 
ジ)。なお、専用回線に直接接続することはできません。 

モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する（->124ページ)。 

U ァ USBU 上） U ァ US 巳2(下)コネクタ 

USB 2.0( Hi - speed ) インタフェースに対応している機器と 
接続する。 
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装置内部 


④ ⑤③ 



5インチデバイスベイ 
メモリボード 
リアファンベイ 

PCI ス□ット（ホットプラグ未対応) 
PCI ス□ット（ホットプラグ対応） 


①②③@這 
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リアフアンコネクタ 
丸数字の後の数字はポート番号を示す。 

メモリポードコネクタ 
フロントパネル接続コネクタ 
電源 BP インタフェースコネクタ 
電源コネクタ 
プロセッサソケット 
SAS ライザーコネクタ 
SATA コネクタ 
内蔵 USB コネクタ 
リチウムバッテリ 


⑪外部接続コネクタ （—97 ページ） 

⑫10ライザコネクタ 

⑱パスワードクリア用ジャンパスイッチ（—310ペー 
ジ） 

⑭ CMOS クリア用ジャンノ〈スイッチ （—3 10ページ） 
© シリアルポート A コネクタ 

⑯ PCI Express ポードス□ット(上から PCI #1 〜 #9) 

⑯ -1: PCI #1、#2 (PCI Exp 「 essX 8) ホットプラグ対応 
⑯ -2: PCI #3、#4 (PCI Exp 「 essx 8) ホットプラグ未対応 
⑯ -3: PCI #5、 #6、 #7 (PCI Exp 「 essx 4) ホットプラグ未 
対応 


ここでは本装置のアップグレードや保守(部品交換など) 
の際に使用するコネクタのみあげています。その他のコ 
ネクタや部品については出荷時のままお使いください。 



① ②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑱ 
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メモ 1 J ポー 


マウスコネクタ 

キーポー ドコネクタ 

管理用 LAN コネクタ 

LAN コネクタ# 4 

LAN コネクタ#3 

ベースポード接続用コネクタ 



① DIMM ス□ット(丸数字の後の数字はス□ット番号を示す) 


I / O ライザポー 



©②③@這(6) 
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SAS ポート A 
SAS ポート巳 
RAID 用 DIMM 

RAID アクティベーションキー 

RAID 用ニッケル水素バッテリまたは、リチウムイオンバッテリ 




SAS ライザーポー 


ハ—ドウ H ア編 
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( 4 ). 


面 


①②③④⑤ 
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ランプ詳細 


本装置のランプの表示とその意味は次の通りです。 

POWER/SLEEP ランプ （f ) 

本装置の電源が ON の間、ランプが緑色に点灯しています。電源が本装置に供給されていな 
いと POWER / SLEEP ランプが消灯します。 

省電カモードをサポートしている〇 S で、 SLEEP スイッチを押すか、〇 S 上のコマンドから省 
電カモードに切り替えるとランプが緑色に点滅します。 SLEEP スイッチをもう一度押すと、 
通常の状態に戻ります。 

省電カモードは Windows 0 S の場合に機能します。また、〇 S によっては一定時間以上、本 
装置を操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設定したり、〇 S のコマンドに 
よって省電カモードに切り替えたりすることもできます。 


本装置前面 



POWER/SLEEP ランプ 


DISK アクセスランプ （ i) 

DISK アクセスランプは 2.5 インチディスクベイに取り付けられているハードディスクドライ 
ブの状態を示します。 

ハードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

DISK アクセスランプがアンバー色に点灯している場合は、ハードディスクドライブに障害 
が起きたことを示します。故障したハードディスクドライブの状態はそれぞれのハードディ 
スクドライブにあるランプで確認できます。リビルド中はアンバー色に点滅します。 
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. UID ランプ 


• UID スイツチ 






本装置背面 


LAN アクセスランプ（晶） 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(バケツトの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は1が背面の 
ネットワークポートの1と2を示し、2が背面のネットワークポートの3と4を示します。 


LAN 1/2アクセスランプ LAN 3/4 アクセスランプ 



UID ランプ (ID) 

このランプは本装置前面または背面にある UID スイッチを押すと、青色に点灯し、保守をし 
ようとしている本装置を特定することができます。1台のラックに複数台の本装置を設置し 
ているときに利用してください。 

UID ランプを消灯させるには再度、 UID スイッチを押してください。 

また、 ESMPRO / ServerManager , DianaScope や WEB サーバ機能のリモートマネージメ 
ントにより、 UID ランプを点滅させることもできます。 

作業が終わりました6、 UID ランプを消灯させてください。 


□ 


□ 

@ 

□ 

c 

□ 

c 

[□ 

c 

1 
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STATUS ランプ （▲) 


本装置が正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します。 STATUS ランプが 
消灯しているときや、緑色に点滅しているとき、あるいはアンバー色に点灯/点滅している 
ときは本装置になんらかの異常が起きたことを示します。 

次ページに STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 

STATUS ランプ 



本装置前面 




00000 〇 

@ ◎ 〇 



P 


rpn 


ESMPR 〇をインストールしておくとシステムイベントログ ( SEL ) を参照することで故障 
の原因を確認することができます。 

いったん電源を〇 FF にして再起動するときに、〇 S からシャットダウン処理ができる場 
合はシャットダウン処理をして再起動してください。シャットダウン処理ができない場 
合はリセット、強制シャットダウンをするか （309 ページ参照）、一度電源コードを抜き 
差しして再起動させてください。 


ID 〇〇 ID 

米" 〇 0 

1 

io 〇 " 

























STATUS ランプの状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

- 

緑色に点滅 

プ□セッサが縮退した状態で動作して 
いる。 

保守サービス会社に連絡してください。 

BIOS セットアップを起動し、 「Main」- 
「Processor Setting」 にて縮退しているプロセ 
ッサを確認後、早急に交換することをお勧めしま 
す。 BIOS セットアップを起動し、 「Main」- 
「Processor Setting」-「Processor Retest」 

を Yes に選択し、 「Exit」-「Exit Saving 

Changes」 を実行することにより、解決するこ 
ともできます。 

メモリが縮退している状態で動作して 
いる。 

保守サービス会社に連絡してください。 

BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」- 
「Memory Configuration」 にて縮退しているメ 
モリ (DIMM) を確認後、早急に交換することをお 
勧めします。 BIOS セットアップを起動し、 
「Advanced」-rMemoryConfiguration」- 
「Memory Retest」 を Yes に選択し、 「Exit」- 
「Exit Saving Changes」 を実行することによ 
り、解決することもできます。 

メモリあるいはバスなどの訂正可能な 
エラーが多発している。 

連続運用が可能ですが、保守サービス会社に連絡 
してください。 

消灯 

電源が 0FR こなっている。 

- 

POST が動作中である。 

しばらくお待ちください。 POST を完了後、しば 
らくすると緑色に点灯します。 

プロセッサでエラーが発生した。 

(IERR) 

いったん電源を〇 FR こして、電源を 0N にし直し 
てください。 POST の画面で何らかのエラーメッ 
セージが表ホされた場合は、メッセージを記録 
し、保守サービス会社に連絡してください。 

プ□セッサ温度の異常を検出した。 
(Thermal-Trip) 

ウォッチドッグタイマタイムアウトが 
発生した。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが発生し 
た。 

バスで訂正不可能なエラーが発生し 
た。 

POST のエラーが発生した状態で POST 
が終了した。 

メモリタ'ンプリクエスト中である。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちください。 

アンバー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着していないが 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを確認してくださ 
い。問題が解決されない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 

電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

アンパー色に点滅 

電源ユニットの個別故障を検出した。 

故障した電源ユニットのス□ットを確認し、保守 
サービス会社に連絡してください。 

ファンアラームを検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着していないが 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを確認してくださ 
い。問題が解決されない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 

温度警告を検出した。 

電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

ハードディスクドライブが故障した。 

RAID システムを構成している場合、 RAID レベル 
によっては1台のハードディスクドライブが故障 
しても運用を続けることができますが、早急にデ 
ィスクを交換して、再構築（リビルド）を行うこ 
とをお勧めします（ディスクの交換はホットスワ 
ップで行えます）。 
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DC オンランプ 


AC オンランプ 


DC オンランプ 


AC オンランプ 


電源 ユニット 
エラー ランプ 


電源 ユニット 
エラー ランプ 


電源ユニットエラーランプ 

電源ユニットに異常が発生した場合にアンバー色に点灯します。 

電源ユニットランプの状態を確認してください。ランプがアンバー色に点灯している場合 
は、その電源ユニットの故障を示します。 


AC オンランプ 

電源に AC が供給されている時に緑色に点灯します。 


DC オンランプ 


電源ユニツトランプ 


本装置背面 


□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 
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□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 
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正常に DC 出力している時に緑色に点灯します。 






















































































フアン エラー ランプ 


本装置の冷却ファンが故障すると、故障したファンのとなりにあるランプがアンバー色に点 
灯します。故障したファンはホットスワップで交換することができます。 


故障していないフアンは取り外さないでください。フアンが故障した場合は、そのまま 
運用を続けず、すみやかに保守サービス会社に連絡して交換を依頼してください。 

故障したフアンは交換する時まで取り外さないでください。取り外した後は2分以内に 
正常なフアンを取り付ける必要があります。 

ファンの交換は保守サービス会社にご依頼ください。 


本装置前面 



フアン エラー ランプ 


ファン エラー ランプ 


本装置内部 
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アクセスランプ 


CD - RW / DVD - R 〇 M 装置のアクセスランプは、セツトされている DVD - R 〇 M にアクセスして 
いるときに点灯します。 




























































八ードディスクドライブのランプ ( DISK ランプ） 

2.5 インチディスクベイに搭載している DISK ランプは表示状態によって意味が異なります。 


DISK アクセスランプ 


本装置前面 


DISK アクセスランプ 
• 緑色に点滅 

ハードディスクドライブにアクセスしていることを示します。 

DISK エラー ランプ 
• アンバー色に点灯 

RAID システムで論理ドライブを構成しているときに取り付けているハードディスクドラ 
イブが故障していることを示します。 

RAID システムで論理ドライブを構成している場合、 RAID レベルに よっては1台のハー 
r^n ドディスクドライブが故障しても運用を続けることができます。しかし、早急にハード 

- ディスクドライブを交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ハード 

ディスクドライブの交換はホットスワップで行えます）。 

• アンバー色に点滅 

ハードディスクドライブの再構築（リビルド)中であることを示します(故障ではありませ 
ん)。 RAID システムでは、故障したハードディスクドライブを交換すると自動的にデー 
夕のリビルドを行います（オートリビルド機能)。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点灯します。 

91-0 リビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動してから 
八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してくだ 
さい。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の注意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください(いったん電源を OFF にするとオートリビルドは起 
動しません)。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は60秒以上あけてください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ードディスクドラ 
イブの交換は行わないでください。 
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LAN コネクタのランプ 

背面にある5つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ以下のランプがあります。 


本装置背面 



LINK/ACT ランプ 
管理用 LAN ポート 
100/10ランプ 
LINK/ACT ランプ 
LAN コネクタ4 
1000/100/10ランプ 

LINK/ACT ランプ 
LAN コネクタ3 
1000/100/10ランプ 


LINK/ACT ランプ 

それぞれのネットワークポートの状態を表示します。本製品と HUB に電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワークポートが送受信 
を行っているときに緑色に点滅します ( ACT ) 。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント 
ローラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サポートまで連絡 
してください。 


1000/I00/10ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフェースで動作 
されているかを示します。アンバー色に点灯しているときは、 IGbps で動作されていること 
を示します。緑色に点灯しているときは、100 Mbps で動作されていることを示します。消 
灯しているときは、 10 Mbps で動作されていることを示します。 


100/10ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフェースで動作 
されているかを示します。緑色に点灯しているときは、 100 Mbps で動作されていることを 
示します。消灯しているときは、 10 Mbps で動作されていることを示します。 









































































PCI ス□ットのランプ 

背面の PCI ス□ット#1〜#2には、 PCI ホットプラグのためのランプがあります。 


本装置内部 



pci ホツトプラグランプ/スイツチ 


PCI ホットプラグランプ 


PCI ボードが取り付けられているス□ットは、本装置の電源を〇 N するとス□ットへ電源が供 
給され、緑色に点灯します。 

0 S が Windows の場合のみに使用するランプです。〇 S 上で PCI ス□ットに接続されている 
PCI ホットプラグ対応の PCI ボードのドライバを停止し、 PCI ボードをシステムから論理的に 
切り離している時および PCI ボードを追加してドライバをセットアップしている時に緑色に 
点滅します。 PCI ボードの切り離しが完了し、スロットの電源が切れると消灯します。 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□ットに異常が起きるとアンバー色に点灯します。 
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設置と接続 

本装置の設置と接続について説明します。 



本装置は El A 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 

ラックの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書(添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD の中に 
もオンラインドキュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお問い 
合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 






產® 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が 
死亡するまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明を 
ご覧ください。 

• 指定以外の場所で使用しない 



A 注意 


0 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷 
やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ペー 
ジ以降の説明をご覧ください。 

• 一人で搬送•設置をしない 

• 荷重が集中してしまうような設置はしない 

• 一人で部品の取り付けをしない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台の本装置をラックから引き出した状態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 
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本装置の設置にふさわしい場所は次の通りです。 


前後 lm 以上、左右 60 cm 
以上、高さ 40 cm 以上の 
スペースがとれる場所 



室内温度1 5° C 〜 25° C の範囲が 


保てる場所での使用をお勧めします。 


11-〇 ラック内部の温度上昇とエアフローについて 

複数台の本装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、ラック内部の 
温度が各装置から発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温度 （10° C 〜 35° C ) を超え、 
誤動作をしてしまうおそれがあります。運用中にラック内部の温度が保証範囲を超えないよ 
うラック内部、および室内のエアフ□一について十分な検討と対策をしてください。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラック 
を設置したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 


• 本装置をラックから完全に引き出せないような狭い場所。 

籲ラックや搭載する本装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におラとつや傾斜がある場所0 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど)の存 
在する場所。また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分(塩化ナトリウムや硫黄など) 
や導電性の金属などが含まれている場所。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅラたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所0 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど)の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行ってください）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコン 
セントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで〇 N / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置の近く（電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノイズ 
フィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 


ラックへの取り付け/ラックからの取り外し 

本装置をラックに取り付けます(取り外し手順についても説明しています）。 

別売の内蔵型オプションを購入している場合は、ラックに取り付ける前に取り付けてくださ 
い。 



A 注意 


A \ 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷 
やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ペー 
ジ以降の説明をご覧ください。 

• 二人以下で持ち上げない 

• 指定以外の場所に設置しない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 












取り付け部品の確認 

ラックへ取り付けるために次の部品があることを確認してください。 


項番 

名称 

数量 

備考 

① 

フロントべゼル 

1 


② 

スライドレールアセンブリ （L) 

1 

部品に 「L」 の刻印あり。 

③ 

スライドレールアセンブリ （R) 

1 

部品に 「R」 の刻印あり。 

④ 

ケーブルアーム 

1 


⑤ 

アームストッパ 

1 


⑥ 

ケープルタイ 

10 

長さ 25cm 

⑦ 

ネジ A 

4 

2本は予備 

⑧ 

ネジ B 

2 
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正面側 
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画 
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□ 
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□ 
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□ 
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□ 
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背面側 

REAR 



a 、 


-D 


a 


D 

M 



a 

5F 

m 



□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 
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必要な工具 

ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 

取り付け手順 

次の手順で本装置をラックへ取り付けます。 

I n-O NEC のオプションラック （ N 8540 -28/29/38) へ取り付けることはできません。 

nra 

1. 本装置を取り付ける位置(高さ）を決める。 

本装置の高さは 4U です。レールの下側と装置の下側の位置が同じになります。 


□ □□□□□□□□ □□口 


テン プレー ト（前面) 


テン プレー ト（背面) 











































































2 . 黒いレバーで部品がロックされているこ 
とを確認する。 

ロックされていない場合には、ロックし 
てください。 




ロックは前後左右の4ケ所あります。 
全てのロックを確認してください。 



3. レールブラケットの下側が装置の下側の 
位置になるようにスライドレールアセン 
プリの位置決めする。 


スライドレールを取り付ける際、スラ 
イドレールを傾けるとインナーレール 
が飛び出してくる場合があります。 




スライドレールアセンブリの取り 
付け方向を確認してください。 

ーブラケット面をラック外側へ 

ーレールには、左右があります。 
レールブラケットの刻印 
( Front — L / Front — R ) を確認し 
てください。 


• ラック前後の支柱にはネジ止め用 
の角穴があります。 NEC 製のラッ 
クでは、 1 U 単位に丸い刻印があり 
ます。図のように刻印がスライド 
レールアセンブリの先端（下側）に 
位置するよラに位置決めしてくだ 
さい。 

• レールブラケットは 3 U の高さがあ 
ります。 

• ツメが角穴にロックされているこ 
とを確認してください。 



センプリの先端下部の右 
下に位置している） 
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4 . スライドレールアセンブリのラック背面 
側を左右各1ケ所(合計2ケ所）ともネジ A 
で固定する。 



• スライドレールアセンブリにある 
フレーム先端がラックの角穴のフ 
レームに突き当たっている状態 
で、レールのネジ穴 (4 個）が角穴が 
ら確実に見えていることを確認し 
てください。 


參スライドレールアセンブリが水平 
に位置決めされていることを確認 
してください。 




5 . 反対側のスライドレールアセンブリを手順2〜4と同様の手順で取り付ける。 

すでに取り付けているスライドレールアセンブリとおなじ高さに取り付けていることを確認し 
てください。 






























6 . 3 人以上で本装置をしつかりと持ってラックへ取り付ける。 



A 注意 


A A 

0 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷 
やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ペー 
ジ以降の説明をご覧ください。 

• 二人以下で持ち上げない 

• 指を挟まない 

參リリースレバーは指で押さない 



初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに強い摩擦を感じることが 
あります。強めにゆっくりと押し込んでください。 
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7. ケープルアームをインナーレール(装置背 
面がら見て右側）に取り付ける。 


響 一 is 

ケーブルアー 厶の突起とイン ナーレー 
ルの穴をあわせるように取り付けま 
す0 


8. ケープルアームの反対側をアウターレー 
ル（装置背面から見て右側）に取り付け 
る。 




NEC 社製のラックへ搭載する場合は、 
スライドレールアセンブリにネジ巳で 
アームストッパを取り付けます。 



が突き当たるようにアームス 
トッパを矢印方向に押しながら 
ネジ止めする。 
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9 . 本装置をいったんラックへ押し込んで取 
り付け位置を確認する。 

ラックへ戻す場合は、本装置側面のレー 
ルにある緑色のリリースレバーを押しあ 
げ、ラッチされた状態を解除してくださ 
し、このときに指を挟んだりしないよう 
十分に注意してください。 


U リースレバーは ドライバなどを 
使って押しあげてください。指で 
押すと指を挟んでけがをするおそ 
れがあります。 

U リースレバーは片側に2種類あり 
ます。緑色のレバーのみ操作して 
ください。 



10. 本装置を何度かラックがら引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題がないことを 
確認する。 


1. 電源コードやすべてのインタフェースケープルを取り付ける。 


ケーブルを取り付ける際は、この後の「接続」で説明している注意事項を必ずお読みになってか 
ら取り付けてください。 


12. 前面の手ネジ2本で本装置をラックに固 
定する。 


ネジ 


13. フロントべゼルを取り付ける （127 ページ 
参照)。 

以上で完了です。 
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取り外し手順 

ラックからの取り出し作業は必ず複数名で行つてください。 



A 注意 


AA 

A A 

0 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷 
やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ペー 
ジ以降の説明をご覧ください。 

參二人以下で持ち上げない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台の本装置をラックから引き出した状態にしない 


1. 本装置の電源が OFF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源コードやイン 
タ フエー スケープルをすべて取り外す。 

2. セキュリティロックを解除してフロントぺゼルを取り外す。 



ロック 

























3. 本装置を固定している前面両側のネジ (2 本)を外す。 


4. ハンドルを持ってゆっくりと静がにラッ 
クがら引き出す。 

「カチッ」と音がしてラッチされます。 

5. 左右のリリースレバーを押してロックを 
解除しながらゆっくりとレールから取り 
外す。 


w-Ol 


» U リースレバーはドライバなどを 
使って押してください。指で押す 
と指を挟んでけがをするおそれが 
あります。 

>複数名で本装置の底面を支えなが 
らゆっくりと持ち上げてくださ 
い0 

ラックの機構部品も取り外す場合は、「取 
り付け手順」を参照して取り外してくださ 
い。 



リリースレパー 
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本装置と周辺装置を接続します。 

本装置の前面および背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されていま 
す。次の図は本装置が標準の状態で接続できる周辺装置とそのコネクタの位置を示します。 
周辺装置を接続してから添付の電源コードを本装置に接続し、電源プラグをコンセントにつ 
なげます。 






A® 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が 
死亡するまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明を 
ご覧ください。 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 



A 注意 



AA 


本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷 
やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ペー 
ジ以降の説明をご覧ください。 

• 指定以外のコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定以外の電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 
• 指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 


<前面> 


USB インタフェース 
を持つ装置(キーボー 
ドなど） 
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< 背面 > 


マウス 



コンセントは AC 100V平行二極 
アース付きのものを使用すること 


AC 200Vを使用する場合は、 

AC 20 0V 専用の AC ケーブルを使 
用し、 AC 20 0V 構成に設定を変更 
すること （173 ページを参照)。 


L チェック J 


接続しようとしているケーブルを確認してください。 


本装置および接続する周辺機器の電源を OFR こしてから接続してください。 on の状態 
のまま接続すると誤動作や故障の原因となります ( USB デバイスを除く）。 

NEC 以外(サードパーティ）の周辺装置およびインタフェースケーブルを接続する場合 
は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用できることをあらかじめ確認し 
てください。サードパーティの装置の中には本装置で使用できないものがあります。 
キーポード、マウスはコネクタ部分の「△」マークを右に向けて差し込んでください。 
本装置に標準装備のシリアルポートから専用回線に直接接続することはできません。専 
用回線へ接続する場合には、必ず回線電気通信事業法で定められた認定を受けた端末機 
器から接続してください。（専用回線とは、特定の利用者に設置される専用の伝送路設 
備およびその付属設備を指します。 NTT 等の公衆回線も含まれます。） 

接続した電源コードは電源 ユニッ トに付いているケーブルタイでしっかりと固定してく 
ださい。 

ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないようフォーミングして 
ください。 

電源コードは本装置の AC インレット部分で少したるませる程度にフォーミングしてく 
ださい。本装置を引き出したときに電源コードが抜けるのを防ぐためです。 

電源コードのプラグ部分が圧迫されないようにしてください。 

AC 20 OV で運用する場合には、オプションの AC 20 0 V 用ケーブルを使用してくださ 
し、。装置に標準添付の AC ケーブルは AC 100 V 専用です。 AC 20 0 V では絶対に使用し 
ないでください。 AC 20 0 V で運用する場合には、オプションの AC 20 0 V 用ケーブル 
( K 410-162(03)) を使用し、 AC 200 V 構成に設定を変更する必要があります。詳細 
は173ページを参照願います。 
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電源コードの接続について 


電源コードを電源ユニットの AC インレットに挿入します。 

接続後、電源ユニットに付いているリピートタイで電源コードを固定してください。 

I n-O 電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すまで30秒以上の時間をあけてくださ 
い。 



リピートタイ 


無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 

本装置の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にあるサービス 
コンセントに接続します。 

詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 

<N8 142-11B> 



本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために本装置の BIOS の設定を変更してください。 

BIOS の 「 Se 「 ve 「」一「 AC - LINK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設定 
することができます。詳しくは241ページを参照してください。 


















































































































基本的な操作 

本装置の基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの取り付け/取り外し 


本装置の電源の〇 N / OFF やフロッピーディスクドライブ(オプション）、 CD - RW / DVD-ROM 
装置、5インチデバイス（オプション）を取り扱うとき、ハードディスクドライブやプ□セッ 
サボード、メモリボードの取り付け/取り外しを行うときはフロントべゼルを取り外します。 

I n-0 フロントべゼルは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けることができませ 
ん。 


1. キースロットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーを軽く押しながら左に回してロックを 
解除する。 

2. フロントべゼルの右端を軽く持って手前に引く。 

3. フロントべゼルを左に少しスライドさせてタブをフレームがら外して本装置がら取り外す。 



フロントべゼルを取り付けるときは、フロントべゼルの左端のタブを本装置のフレームに 
引っかけるようにしながら取り付けます。取り付けた後はセキュリティのためにもキーで 
□ックしてください。 
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電源の ON 


本装置の電源は前面にある POWER スイッチを押すと〇 N の状態になります。 
次の順序で電源を〇 N にします。 

P 〇 WER/SLEEP ランプ 



1. ディスプレイ装置および本装置に接続している周辺装置の電源を〇 N にする。 

無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が〇 N になっていることを確認してください。 

2. 本装置前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER/SLEEP ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面には 「NEC」 ロゴ 
または POST 画面が表示されます。 



• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すまで30秒以上の時間 
をあけて < ださい。 

• 画面に 「NEC」 □ゴもしくは POST 画面が表示されるまでは電源を OFF にしないでくださ 
し、。本装置の構成によって異なりますが表示まで1 一5分程度かかる場合があります。 

「NEC」 ロゴを表示している間、本装置は自己診断プログラム （POST) を実行して本装置自身の診 
断しています。詳しくはこの後の 「POST のチェック」をご覧ください。 POST を完了すると〇 S が 
起動します。 

I チェック I 

POST 中に異常が見つがると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。132ページを参 
照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、本装置のベースボード内に記録されている自己診断機能 
です。 

POS 丁は本装置の電源を〇 N にすると自動的に実行され、ベースボード、メモリボード、プロ 
セッサ、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の BIOS 
セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

本装置の出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装置には 「 NEC 」 ロゴが表 
示されます。 < Esc > キーを押すと、 POS 丁の実行内容が表示されます。 

BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから P 〇 ST の診断内容を表示させる 
|レ、卜| ことができます。 「 BI 〇 S のセットアップ」の 「 Advanced (227 ページ）」にある 「 Boot-time 
Diagnostic Screen 」 の設定を「 Enabled 」 に切り替えてくださし、。 

POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 本装置の導入時 
• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源〇 N から〇 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 

n -〇 システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key」 とキー入力を要求 
するメッセージを表示する場合もあります。これは取り付けた pci ポードの bios が要求し 
ているためのものです。 PCI ポードに添付されている説明書の内容を確認してから何かキー 
を押してください。 

1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始める。 

ディスプレイ装置の画面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージ 
が表示されます。また、画面下に以下のメッセージが表示されます。 


Press <F2> to enter SETUP or <F12> to Network 


BIOS セットアップの 「 Advanced」-「Extended RAM Step 」 を出荷時の設定から変更しメモリテス 
卜を実行している場合は、ここで < Space > キーを押すと、メモリテストをスキップすることが 
できます。 

なお、本装置に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分が 
かる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表示をするのに約1分程の 
時間がかかる場合があります。 
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2. オプションの RAID コントローラ(ディスクアレイコントローラ)など、一部のオプションボードを 
搭載すると、当該ボードの BIOS セツトアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示され 
ます。 


起動の仕方については、当該オプションボードに添付の説明書を参照してください。 

オプションボードのセットアップユーティリティを起動するために < Ctrl > キーと他のいずれがの 
キーとを同時に押す場合、稀にその後キー操作が不正（キーを押しても効かない、または押した 
キーと異なる動作をする）となります。その場合、もういちど < Ctrl >*_ を押すと復旧します。 

3. 接続している SCSI 装置が使用している SCSI ID 番号などを画面に表示する。 

4. 続いてオンボードの RAID コントローラを検出し、 WebBIOS の起動を促すメッセージが表示され 
るので(そのまま何も入力せずにいると数秒後に P 〇 ST を自動的に続ける）、表示にあわせてキー 
を押してください。 


LSI MegaRAID SAS - MFI BIOS Version XXXX (Build MMM DD, YYYY) 
Copyright (c) XXXX LSI Logic Corporation. 

HA - X (Bus X Dev X) MegaRAID SAS PCI Express(TM) ROMB 
FW package: X.X.X - XXXX 
X Logical Drive(s) found on the host adapter. 

X Logical Drive(s) handled by BIOS. 

Press く Ctrl 〉 <H> for WebBIOS. 


ここで < Ctrl >+< H > キーを押すと、 POST 終了後、ユーティリティが起動します。 

I チェック I 

WebBIOS を使用すると、本体内蔵の SAS ハードディスクドライプで RAID システムを構築した 
り、構築した RAID システムの構成を変更したりできます。 

• N 8103-115に接続された RAID システムを構築 • 変更する場合は 、 Universal RAID Utility を 
使用してください。 WebBI 〇 S では RAID システムの構築 • 変更はできません。 

• オンボードの RAID コントローラ (MegaRAID R 〇 MB ) には、標準でバツテリが搭載されてい 
ます。 

オン ボー ドの RAID コン トローラ （MegaRAID R 〇 MB ) のバツテリに関するメツセージは、 
ディスク アレイコン フィグレーシヨ ン「オン ボー ドの RAID コン トローラ （MegaRAID 
R 〇 MB ) 用バッテリ」ならびに4章「運用 • 保守編」の「障害時の対処」を確認してください。 


5. 次にプロセッサや接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせるメッセージを 
表71^する。 











6. その後、以下のメッセージ*を表示する。 


パターン 


Press <F2> to enter SETUP or <F12> to Network 


パターンと 


Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F12> to Network 


本装置の状態によってメッセージの内容は異なります。 


■一 ■ 

それぞれのキーを入力した場合の動作や起動するユーティリティは以下のようになっています。 
通常では、特に起動する必要はありません。 

• < F 2> キ_ 

< F 2> キーを押すと、 BIOS セットアップユーティリティを起動します。本装置を使用する環 
境にあった設定に変更するときに起動してくださしヽ。エラーメッセージを伴った上記のメッ 
セージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する必要はありません。 
設定方法やパラメータの機能については、216ぺージを参照してください。 

• < F 12> キ_ 

< F 12> キーを押すと、ネットワークブートを実行します。 

參 <ド1>キー 

「 Press < F 1> to resume 」 のメッセージが表示される場合は、 P 〇 ST 中に何らかの異常を検 
出しています。メッセージの内容や対処方法については 「 P 〇 ST 中のエラーメッセージ」を参 
照してください。エラーメッセージが表示されている場合でも、<ド1>キ_を押下すると起 
動します。 


BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 POST が正常に終了 
した後に、パスワードを入力する画面が表示される。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できなくなります。 
この場合は、本装置の電源を OFF にしてがら、約1◦秒ほど時間をあけて ON にして本装置を起動 
し直してください。 


I 0S をインスI-ールするまではパスワードを設定しないでください。 

8. POST を終了すると 0 S を起動する。 
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POST 中の エラー 


POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示したり、 
ビープ音が鳴ったりします。 


ディスプレイに表示されるエラーメッセージ 

次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 

n-O • 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてください。エ 
ラーメッセージの内容は保守を行うときに有用な情報となります。 

• 保守を行うときに IPMI 情報も有用な情報となります。 IPMI 情報の採取方法は406ペー 
ジを参照してください。 

エラーメッセージー覧のプロセッサやメモリ、ファンなどのデバイスに関するエラーメッ 
セージとデバイスの搭載位置は154〜158ページの図のように対応しています。 

■ I ： 故障しているプロセッサまたはメモリは SETUPi _ティリティからでも確認できます (225 

しヒント| ページ、228ぺージ参照)。 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 


対処方法 


0220: Monitor type does not match CMOS - Run SETUP 


モニタのタイプが CMOS と一致しない。 

BIOS セットアップを起動してください。それでも直らない場合は保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 _ 

0230: System RAM Failed at offset: 


基本システムメモリ領域にて エラー を検出した。 


0231: Shadow RAM Failed at offset: 


システムメモリ内のシヤドウ領域にてエラーを検出した。 


0232: Extend RAM Failed at address line: 


_ 拡張システムメモリ領域にてエラーを検出した。_ 

1. U 下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

* os からの制御 

* rCtrl + Alt + DelJ キー入力 
* RESET スイッチ 

* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を 0 N してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を 0 N 

叩〇 WER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を 0 N 
* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

3. DIMM の取り付け状態を確認してください。 

4. DIMM を交換してください。 

5. メモリボードを交換してください。 

6. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 




























ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 


対処方法 


0250: System battery is dead - Replace and run SETUP 


ベースボード上のリチウムバッテリにてエラーを検出した。 

1.以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を OKI してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇1\1 
* P 0 WER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇1\1 
* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 
Z 0 S からの制御、あるいは POWER スイッチを押すことにより、本装置の電源を 
〇 FF した後、 AC コードを抜いてください。その後 AC コードを再接続して POWER スイッチを 
押し、電源を 0 N してください。 

3. ベースボード上のリチウムバッテリの取り付け状態を確認してください。 

4. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

備考：本装置の再立ち上げ後、 BIOS セツトアップを起動し、日付 • 時刻やその他の設定項目を設定し 
直してください。 


0251 : System CMOS checksum bad - Default conriguration used 


CMOS チェックサムエラーを検出した。 

BIOS セットアップの設定がデフォルト値に設定されました。 

1. BIOS セットアップを起動し、設定項目を設定し直してください。 

2. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


0252: Password checksum bad - Passwords cleared 


パスワードのチェックサムエラーを検出した。 

パスワードがクリアされました。 

1. BIOS セットアップを起動し、設定項目を設定し直してください。 

2. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

0260: System timer error 


シスァムタイマーエフーを検出した 0 


0270: Real timer error 


リアルタイマーエフ_を検出した 0 

1. 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を OKI してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇1\1 

* P 0 WER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇1\1 
* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


0271 : Check date and time setting 


リアルタイムクロックの時刻設定に誤りを検出した。 


1. BIOS セットアップを起動し、日付 • 時刻を設定し直してください。 

2. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


0280: Previous boot incomplete-Default conriguration used 

前回の起動が正常終了せず、デフオルト値が設定された。 


保守サービス会社へ連絡してください。 


02 D 0: System cache error - Cache disabled 

システムキャッシュのエラーが発生した。 


保守サービス会社へ連絡してください。 


02 D 1 : System Memory exceeded the CPU's caching limit 

メモリがプロセッサキャッシュの限界を超えた。 

保守サービス会社へ連絡してください。 


02 F 5: DMA Test Failed 


DMA テス トエラー 


保守サービス会社へ連絡してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 


対処方法 


02 F 6: Software NMI Failed 


ソフトウェア NMI エラー 


保守サービス会社へ連絡してください。 


02 F 7: Fail-safe Timer NMI Failed 


フェイルセーフタイマの NMI エラー 


保守サービス会社へ連絡してください。 


0615: COM B configuration changed 


シリアルポート B の設定が変更された。 


0616: COM B config . error - device disabled 

シリア ルポート B の設定にて エラーを 検出した。 


1. BIOS セットアップを起動し、設定し直してください。 

2. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


0 B 28: Unsupported Processor detected on Processor 1 


プロセッサ# 1 にサボートしていないプロセッサが搭載されていることを検出した。 


0 B 29: Unsupported Processor detected on Processor 2 

プロセッサ# 2 にサポートしていないプロセッサが搭載されていることを検出した。 


0 B 2 A : Unsupported Processor detected on Processor 3 

プロセッサ# 3 にサボートレていないプロセッサが搭載されていることを検出した。 


0 B 2 B : Unsupported Processor detected on Processor 4 

プロセッサ# 4 にサボートしていないプロセッサが搭載されていることを検出した。 

1. 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0 S からの制御 

* rctrl + Alt + Del 」 キー入力 
*RESET スイッチ 

*EXPRESSSCOPE エンジン 2 の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 増設、あるいは交換したプロセッサを交換してください。 

3. エラーが発生したプロセッサを交換してください。 

4. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


0 B 50: Processor #1 with error taken offline 


プロセッサ# 1 でエラーを検出し、プロセッサ#1を縮退した。 

0 B 51: 

: Processor #2 with error taken offline 


プロセッサ# 2 でエラーを検出し、プロセッサ#2を縮退した。 

0 B 52: Processor #3 with error taken offline 


プロセッサ#3でエラーを検出し、プロセッサ#3を縮退した。 

0 B 53: Processor #4 with error taken offline 


プロセッサ#4でエラーを検出し、プロセッサ#4を縮退した。 


1. BIOS セットアップを起動し、 「 Main」-「Processor Settings」-「Processor Retest 」 を 
Yes に変更し、 「 Exit」-「Exit Saving Changes 」 を実行してください 0 

2. エラー が発生したプロセッサを交換してください。 

3. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

備考： IPMI システムイベントログを参照することにより、詳細な エラー 内容が判ります。 

また、プロセッサ交換時の本装置の再立ち上げ後、 BIOS セットアップを起動し、 

「 Main」-「Processor Settings」-「Processor Retest 」 を Yes に変更し、 「 Exit 」- 
「Exit Saving Changes 」 を実行してください。 
















































ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 


対処方法 


0 B 5 F : Forced to use Processor with error 


_ 搭載されたすベてのプロセッサでエラーを検出したため、強制的に起動した。_ 

1. BIOS セツトアップを起動し、 「 Main」-「Processor Settings」-「Processor Retest 」 を 
Yes に変更し、 「 Exit」-「Exit Saving Changes 」 を実行してください 0 

2. DIMM の取り付け状態を確認してください。 

3. SAS ライザーボード上の DIMM の取り付け状態を確認してください。 

4. SAS ライザーボードの取り付け状態を確認してください。 

5. DIMM を交換してください。 

6. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

備考： IPMI システムイベントログを参照することにより、詳細なエラー内容が判ります。 

また、交換時の本装置の再立ち上げ後、 BIOS セットアップを起動し、 

「 Main」-「Processor Settings」-「Processor Retest 」 を Yes に変更し、 「 Exit 」- 
「Exit Saving Changes 」 を実行してください。 

0 B 70: The error occurred during temperature sensor reading 


温度センサの読み込み中にエラーを検出した。 

1. 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0 S からの制御 

* rctrl + Alt + Del 」 キー入力 
* RESET スイッチ 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を ON してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇1\1 

* POWER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇1\1 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

3. 〇 S からの制御、あるいは POWER スイッチを押すことにより、本装置の電源を 

〇 FF し、 AC コードを一旦抜いてください。その後、 AC コードを再度取り付け直し 、 POWER 
スイッチを押し電源を〇 N してください。 

4. I / O ライザボードの取り付け状態を確認してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


0 B 71 : System femperature out of the range 


温度異常を検出した。 

1. 本装置内部の FAN を確認してください。 

2. 設置環境が動作保障温度を満たしていることを確認してください。 

3. 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0 S からの制御 

* rctrl + Alt + Del 」 キー入力 
*RESET スイツチ 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

4. 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を OKI してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を ON 

叩〇 WER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇1\1 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

5. 0 S からの制御、あるいは POWER スイッチを押すことにより、本装置の電源を OFF し、 

AC コードを一旦抜いてください。その後、 AC コードを再度取り付け、 POWER スイッチを 
押し電源を〇1\1してください。 

6. I / O ライザボードの取り付け状態を確認してください。 

7. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 


対処方法 


0 B 74: The error occurred during voltage sensor reading 


_ 電圧センサの読み込み中にエラーを検出した0 _ 

1. 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0 S からの制御 

* rCtrl + Alt + DelJ キー入力 
*RESET スイッチ 

*EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を ON してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を ON 

叩〇 WER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇(\1 
*EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

3. 〇 S からの制御、あるいは POWER スイッチを押すことにより、本装置の電源を〇 FF し、 

AC コードを一旦抜いてください。その後、 AC コードを再度取り付け、 POWER スイッチを 
押し電源を ON してください。 

4. I/O ライザボードの取り付け状態を確認してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


0 B 75: System Voltage out of the range 


電圧異常を検出した。 

1 . 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0 S からの制御 

*「Ctrl + Alt + Del 」 キー入力 
* RESET スイッチ 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を〇1\1してください。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER スイッチを押し、電源を ON 

叩〇 WER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を ON 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

3. 〇 S からの制御、あるいは POWER スイッチを押すことにより、本装置の電源を〇 FF し、 

AC コードを一旦抜いてください。その後、 AC コードを再度取り付け、 POWER スイッチを 
押し電源を〇1\1してください。 

4. I / O ライザボードの取り付け状態を確認してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


0 B 78: The error occurred during fan sensor reading 


FAN センサの検出中にエラーが起きた。 


保守サービス会社へ連絡してください。 


0 B 7 C : The error occurred during redundant power module configuration 

冗長電源を構成している途中でエラーを検出した。 


保守サービス会社へ連絡して電源ユニットを交換してください。 


0 B 7 D : The normal operation can't be guaranteed with use of only one PSU 


本装置に必要な基本電源構成を満たしていない。 

保守サービス会社に連絡して、電源ユニットを増設または交換してください。 


0 B 7 E : Mismatch AC Voltage detected . 

2 つの電源ユニットへ供給されている電圧が異なっている。 

1. 電源ユニットへ供給されている入力電圧が同じ (100 V もしくは200 V )であるかを確認してくださし、 

2. 電源ユニットの実装状態を確認してください。 

3. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


0 B 7 F : Insufficient Power Supply Unit Configuration . 

電源ユニットが 1 台しか実装されていない、または1台しか認識できない。 


1. 電源ユニットの実装状態を確認してください。 

2. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 



































ディスプレイ上の エラー メ ツセー ジ 


意味 

対処方法 

0 B 80: BMC Memory Test Failed 


BMC ( EXPRESSSCOPE エンジン 2) の故障を検出した。 

0 B 81: 

: BMC Firmware Code Area CRC check failed 


BMC ( EXPRESSSC 〇 PE エンジン 2) の故障を検出した。 

0 B 82: BMC core hardware failure 


BMC ( EXPRESSSCOPE エンジン 2) の故障を検出した。 


1. OS からの制御、あるいは POWER スイッチを押すことにより、本装置の電源を OFF し、 

AC コードを一旦抜いてください。その後、 AC コードを再度取り付け、 POWER スイッチを 
押し電源を ON してください。 

2. I / O ライザボードの取り付け状態を確認してください。 

3. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

0 B 83: BMC IBF or OBF check failed 


BMC ( EXPRESSSCOPE エンジン 2) アクセスエラーを検出した。 

1. 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0 S からの制御 

* rCtrl + Alt + DelJ キー入力 
* RESET スイッチ 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を ON してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を ON 

* POWER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇(\1 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

3. 〇 S からの制御、あるいは POWER スイッチを押すことにより、本装置の電源を OFF し、 

AC コードを一旦抜いてください。その後、 AC コードを再度取り付け、 POWER スイッチを 
押し電源を ON してください。 

4. I / O ライザボードの取り付け状態を確認してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

0 B 8 A : BMC SEL area full 


IPMI システムイベントログの書き込める容量がないことを検出した。 

1. BIOS セットアップを起動し、 「 Server」-「Event Log Configuration」-「Clear All Error 
Logs 」 を実行し、 IPMI システムイベントログを消去してください。 

2. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

備考： BIOS セットアップにて IPMI システムイベントログを消去する前に、オフライン保守ユーティリ 
ティを起動し、 IPMI システムイベントログをバックアップすることもできます。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 


対処方法 


0 B 8 B : BMC progress check timeout 


BMC ( EXPRESSC 〇 PE エンジン 2) の故障を検出した。 


0 B 8 C : BMC command access failed 


BMC ( EXPRESSSCOPE エンジン 2) コマンドアクセスに失敗したことを検出した。 


0 B 8 D : Could not redirect the console - BMC Busy - 


コンソールリダイレクトができないこと ( BMC ビジー)を検出した。 


0 B 8 E : Could not redirect the console ■ BMC Error - 


コンソールリダイレクトができないこと ( BMC エラー)を検出した。 


0 B 8 F : Could not redirect the console - BMC Parameter Error - 


コンソールリダイレクトができないこと ( BMC パラメータエラー)を検出した。 

1. 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0 S からの制御 

* rCtrl + Alt + DelJ キー入力 
* RESET スイッチ 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を ON してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を ON 

叩〇 WER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇(\1 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

3. 〇 S からの制御、あるいは POWER スイッチを押すことにより、本装置の電源を〇 FF し、 

AC コードを一旦抜いてください。その後、 AC コードを再度取り付け、 POWER スイッチを 
押し電源を ON してください。 

4. I / O ライザボードの取り付け状態を確認してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


0 B 90: BMC Platform Information Area Corrupted 


BMC ( EXPRESSSC 〇 PE エンジン 2) の故障を検出した。 

0 B 91: 

: BMC update firmware corrupted 


BMC ( EXPRESSSCOPE エンジン 2) の故障を検出した。 

0 B 92: Internal Use Area of BMC FRU corrupted 


BMC ( EXPRESSSC 〇 PE エンジン 2) の故障を検出した。 

0 B 93: BMC SDR Repository empty 


BMC ( EXPRESSSC 〇 PE エンジン 2) の故障を検出した。 


1. 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0 S からの制御 

* rCtrl + Alt + DelJ キー入力 
*RESET スイッチ 

*EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を ON してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を ON 

叩〇 WER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇(\1 
*EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

3. 〇 S からの制御、あるいは POWER スイッチを押すことにより、本装置の電源を〇 FF し、 

AC コードを一旦抜いてください。その後、 AC コードを再度取り付け、 POWER スイッチを 
押し電源を ON してください。 

4. I/O ライザボードの取り付け状態を確認してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 




































ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 


対処方法 


0 B 94: IPMB signal lines do not respond 

1/ 〇ライザボード、あるいは外部の SMBus にて エラー を検出した。 

1. 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0S からの制御 

* rctrl + Alt + Del」 キー入力 
*RESET スイツチ 

*EXPRESSSCOPE エンジン 2 の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2 . 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を ON してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を ON 

*POWER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を ON 
*EXPRESSSCOPE エンジン 2 の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

3. 〇 S からの制御、あるいは POWER スイッチを押すことにより、本装置の電源を OFF し、 

AC コードを一旦抜いてください。その後、 AC コードを再度取り付け、 POWER スイッチを 
押し電源を ON してください。 

4. I/O ライザボードの取り付け状態を確認してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


0 B 95: BMC FRU device failure 


Chassis 情報を格納した SROM の故障 

0 B 96: BMC SDR Repository failure 


センサーデータレコード情報を格納した SROM の故障、あるいは不正なセンサーデータレコー 
ド情報を検出した。 

0 B 97: BMC SEL device failure 


BMC デバイス（チップ）の故障 

0 B 98: BMC RAM test error 


BMC RAM のエラー 

0 B 99: BMC Fatal hardware error 


BMC のエラー 

0 B 9 B : Private I 2 C bus not responding 


プライべ一卜 I 2 C バスの応答がない 

0 B 9 C : BMC internal exception 


BMC のエラー 

0 B 9 D : BMC A/D timeout error 


BMC のエラー 

0 B 9 E : SDR repository corrupt 


BMC のエラーまたは SDR データの破損 

0 B 9 F : SEL corrupt 


BMC のエラーまたはシステムイベントログのデータ破損 


1. 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0 S からの制御 

*「Ctrl + Alt + Del 」 キー入力 
* RESET スイッチ 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を ON してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇(\1 

* POWER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を ON 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

3. 〇 S からの制御、あるいは POWER スイッチを押すことにより、本装置の電源を OFF し、 

AC コードを一旦抜いてください。その後、 AC コードを再度取り付け、 POWER スイッチを 
押し電源を ON してください。 

4. I / O ライザボードの取り付け状態を確認してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 


対処方法 


OBBO: SMBIOS - SROM data read error 


SROM ( FRU ) データ読み込み中にエラーを検出した。 


0BB1 : SMBIOS - SROM data checksum bad 


_ SROM ( FRU ) データチェックサムエラ：を検出した。_ 

1. 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0 S からの制御 

* rCtrl + Alt + DelJ キー入力 
*RESET スイッチ 

*EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を ON してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を ON 

叩〇 WER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を ON 
*EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

3. 〇 S からの制御、あるいは POWER スイッチを押すことにより、本装置の電源を〇 FF し、 

AC コードを一旦抜いてください。その後、 AC コードを再度取り付け、 POWER スイッチを 
押し電源を ON してください。 

4. I/O ライザボードの取り付け状態を確認してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


OBCO: POST detected startup railure of 1 st Processor 


プロセッサ# 1 の起動時エラーを検出した。 


0BC1 : POST detected startup failure of 2nd Processor 


プロセツサ #2 の起動時エラーを検出した。 


0BC2: POST detected startup failure of 3rh Processor 


プロセツサ #3 の起動時エラーを検出した。 


0BC3: POST detected startup failure of 4th Processor 

プ□セッサ #4 の起動時エラーを検出した。 

1 BIOS セットアップを起動し、 「 Main」-「Processor Settings」-「Processor Retest 」 を 
Yes に変更し、 「 Exit」-「Exit Saving Changes 」 を実行してください。 

2. エラー が発生したプロセッサを交換してください。 

3. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

備考： IPMI システムイベントログを参照することにより、詳細な エラー 内容が判ります。 

また、プロセッサ交換後には本装置を再起動し、 BIOS セットアップメニューに入り、 

「 Main 」-「. ProcessorSettings 」-「 ProcessorRetest 」 を Yes に変更し、 「 Exit 」- 
「Exit Saving Changes 」 を実行してください。 

8150: NVRAM Cleared By Jumper 


ジヤンパ設定により NVRAM / CMOS をクリアしたことを検出した。 
保守サービス会社に連絡してください。 


8151: Password Cleared By Jumper 

ジャンパ設定によりパスワードをクリアしたことを検出した。 
保守サービス会社に連絡してください。 



































ディスプレイ上の エラー メ ツセー ジ 


意味 


対処方法 


8160: Mismatch Processor speed detected on Processor 1 


_ プロセッサ# 1 にて不正な周波数を検出した。_ 

8161: Mismatch Processor speed detected on Processor 2 


_ プロセッサ# 2 にて不正な周波数を検出した。_ 

8162: Mismatch Processor speed detected on Processor 3 


_ プロセッサ# 3 にて不正な周波数を検出した。_ 

8163: Mismatch Processor speed detected on Processor 4 


_ プロセッサ# 4 にて不正な周波数を検出した0 _ 

1. BIOS セットアップを起動し、 「 Main」-「Processor Settings」-「Processor Retest 」 を 
Yes に変更し、 「 Exit」-「Exit Saving Changes 」 を実行してください 0 

2. 増設、または交換したプロセッサを交換してください。 

3. エラー が発生したプロセッサを交換してください。 

4. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

備考： IPMI システムイベントログを参照することにより、詳細な エラー 内容が判ります。 

また、プロセッサ交換後に本装置を再起動し、 BIOS セットアップメニューに入り、 

「 Main」-「Processor Settings」-「Processor Retest 」 を Yes に変更し、 「 Exit 」- 
「Exit Saving Changes 」 を実行してください 0 

8170: Processor 1 not operating at intended frequency 


_ プロセッサ# 1 にて周波数の異常を検出した。_ 

8171: Processor 2 not operating at intended frequency 


_ プロセッサ# 2 にて周波数の異常を検出した。_ 

8172: Processor 3 not operating at intended frequency 


プロセッサ# 3 にて周波数の異常を検出した。 


8173: Processor 4 not operating at intended frequency 

_ プロセッサ# 4 にて周波数の異常を検出した。 

1. BIOS セットアップを起動し、 「 Main」-「Processor Settings」-「Processor Retest 」 を 
Yes に変更し、 「 Exit」-「Exit Saving Changes 」 を実行してください。 

2. 増設、または交換したプロセッサを交換してください。 

3. エラー が発生したプロセッサを交換してください。 

4. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

備考： IPMI システムイベントログを参照することにより、詳細な エラー 内容が判ります。 

また、プロセッサ交換後に本装置を再起動し、 BIOS セットアップメニューに入り、 

「 Main」-「Processor Settings」-「Processor Retest 」 を Yes に変更し、 「 Exit 」- 
「Exit Saving Changes 」 を実行してください 0 

817F: All Processor not operating at intended frequency 


_ すべてのプロセッサにて周波数の異常を検出した。_ 

1. 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*「Ctrl + Alt + Del 」 キー入力 

* RESET スイッチ 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


ハ—ドウ H ア編 


141 





































ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 


対処方法 


8180: Processor # 1 Error 


POST が起動される前に、プロセッサ#1にて致命的な エラー が発生していたことを検出した。 


8181: Processor #2 Error 


POST が起動される前に、プロセッサ#2にて致命的なエラーが発生していたことを検出した。 


8182: Processor #3 Error 


POST が起動される前に、プロセッサ#3にて致命的なエラーが発生していたことを検出した。 


8183: Processor #4 Error 


POST が起動される前に、プロセッサ#4にて致命的な エラー が発生していたことを検出した。 


そのまま運用/稼動を続けることができますが、故障部品の交換を実施してください。 

1. U 下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0 S からの制御 

* rCtrl + Alt + DelJ キー入力 
* RESET スイッチ 

* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、または 、 DianaScope Manager からの制御 

2. 以下のいずれかの方法により、本体装置の電源を一旦 OFF し、電源を 0 N してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を 0 N 

叩〇 WER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇(\1 
* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

3. エラーが発生したプロセッサの取り付け状態を確認してください。 

4. エラーが発生したプロセッサのヒートシンクの取り付け状態を確認してください。 

5. エラーが発生したプロセッサを交換してください。 

6. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


81 AO: Cache Cautionary status detected on Processor 1 


プロセッサ# 1 のキャッシュが警告レベルの状態であることを検出した。 

81A1:Cache Cautionary status detected on Processor 2 


プロセッサ#2のキャッシュが警告レベルの状態であることを検出した。 

81A2: Cache Cautionary status detected on Processor 3 


プロセッサ#3のキャッシュが警告レベルの状態であることを検出した。 

81 A3: Cache Cautionary status detected on Processor 4 


プロセッサ#4のキャッシュが警告レベルの状態であることを検出した。 


致命的な障害ではありませんので、すぐに交換する必要はありません。 
そのまま運用/稼動を続けることができます。 


1. 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0 S からの制御 

* rctrl + Alt + Delj キー入力 
* RESET スイッチ 

* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を 0 N してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を 0 N 

叩〇 WER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を 0 N 
* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

3. エラーが発生したプロセッサの取り付け状態を確認してください。 

4. エラーが発生したプロセッサのヒートシンクの取り付け状態を確認してください。 

5. エラーが発生したプロセッサを交換してください。 

6. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

































ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 


対処方法 


8200: Online Spare memory was not ready 


オンラインスペアメモリ機能を有効にできる DIMM 構成ではないことを検出した。 


8201: Mirroring Memory was not ready 


_ メモリミラ = リング機能を有効にできる DIMM 構成ではないことを検出した。_ 

1. BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「Memory Configuration」 の項目を確認して 
ください。 

2. 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0S からの制御 

* rctrl + Alt + Del」 キー入力 

*RESET スイッチ 

*EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

3. DIMM の取り付け状態を確認してください。 

4. DIMM を交換してください。 

5. メモリボードを交換してください。 

6. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


8280: DIMM #1 has been disabled 


DIMM#1 (メモリボード A 上 DIMM1 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 


8281: DIMM #2 has been disabled 


DIMM #2 (メモリボード A 上 DIMM2 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 


8282: DIMM #3 has been disabled 


DIMM #3 (メモリボード A 上 DIMM3 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 


8283: DIMM #4 has been disabled 


DIMM #4 (メモリボード A 上 DIMM4 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 


8284: DIMM #5 has been disabled 


DIMM #5 (メモリボード A 上 DIMM5 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 


8285: DIMM #6 has been disabled 


DIMM #6 (メモリボード A 上 DIMM6 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 


8286: DIMM #7 has been disabled 


DIMM #7 (メモリボード A 上 DIMM7 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 


8287: DIMM #8 has been disabled 


DIMM #8 (メモリボード A 上 DIMM8 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 


8288: DIMM #9 has been disabled 


DIMM #9 (メモリボード B 上 DIMM1 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 


8289: DIMM #10 has been disabled 


DIMM #10 (メモリボード B 上 DIMM2 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 


828A: DIMM #11 has been disabled 


DIMM #11 (メモリボード B 上 DIMM3 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 


828B: DIMM #12 has been disabled 


DIMM #12 (メモリボード B 上 DIMM4 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 


8280: DIMM #13 has been disabled 


DIMM #13 (メモリボード B 上 DIMM5 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 


828D: DIMM #14 has been disabled 


DIMM #14 (メモリボード B 上 DIMM6 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 

対処方法 

828E: DIMM #15 has been disabled 


DIMM #15 (メモリボード B 上 DIMM 7 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

828F: DIMM #16 has been disabled 


DIMM #16 (メモリボード B 上 DIMM 8 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

8290: DIMM #17 has been disabled 


DIMM #17 (メモリボード C 上 D 旧 Ml スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

8291 

DIMM #18 has been disabled 


DIMM #18 (メモリボード C 上 DIMM 2 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

8292: DIMM #19 has been disabled 


DIMM #19 (メモリボード C 上 DIMM 3 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

8293: DIMM #20 has been disabled 


DIMM #20 (メモリボード C 上 DIMM 4 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

8294: DIMM #21 has been disabled 


DIMM #21(メモリボード C 上 DIMM 5 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

8295: DIMM #22 has been disabled 


DIMM #22 (メモリボード C 上 DIMM 6 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

8296: DIMM #23 has been disabled 


DIMM #23 (メモリボード C 上 DIMM 7 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

8297: DIMM #24 has been disabled 


DIMM #24 (メモリボード C 上 D 旧 M 8 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

8298: DIMM #25 has been disabled 


DIMM #25 (メモリボード D 上 DIMM 1スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

8299: DIMM #26 has been disabled 


DIMM #26 (メモリボード D 上 DIMM 2 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

829A: DIMM #27 has been disabled 


DIMM #27 (メモリボード D 上 DIMM 3 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

829B: DIMM #28 has been disabled 


DIMM #28 (メモリボード D 上 DIMM 4 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

8290: DIMM #29 has been disabled 


DIMM #29 (メモリボード D 上 D 旧 M 5 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

829D: DIMM #30 has been disabled 


DIMM #30 (メモリボード D 上 DIMM 6 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

829E: DIMM #31 has been disabled 


DIMM #31(メモリボード D 上 DIMM 7 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 

829F: DIMM #32 has been disabled 


DIMM #32 (メモリボード D 上 DIMM 8 スロット）でエラーを検出し、縮退された。 


1. BIOS セットアップを起動し 、 rAdvancedJ - 「Memory Configuration」-「Memory Retest 」 
を Yes に変更し、 「 Exit」-「Exit Saving Changes 」 を実行してください。 

2 . エラーが発生した DIMM の取り付け状態を確認してください。 

3. エラーが発生した DIMM を交換してください。 

4. メモリボードを交換してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

備考： IPMI システムイベントログを参照することにより、詳細なエラー内容が判ります。 






























































ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 

対処方法 

82A0: Unsupported DIMM detected in DIMM #1 


DIMM #1 (メモリボード A 上 DIMM 1 スロット）にサボートされていなし) DIMM の搭載を検出した。 

82A1 : Unsupported DIMM detected in DIMM #2 


DIMM #2 (メモリボード A 上 DIMM 2 スロット）にサポートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82A2: Unsupported DIMM detected in DIMM #3 


DIMM #3 (メモリボード A 上 DIMM 3 スロット）にサボートされていない DIMM の J 苔載を検出した。 

82A3: Unsupported DIMM detected in DIMM #4 


DIMM #4 (メモリボード A 上 DIMM 4 スロット）にサボートされていなし) DIMM の搭載を検出した。 

82A4: Unsupported DIMM detected in DIMM #5 


DIMM #5 (メモリボード A 上 DIMM 5 スロット）にサポートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82A5: Unsupported DIMM detected in DIMM #6 


DIMM #6 (メモリボード A 上 DIMM 6 スロット）にサボートされていない DIMM の J 苔載を検出した。 

82A6: Unsupported DIMM detected in DIMM #7 


DIMM #7 (メモリボード A 上 DIMM 7 スロット）にサボートされていない DIMM の}苔載を検出した。 

82A7: Unsupported DIMM detected in DIMM #8 


DIMM #8 (メモリボード A 上 DIMM 8 スロット）にサポートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82A8: Unsupported DIMM detected in DIMM #9 


DIMM #9 (メモリボード B 上 DIMM 1 スロット）にサボートされていない DIMM の J 苔載を検出した。 

82A9: Unsupported DIMM detected in DIMM #10 


DIMM #10 (メモリボ ー HB 上 DIMM 2 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82AA: Unsupported DIMM detected in DIMM #11 


DIMM #11(メモリボード B 上 DIMM 3 スロット）にサポートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82AB: Unsupported DIMM detected in DIMM #12 


DIMM #12 (メモリボード B 上 DIMM 4 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82AC: Unsupported DIMM detected in DIMM #13 


DIMM #13 (メモリボード B 上 DIMM 5 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82AD: Unsupported DIMM detected in DIMM #14 


DIMM #14 (メモリボード B 上 DIMM 6 スロット）にサポートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82AE: Unsupported DIMM detected in DIMM #15 


DIMM #15 (メモリボード B 上 DIMM 7 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82AF: Unsupported DIMM detected in DIMM #16 


DIMM #16 (メモリボード B 上 DIMM 8 スロット）にサポートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82B0: Unsupported DIMM detected in DIMM #17 


DIMM #17 (メモリボード C 上 DIMM 1 スロット）にサポートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82B1: 

: Unsupported DIMM detected in DIMM #18 


DIMM #18 (メモリボード C 上 DIMM 2 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82B2: Unsupported DIMM detected in DIMM #19 


DIMM #19 (メモリボード C 上 DIMM 3 スロット）にサポートされていない DIMM の搭載を検出した。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 
意味 
対処方法 


82B3: Unsupported DIMM detected in DIMM #20 



DIMM #20 (メモリボード C 上 DIMM 4 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82B4: Unsupported DIMM detected in DIMM #21 


DIMM #21(メモリボード C 上 DIMM 5 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82B5: Unsupported DIMM detected in DIMM #22 


DIMM #22 (メモリボード C 上 DIMM 6 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82B6: Unsupported DIMM detected in DIMM #23 


DIMM #23 (メモリボード C 上 DIMM 7 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82B7: Unsupported DIMM detected in DIMM #24 


DIMM #24 (メモリボード C 上 DIMM 8 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82B8: Unsupported DIMM detected in DIMM #25 


DIMM #25 (メモリボード D 上 DIMM 1 スロット）にサポートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82B9: Unsupported DIMM detected in DIMM #26 


DIMM #26 (メモリボード D 上 DIMM 2 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82BA: Unsupported DIMM detected in DIMM #27 


DIMM #27 (メモリボード D 上 DIMM 3 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82BB: Unsupported DIMM detected in DIMM #28 


DIMM #28 (メモリボード D 上 DIMM 4 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82BC: Unsupported DIMM detected in DIMM #29 


DIMM #29 (メモリボード D 上 DIMM 5 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82BD: Unsupported DIMM detected in DIMM #30 


DIMM #30 (メモリボード D 上 DIMM 6 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82BE: Unsupported DIMM detected in DIMM #31 


DIMM #31(メモリボード D 上 DIMM 7 スロット）にサポートされていない DIMM の搭載を検出した。 

82BF: Unsupported DIMM detected in DIMM #32 


DIMM #32 (メモリボード D 上 DIMM 8 スロット）にサボートされていない DIMM の搭載を検出した。 


1 . 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ（リセット）を実施してください。 

氺〇 S からの制御 

* rCtrl + Alt + Delj キーの入力 
氺 RESET スイッチ 

氺 EXPRESSSC 〇 PE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 増設、あるいは交換した DIMM を交換してください。 

3. エラーが発生した DIMM を交換してください。 

4. メモリボードを交換してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 















































ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 

対処方法 

8200: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #1 


DIMM #1 (メモリボード/ UiDIMMI スロット）に DIMM の f 證頁が-^していない DIMMO ^ 苔載を検出した。 

82C1 

Mismatch DIMM Type detected in DIMM #2 


DIMM #2 (メモリボード/^ DIMM 2 スロット）に DIMM の f 證頁が-^していなし OIMM 仰答載を検出した。 

82C2: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #3 


DIMM #3 (メモリボードん LDIMM 3 スロット）に DIMM の種類が-^してしゾよし OIMM 吻答載を検出した。 

8203: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #4 


DIMM #4 (メモリボード/ UiDIMM 4 スロット）に DIMM の f 證頁が-^していない DIMM 奴苔載を検出した。 

8204: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #5 


DIMM #5 (メモリボードん tDIMM 5 スロット）に DIMM の種類が-^してしゾよし OIMM 吻苔載を検出した。 

8205: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #6 


DIMM #6 (メモリボードん LDIMM 6 スロット）に DIMM の種類が-^してしゾよし OIMM 吻答載を検出した。 

8206: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #7 


DIMM #7 (メモリボード/ UiDIMM 7 スロット）に DIMM の f 證頁が-^してしゾよし、 DIMM 吻苔載を検出した。 

8207: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #8 


DIMM #8 (メモリボード/ ^ DIMM 8 スロット）に DIMM の f 證頁が-^していない DIMMO ^ 苔載を検出した。 

8208: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #9 


DIMM #9 (メモリボード B 上 DIMM 1 スロット）に DIMM の f 證頁が-^していない DIMM 奴荅載を検出した。 

8209: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #10 


DIMM #10 (メモリボード B 上 DIMM 2 スロット）に DIMM の麵が-^してしゾよし、 DIMM 吻苔載を検出した。 

82CA: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #11 


DIMM #11(メモリボード B 上 DIMM 3 スロット）に DIMM の f 謹頁が-^してしゾよし OIMM の搭載を検出した。 

82CB: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #12 


DIMM #12 (メモリボード B 上 DIMM 4 スロット）に DIMM の麵が-^してしゾよし、 DIMM 吻答載を検出した。 

82CC: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #13 


DIMM #13 (メモリボード B 上 DIMM 5 スロット）に DIMM の獯頁が-^してしゾよし、 DIMM 吻苔載を検出した。 

82CD: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #14 


DIMM #14 (メモリボード B 上 DIMM 6 スロット）に DIMM の f 謹頁が-^してしゾよし OIMM の搭載を検出した。 

82CE: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #15 


DIMM #15 (メモリボード B 上 DIMM 7 スロット）に DIMM の麵が-^してしゾよし、 DIMM 吻苔載を検出した。 

82CF: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #16 


DIMM #16 (メモリボード B 上 DIMM 8 スロット）に DIMM の麵が-^してしゾよし、 DIMM 吻苔載を検出した。 

82D0: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #17 


DIMM #17 (メモリボード C 上 DIMM 1 スロット）に DIMM の f 謹頁が-^していなし OIMM の搭載を検出した。 

82D1: 

: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #18 


DIMM #18 (メモリボード C 上 DIMM 2 スロット）に DIMM の麵が-^してしゾよし、 DIMM 吻苔載を検出した。 

82D2: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #19 


DIMM #19 (メモリボード C 上 DIMM 3 スロット）に DIMM の麵が-^してしゾよし、 DIMM 吻苔載を検出した。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 
意味 
対処方法 


82D3: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #20 



DIMM #20 (メモリボード C 上 DIMM 4 スロット）に DIMM の f 證頁が-^してしゾよし答載を検出した。 

82D4: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #21 


DIMM #21(メモリボード C 上 DIMM 5 スロット）に DIMM の麵が-^してしゾよし、 DIMM 吻答載を検出した。 

82D5: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #22 


DIMM #22 (メモリボード C 上 DIMM 6 スロット）に DIMM の f 證頁が-^してしゾよし) DIMM 吻苔載を検出した。 

82D6: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #23 


DIMM #23 (メモリボード C 上 DIMM 7 スロット）に DIMM の蠻頁が-^していない DIMM 奴苔載を検出した0 

82D7: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #24 


DIMM #24 (メモリボード C 上 DIMM 8 スロット）に DIMM の麵が-^してしゾよし、 DIMM 吻苔載を検出した。 

82D8: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #25 


DIMM #25 (メモリポ ー KD 上 DIMM 1 スロット）に DIMM の f 謹頁が-^してしゾよし) DIMM 吻苔載を検出した。 

82D9: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #26 


DIMM #26 (メモリボード D 上 DIMM 2 スロット）に DIMM の麵が-^してしゾよし、 DIMM 吻苔載を検出した。 

82DA: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #27 


DIMM #27 (メモリボード D 上 DIMM 3 スロット）に DIMM の麵が-^してしゾよし、 DIMIW ^ 苔載を検出した。 

82DB: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #28 


DIMM #28 (メモリボ ー KD 上 DIMM 4 スロット）に DIMM の f 謹頁が-^してしゾよし) DIMM 吻苔載を検出した。 

82DC: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #29 


DIMM #29 (メモリボード D 上 DIMM 5 スロット）に DIMM の麵が-^してしゾよし、 DIMM 吻苔載を検出した。 

82DD: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #30 


DIMM #30 (メモリボード D 上 DIMM 6 スロット）に DIMM の麵が-^してしゾよし、 DIMIW ^ 苔載を検出した。 

82DE: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #31 


DIMM #31(メモリポ ー KD 上 DIMM 7 スロット）に DIMM の f 謹頁が-^してしゾよし OIMM 吻答載を検出した。 

82DF: Mismatch DIMM Type detected in DIMM #32 


DIMM #31(メモリボード D 上 DIMM 7 スロット）に DIMM の麵が-^してしゾよし、 DIMIW ^ 苔載を検出した。 


1 . 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ（リセット）を実施してください。 

氺〇 S からの制御 

* rCtrl + Alt + Delj キーの入力 
氺 RESET スイッチ 

氺 EXPRESSSC 〇 PE エンジン2の Web ブラウザ、または DianaScope Manager からの制御 

2. 増設、あるいは交換した DIMM を交換してください。 

3. エラーが発生した DIMM を交換してください。 

4. メモリボードを交換してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 















































ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 

対処方法 

82E0: DIMM #1 with error is enabled 


DIMM #1 (メモリボード A 上 DIMM 1 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82E1: 

DIMM #2 with error is enabled 


DIMM #2 (メモリボード A 上 DIMM 2 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82E2: DIMM #3 with error is enabled 


DIMM #3 (メモリボード A 上 DIMM 3 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82E3: DIMM #4 with error is enabled 


DIMM #4 (メモリボード A 上 DIMM 4 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82E4: DIMM #5 with error is enabled 


DIMM #5 (メモリボード A 上 DIMM 5 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82E5: DIMM #6 with error is enabled 


DIMM #6 (メモリボード A 上 DIMM 6 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82E6: DIMM #7 with error is enabled 


DIMM #7 (メモリボード A 上 DIMM 7 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82E7: DIMM #8 with error is enabled 


DIMM #8 (メモリボード A 上 DIMM 8 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82E8: DIMM #9 with error is enabled 


DIMM #9 (メモリボード B 上 DIMM 1 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82E9: DIMM #10 with error is enabled 


DIMM #10 (メモリボード B 上 DIMM 2 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82EA: DIMM #11 with error is enabled 


DIMM #11(メモリボード B 上 DIMM 3 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82EB: DIMM #12 with error is enabled 


DIMM #12 (メモリボード B 上 DIMM 4 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82EC: DIMM #13 with error is enabled 


DIMM #13 (メモリボード B 上 DIMM 5 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82ED: DIMM #14 with error is enabled 


DIMM #14 (メモリボード B 上 DIMM 6 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82EE: DIMM #15 with error is enabled 


DIMM #15 (メモリボード B 上 DIMM 7 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82EF: DIMM #16 with error is enabled 


DIMM #16 (メモリボード B 上 DIMM 8 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82F0: DIMM #17 with error is enabled 


DIMM #17 (メモリボード C 上 DIMM 1 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82F1: 

DIMM #18 with error is enabled 


DIMM #18 (メモリボード C 上 DIMM 2 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82F2: DIMM #19 with error is enabled 


DIMM #19 (メモリボード C 上 DIMM 3 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意味 
対処方法 


82F3: DIMM #20 with error is enabled 



DIMM #20 (メモリボード C 上 DIMM4 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82F4: DIMM #21 with error is enabled 


DIMM #21(メモリボード C 上 DIMM5 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82F5: DIMM #22 with error is enabled 


DIMM #22 (メモリボード C 上 DIMM6 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82F6: DIMM #23 with error is enabled 


DIMM #23 (メモリボード C 上 DIMM7 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82F7: DIMM #24 with error is enabled 


DIMM #24 (メモリボード C 上 DIMM8 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82F8: DIMM #25 with error is enabled 


DIMM #25 (メモリボード D 上 DIMM1 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82F9: DIMM #26 with error is enabled 


DIMM #26 (メモリボード D 上 DIMM2 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82FA: DIMM #27 with error is enabled 


DIMM #27 (メモリボード D 上 DIMM3 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82FB: DIMM #28 with error is enabled 


DIMM #28 (メモリボード D 上 DIMM4 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82FC: DIMM #29 with error is enabled 


DIMM #29 (メモリボード D 上 DIMM5 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82FD: DIMM #30 with error is enabled 


DIMM #30 (メモリボード D 上 DIMM6 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82FE: DIMM #31 with error is enabled 


DIMM #31(メモリボード D 上 DIMM7 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 

82FF: DIMM #32 with error is enabled 


DIMM #32 (メモリボード D 上 DIMM8 スロット）でエラーを検出したが、強制的に起動した。 


1. BIOS セットアップを起動し、 rAdvancedJ - 「Memory Configuration」-「Memory Retest」 

を Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Change」 を実行してください。 

2 . エラーが発生した DIMM の取り付け状態を確認してください。 

3. エラーが発生した DIMM を交換してください。 

4. メモリボードを交換してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

備考： IPMI システムイベントログを参照することにより、詳細なエラー内容がわかります。 

また、プロセッサ交換後には本装置を再起動し、 BIOS セットアップメニューに入り、 

「Main」-「Processor Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実行して 
ください。 















































ディスプレイ上の エラーメッセージ 
意味 
対処方法 


8400: Onboard PCIE#1 Link Failure 



装置内の PCI Express デバイス間の接続エラーを検出した。 

8401 

Onboard PC 旧 #2 Link Failure 


装置内の PCI Express デバイス間の接続エラーを検出した。 

8402: Onboard PCIE#3 Link Failure 


装置内の PCI Express デバイス間の接続エラーを検出した。 

840 3: Onboard PCIE#4 Link Failure 


装置内の PCI Express デバイス間の接続エラーを検出した。 

840 4: Onboard PCIE#5 Link Failure 


装置内の PCI Express デバイス間の接続エラーを検出した。 

840 5: Onboard PCIE#6 Link Failure 


装置内の PCI Express デバイス間の接続エラーを検出した。 

840 6: Onboard PCIE#7 Link Failure 


装置内の PCI Express デバイス間の接続エラーを検出した。 


1 . 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

* 〇 S からの制御 

* rCtrl+Alt+Del 」 キー入力 

* RESET スイッチ 

* EXPRESSSC 〇 PE エンジン2の Web ブラウザ、または 、 DianaScope Manager からの制御 

2. 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を 0 N してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇(\1 

* POWER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇(\1 
* EXPRESSSC 〇 PE エンジン2の Web ブラウザ、または 、 DianaScope Manager からの制御 

3. r8403: Onboard PCIE #4 Link Width Error J の場合、 SAS ライザボードの取り付け状態を確認 
してください。 

4. r8404: Onboard PCIE #5 Link Width Error J の場合、 1/ 〇ライザボードの取り付け状態を確認 
してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 
意味 
対処方法 


8420: Onboard PCIE#1 Link Width Error 



装置内の PCI Express デバイス間の接続性能低下を検出した。 

8421 

Onboard PC 旧# 2 Link Width Error 


装置内の PCI Express デバイス間の接続性能低下を検出した。 

8422: Onboard PCIE#3 Link Width Error 


装置内の PCI Express デバイス間の接続性能低下を検出した。 

8423: Onboard PCIE#4 Link Width Error 


装置内の PCI Express デバイス間の接続性能低下を検出した。 

8424: Onboard PCIE#5 Link Width Error 


装置内の PCI Express デバイス間の接続性能低下を検出した。 

8425: Onboard PCIE#6 Link Width Error 


装置内の PCI Express デバイス間の接続性能低下を検出した。 

8426: Onboard PCIE#7 Link Width Error 


装置内の PCI Express デバイス間の接続性能低下を検出した。 


致命的な障害ではありませんが、性能が低下する場合があります。 

そのまま運用/稼動を続けることができます。 

1. 以下のいずれかの方法により、本装置の再立ち上げ(リセット)を実施してください。 

*0 S からの制御 

*「 Ctrl + Alt+DeU キー入力 

* RESET スイッチ 

* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、または 、 DianaScope Manager からの制御 

2. 以下のいずれかの方法により、本装置の電源を一旦 OFF し、電源を 0 N してください。 

*0 S から電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇1\1 

* POWER スイッチを押し、電源を〇 FF し、 POWER スイッチを押し、電源を〇(\1 
* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、または 、 DianaScope Manager からの制御 

3. r8423: Onboard PCIE #4 Link Width Error ] の場合、 SAS ライザボードの取り付け状態を確認 
してください。 

4. r8424: Onboard PCIE #5 Link Width ErrorJ の場合、 l /〇ライザボードの取り付け状態を確認 
してください。 

5. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 





























ディスプレイ上の エラー メ ッセージ 


意味 


対処方法 


8700: Mismatch BMC PIA detected. [200V Redundant] 


PIA が適切ではない。 （200 V 冗長システム用 PIA を適用してください。） 


8701: Mismatch BMC PIA detected. [100V Redundant/100V Non-Redundant] 


PIA が適切ではない。 （100 V 冗長システム用 PIA または10 OV 非冗長システム用 PIA を適用して 
ください。） 


8702: Mismatch BMC PIA detected.[1OOV Non-Redundant] 


PIA が適切ではない。 （100 V 非冗長システム用 PIA を適用してください。） 


1 . AC 入力電圧および装置構成に適した PIA を適用してください。 

本装置は出荷時に10 0 V 非冗長構成にセットアップされています。この構成を変更した場合に 
は、 PIA をアップデートしてください。 ( P 147 「冗長機能有効化の方法」を参照してください。） 

2. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 
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プロセッサのエラーメッセージに対応するプロセッサの取り付け位置 



プロセッサ #1 


プロセッサ #2 


プロセッサ #3 


プロセッサ #4 


メモリのエラーメッセージに対応するメモリの取り付け位置 



DIMM#8 

DIMM#7 

DIMM#6 

DIMM#5 

DIMM#4 

DIMM#3 

DIMM#2 

DIMM#1 


DIMM は、以下の通り 2 枚単位で動作しています。グループ内は同じ性能 • 仕様 • 容量の 
DIMM を実装してください。 






















































































メモリポード 1 枚の場合 

DIMM は2枚単位でス□ット番号の小さい順に取り付けます。 
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メモリポード2枚の場合 


• 2枚のメモリボードの同じ番号のス□ットに同じ性能 • 仕様 • 容量の DIMM を取り付 
けます。 

• DIMM は2枚単位でそれぞれのメモリボードのス□ット番号の小さい順に1枚づつ取り 
付けます。 


メモリ ポー ド 
A 


DIMM5 


DIMM2 


メモリ ポー ド 
B 


DIMM8 


DIMM5 


DIMM2 


メモ U ポー ド 
コネクタ A 




メモ U ポー ド 
コネクタ B 


メモリ ポー ド 
コネクタ C 


メモリ ポー ド 
コネクタ D 


























































メモリポード4枚の場合 

• メモリボード A 、 B およびメモリボード C 、 D のペアで2枚のメモリボードの同じ番号 
のス□ットに同じ性能 • 仕様 • 容量の DIMM を取り付けます。 

• DIMM は 2 枚単位でそれぞれのメモリボードのス□ット番号の小さい順に 1 枚づつ取り 
付けます。 

/■ \ 广 \ r \ r \ 


メモリ ポー ド 

A 


メモリ ポー ド 

B 


メモリ ポー ド 

C 


メモリ ポー ド 

D 

■ i 


DIMM8 



DIMM8 



DIMM8 



DIMM8 







DIMM7 



DIMM7 



DIMM7 



DIMM7 







DIMM6 



DIMM6 



DIMM6 



DIMM6 







DIMM5 



DIMM5 



DIMM5 



DIMM5 







DIMM4 



DIMM4 



DIMM4 



DIMM4 







DIMM3 



DIMM3 



DIMM3 



DIMM3 







DIMM2 



DIMM2 



DIMM2 



DIMM2 


1 

DIMM1 

「 


I 

DIMM1 

1 

■ ■ 

■ ■ 

■ ■ 

■ ■ 

1 W ■■ 

■1 

DIMM1 

1 


I 

DIMM! 

1 

1， 


ノ ) V T v 



■ I ； • メモリミラーリング機能を有効にする場合には、メモリボード A 、 B とメモリボード C 、 

D の構成を同じにする必要があります。 


• メモリの Chipkill 機能を有効にする場合はメモリボードを2枚または4枚実装する必要が 
あります。 
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籲ファンのエラーメッセージに対応するファンの取り付け位置 


フアン8 



フアン6 

フアン5 


• 電源ユニットのエラーメッセージに対応する電源ユニットの取り付け位置 


□□□dfeadn 
□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 


□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 



電源 ユニット #1 


電源 ユニッ ト# 2 
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ビープ 音による エラー 通知 

POST 中にエラーを検出しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できな 
い場合が あります。 この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知し ます。 エ 
ラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知し ます。 たとえば、ビープ音 
が1回、連続して3回、3回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード：1-3-3-1)ときはメモ 
リが検出できない、あるいは DIMM のタイプが異なることを 示します。 

次にビープコードとその意味、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

対処方法 

1-2 

Video BIOS 初期化エラー 

ディスプレイ装置になにも表示されな 
い場合は、ディスプレイのコネクタの 
取り付け状態を確認してください。問 
題が解決されない場合は、保守サービ 
ス会社に連絡して、ベースボードを交 
換してください。 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

増設した PCI ボードのオプシヨン ROM 
の展開が表示されない場合は、 PCI ボ 
ードの取り付け状態を確認してくださ 
し、問題が解決されない場合は、保守 
サービス会社に連絡して、ベースボー 
ド、増設した PCI ボードを交換してく 
ださい。 

1 -3-3-1 

メモリを検出できない。あるい 
は、 DIMM ボードのタイプが異なる 

DIMM およびメモリボードの取り付け 
状態を確認してください。問題が解決 
されない杨□は、保寸サヒス: Z3 ： 社し 
連絡して、 DIMM またはメモリボードを 
交換してください。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

プ□セッサが起動できながった 

プロセッサの取り付け状態を確認して 
ください。問題が解決されない場合 
は、保守サービス会社に連絡して、プ 
□セッサまたはベースボードを交換し 
てください。 

1 -5-2-2 

プロセッサが搭載されていない 

1 -5-2-3 

種類、電圧が異なるプロセッサの混 
在エラー 

増設したプロセッサがサポート対象品 
であることを確認してください。問題 
がなければ、プロセッサが正しく取り 
付けられていることを確認してくださ 
し、それでも問題が解決されない場合 
は、保守サービス会社に連絡して、プ 
□セッサまたはベースボードを交換し 
てください。 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

保守サービス会社に連絡して I/O ライザ 
ボードを交換してください。 


■ I ； 電源オンおよびリセットしてすぐに1秒程度 SAS ライザボードがブザーをならしますが、異 

常ではありません。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FR こします。本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に 
添付のマニュアルを参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションのマニュアルを参照 
してください。 

1. 〇 S のシャットダウンをする。 

2 . 本装置前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER / SLEEP ランプが消灯します。 

3. 周辺装置の電源を〇 FF にする。 


省電カモードの起動 


本装置は ACPI モードに対応しています。 POWER / SLEEP スイッチで本装置の電力をほとん 
ど使用しない状態(スタンバイ状態）にすることができます。 

■I； P 〇 WER/SLEEP スイッチは、 Windows Server 2003など ACPI モードに対応したオペレー 

^^ 1 ] ティングシステムで機能します。 


事前にオペレーティングシステムにて省電カモードの設定を実施した後、前面にある 
P 〇 WER / SLEEP スイッチを押すとスタンバイ状態になります （ POWER / SLEEP ランプが点 
減します）。スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されて 
います。 POWER / SLEEP スイッチを押すとスタンバイ状態は解除されます。 

省電カモードへの移行または省電カモードからの復帰方法については、オペレーティングシ 
ステムの設定によって異なります。また、省電カモード中の動作レベルは、オペレーティン 
グシステムの設定に依存します。 

I n-O 省電カモードへの移行または省電カモード中にシステム構成を変更しないでください。省電 
カモードから復帰する際に元の状態に復帰できない場合があります。 
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フロッピーディスクドライプ(オプシ 


本装置にてフロッピーディスクドライブを使用する場合には、オプシヨンの外付け FDD 
( USB ) を本装置の USB コネクタに接続してください。 

本装置では 3.5 インチの 2 HD フ□ッピーディスク （ 1 .44 M バイト）と 2 DD フ□ッピーディスク 
(720 K バイト）を使用することができます。 

フロッピーディスクのセット/取り出し 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットする前に本装置の電源が〇 N 
(POWER ランプ点灯）になっていることを確認してください。 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチッ」と音がし 
て、フロッピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び出します。 

^ •1.2 M バイトフォーマットのディスクは使用できません0 

• フォーマットされていないフロッピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 
ないことを知らせるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
〇 s に添付のマニュアルを参照してフロッピーディスクをフォーマットしてください。 

• フロッピーディスクをセットした後に本装置の電源を〇 N にしたり、再起動したりする 
とフロッピーディスクから起動します。フ□ッピーディスク内にシステムがないと起動 
できません。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブか 
6取り出せます。 

フロッピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してがらフロッピーディスク 
を取り出してください。アクセスランプが点灯中に取り出すとデータが破壊されるおそれが 
あります。 
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フロッピーディスクの取り扱い 

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 

卜にできていますので、次の点に注意して取り扱ってください。 

• フロッピーディスクドライブにはていねいに奥まで揷入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 鉛筆やボールペンで直接フロッピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください0 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないでください。 

• フロッピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。 

• 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

• フロッピーディスクは、保存している内容を誤って 
消すことのないようにライトプ□テクト（書き込み禁 
止)ができるようになっています。ライトプ□テクト 
されているフロッピーディスクは、読み出しはでき 
ますが、ディスクのフォー マッ トやデータの書き込 
みができません。重要なデータの入っているフロッ 
ピーディスクは、書き込み時以外はライトプ□テク 
卜をしておくようお勧めします。 3.5 インチフ□ッ 
ピーディスクのライトプ□テクトは、ディスク裏面 
のライトプ□テクトスイッチで行います。 

• フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや本装置自身の故障な 
どによってもデータを失ラ場合があります。このよラな場合を考えて、万一に備えて大 
切なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本装置に添付さ 
れているフロッピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 

















CD - RW / DVD-ROM 装置 


本装置前面に CD - RW / DVD - ROM 装置が'あります。 CD - RW / DVD - ROM 装置は DVD-ROM 
(読み出し専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 DVD - R 〇 M はフ□ッ 
ピーディスクと比較して、大量のデータを高速に読み出すことができます。 



A 注意 


aq| 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷 
やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ペー 
ジ以降の説明をご覧ください。 

• CD-RW/DVD-ROM 装置のトレーを引き出したまま放置しない 


CD/DVD-ROM のセット/取り出し 

CD / DVD - R 〇 M は次の手順でセツトします。 


1. CD / DVD - R 〇 M を CD - RW / DVD - ROM 装置にセツトする前に本装置の電源が ON ( POWER / 
SLEEP ランプが緑色に点灯）になっていることを確認する。 


2. CD - RW / DVD - ROM 装置前面の CD / 
DVD - ROM トレーイジェクトボタンを押 
す。 


トレーが出てきます。 

3. CD / DVD - ROM の信号面をトレーに向け 
て持つ。 


4. 右図のよラにトレーの中心にある駆動軸 
部分に CD / DVD - R 〇 M の穴がはまるよう 
に指で押して、トレーにセツトする。 


駆動軸部分 



5. トレーの前面を軽く押して元に戻す。 


CD/DVD-ROM のセツト後、 CD- 
RW/DVD-ROM 装置の駆動音が大き 
く聞こえるときは CD/DVD-ROM を 
セツトし直してください。 
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CD / DVD-R 〇 M の取り出しは、 CD / DVD-ROM を 
セツトするときと同じように CD / DVD-R 〇 M トレー 
イジエクトボタンを押してトレーを出します。 

アクセスランプが緑色に点灯しているときは CD / 
DVD-R 〇 M にアクセスしていることを示します。 
CD / DVD-R 〇 M トレーイジェクトボタンを押す前に 
アクセスランプが緑色に点灯していないことを確認 
してください。 



トレーの中心にある駆動軸部分を押さえながら CD / 
DVD-R 〇 M の端を軽くつまみ上げるようにして卜 
レーから取り出します。 CD / DVD-R 〇 M を取り出し 
たらトレーを元に戻してください。 


取り出せなくなったときの方法 

CD / DVD-R 〇 M トレーイジェクトボタンを押しても CD / DVD-R 〇 M が本装置から取り出せな 
い場合は、次の手順に従って CD / DVD-ROM を取リ出します。 

1. POWER スイツチを押して本装置の電源を〇 FF ( P 〇 WER / SLEEP ランプ消灯）にする。 


2 . 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリツプを引き伸ばし 
て代用できる）を DVD - ROM 前面下側にあ 
る強制イジェクトホールに差し込んで、 
トレーが出てくるまでゆっくりと押す。 



• つま楊枝やプラスチックなど折れ 
やすいものを使用しないでくださ 
い 0 

• 上記の手順を行っても CD/DVD- 
ROM が取り出せない場合は、保守 
サービス会社に連絡してくださ 
い 0 

3. トレーを持って引き出す。 

4. CD / DVD - ROM を取り出す。 


イジ ェクトホール 



5. 


トレーを押して元に戻す。 

























CD/DVD-ROM の取り扱いについて 

本装置にセットする CD / DVD - R 〇 M は次の点に注意して取り扱ってください。 

• CD / DVD - R 〇 M 規格に準拠しなし卟コピーガード付き CD / DVD - R 〇 M 」 などのディスクに 
つきましては、 CD / DVD - R 〇 M 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• CD / DVD - R 〇 M を落とさないでください。 

• CD / DVD - R 〇 M の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• CD / DVD - R 〇 M にラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接 CD / DVD - R 〇 M に書き込まないで 
ください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD / DVD - ROM 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプ 
レー、クリーナ、ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 

• CD / DVD - R 〇 M のセット/取り外しの際、トップカバー固定ネジに当てないよう注意し 
てください。 
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オプションの取り付け 


オプションデバイスの取り付け方法および注意事項について記載しています。 

n-O • ここで示す取り付け / 取り外しはお客様ご自身でも行えますが、この場合の本装置およ 
び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承 
ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に 
取り付け / 取り外しを行わせるようお勧めします。 

參オプションおよびケーブルは NEC が指定する部品を使用してください。指定以外の部 
品を取り付けた結果起きた本装置の誤動作または故障 • 破損についての修理は有料とな 
ります。 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ずシステムをアップデートしてください (63 
ページを参照)。 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け • 取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





金 ® 

0C 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が 
死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明 
をご覧ください。 

• 自分で分解 • 修理•改造はしない 

• CD-RW/DVD-ROM 装置の内部をのぞかない 

• リチウムバッテリやニッケル水素バッテリ、リチウムイオンバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 


AA 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷 
やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ペー 
ジ以降の説明をご覧ください。 

• 二人以下で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 
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静電気対策について 


本装置内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は 
静電気による製品の故障に十分注意してください。 

籲リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前に 
本装置の塗装されていない金属フレームに触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中は定期的に金属フレームに触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取り付ける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-各部品の端子や実装部品に触れないよラ取り扱ってください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 


取り付け/取り外しの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 

1. 〇 S のシャットダウン処理を行う。 

2. POWER スイッチを押して本装置の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消灯）にする。 

3 . 本装置の電源コードをコンセントから抜く。 

本装置背面の電源ユニットにある AC スタンバイランプが消灯します。 

4. 本装置背面に接続しているケープルをすべて取り外す。 

5 . 本装置の前後左右および上部に1〜 2 m のスペースを確保する。 

^ オプションの取り付け/取り外しは必ず電源コードをコンセントから抜いてから行ってくだ 
さい。電源コードを接続したまま内部のケープルを外すと、電源 ON 時に STATUS ランプが 
アンバー色に点灯します。一度電源コードを抜き差しして再起動させてください。 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

2.5 インチ八ードディスクドライブ 

本装置の前面にある 2.5 インチディスクベイには、8つのスロットが用意されています。ハー 
ドディスクドライブは取り付けられていません ( BT 〇(工場組み込み出荷)を除く）。別途購入 
してください。 



NEC で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サードパー 
ティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、ハードディスクドライブだけでな 
く本装置が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い求めください。 


一 N 8150 -235 
一 N 8 150-236 
一 N 8 150-243 
一 N 8 150-244 


増設 73.2 GB HDD ( lO . OOOrpm ) 
増設 146.5 GB HDD (10,000 rpm ) 
増設 36.3 GB HDD (15,000_) 
増設 73.2 GB HDD (15,000 rpm ) 


• RA 旧コントローラがサボートする RA 旧レベルは、使用する RA 旧コント□ーラによつ 
て異なります。 

-オンポードの RA 旧コント□—ラ （ MegaRA 旧 R 0 MB ) を使用する場合 

RAID 0，1，5,6，10,50をサポートします （「 RA 旧システムのコンフィグレーショ 
ン」 (251 ページ参照)）。 

ーオプションの RA 旧コントローラ（ディスクアレイコント□ーラ）を使用する場合 
RA ID コント□ーラに添付の説明書を参照してください ( BT 0 (工場組み込み出荷) 
で購入した場合は、本装置に添付されています)。 


8つのス□ットには 2.5 インチのハードディスクドライブを取り付けることができます。 



増設するハードディスクドライブは同一の NEC 型番のものを使用してください。 


2.5 インチディスクベイの空きス□ットには夕'ミートレイが取り付けられています。これは本 
装置内部の泠却効果を高めるためのものです。ハードディスクドライブを搭載していないス 
□ットには夕'ミートレイを取り付けてください。 



ダミートレイは、本装置の専用品を使用してください。 
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取り付け 


次に示す手順でハードディスクドライブを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも 
同様の手順で行えます。 


響 一 

rE>n 


ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外しを行うこ 
とができます。本装置をラックから引き出す必要はありません。 

また RAID1、 5、6、10、50の RAID システムでは本装置の電源が〇 N のままでも行えます。 

RA 旧システムを構成している場合は、同じディスクアレイを構成するハードディスクドラ 
イブは同一の NEC 型番のものを使用してください。 


1. 167ページを参照して準備をする （RAID システム構成時を除く）。 

2. セキュリティキーでフロントべゼルのロックを解除して、フロントべゼルを取り外す。 

3. ハードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

スロットは8つあります。 

4. ダミートレイを取り外す。 


ダミートレイは大切に保管しておいて 
ください。 



5. ハードディスクドライプのロックを解除 
する。 
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6. 増設するハードディスクドライプとハン 
ドルをしっかりと持ってスロットへ揷入 
する。 

p-OB® 

• ハンドルのフックがフレームに当 
たるまで押し込んでください。 

參ハードディスクドライブは落とし 
たり、振動や衝撃を与えたりしな 
いようにしっかりとていねいに 
持ってください。 

• ハードディスクドライブに振動を 
与えないようにス□ットに対して 
まっすぐゆっくり押し込んでくだ 
さい0 



7. ハンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチッ」と音がしてロックされます。 



ハンドルとトレーに指を挟まないよう 
に注意してください。 

ハンドルのフックがフレームに引っ掛 
かっていることを確認してください。 



8. 手順2で取り外したフロントべゼルを取り付ける。 
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取り外し 


次に示す手順でハードディスクドライブを取り外します。ハードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合は、空いているス□ットに夕'ミートレイを取り付けてくださ 
い。 


1. システムを終了し、 POWER スイッチを押して電源を〇 FF にする 

2. ハードディスクドライプのロックを解除する。 



3. 増設する八ードディスクドライブと八ン 
ドルをしっかりと持って取り出す。 



八ードディスクドライブに振動を与えないようにス□ットに対してまっすぐゆっくり取り出 
してください。 


ゾ ハードディスクドライブが故障したためにディスウを取り外す場合は、ハードディスクドラ 
イプの DISK エラー ランプがアンバー色に点灯している スロッ トをあらかじめ確認してくだ 
さい。 


DISK ランプ 
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RAD システム構成の場合、故障したハードディスクドライブの交換後、交換した新しいディ 
スクに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻すことのでき 
るオートリビルド機能を使用することができます。オートリビルド機能は、 RAID レベルに 
よって有効/無効となる場合があります。 

才ートリビルドは、故障したハードディスクドライブをホットスワップ(電源〇 N の状態での 
ディスクの交換)するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、ハード 
ディスクドライブにある DISK アクセスランプと DISK エラー ランプが交互に点灯してオート 
リビルドを行っていることを示します。 


I n -〇 オートリビルドに失敗すると、ハードディスクドライブにある disk エラーランプがアン 
バー色に点灯します。八ードディスクドライブの取り外し/取り付けをもう1度行い、オー 
トリビルドを試みてください。 

才ートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで本装置の電源を 
〇 FF にしないでください。 

• ハードディスクドライブの取り外し/取り付けは、60秒以上の間隔をあけて行ってくださ 
い0 

• 他にリビルド中のハードディスクドライブがある場合は、ディスクの交換を行わないでく 
ださい（リビルド中はハードディスクドライブにある DISK アクセスランプと DISK エラー 
ランプが交互に点灯しています）。 




電源ユニット 

オプションの 200 V 用 AC ケーブルを使用し 200 V で動作させている場合と、 100 V での特定構 
成以下の構成で動作させている場合には、万一電源ユニット （1 台)が故障してもシステムを 
停止することなく運用することができます(冗長機能)。 

また更に電源ユニットごとに AC 電源供給ラインを分けることにより、万一 AC 電源供給ライ 
ンの一方が故障しても、システムを停止することなく運用することができます ( AC 冗長機 

能)。 

100 V で冗長機能をサボートする最大構成* 1 * 2 

- N 8100 -1478 本体装置(インテル ® Xeon ® プロセッサー E 7310搭載モデル） 

- N 8101 -422 増設 CPU ボード(インテル® Xeon ® プ□セッサ ー E 73 1 0) 3セット 
- N 8 102-298 4 GB 増設メモリボード3セット 

- N 8100 -1479 本体装置(インテル® Xeon ® プ□セッサー E 7420搭載モデル） 

- N 8101 -423 増設 CPU ボード(インテル® Xeon ® プ□セ ッサー E 742 0) 3 セット 
- N 8 102-298 4 GB 増設メモリボード3セット 

*1 プロセッサ、メモリ以外の制限なし 
*2 N 8100 -1480 は未サボート 

電源コードを接続後、すぐにその電源ユニットから電源コードを取り外すと、〇 S のイベント 
□グには「電源回復」を示すログのみが表示され、「電源縮退」の□グは表示されない場合があ 
ります。 

11-0 装置に標準添付の AC ケーブルは AC 100 V 専用です。 AC 20 0 V では絶対に使用しないで 
ください。 AC 20 0 V で運用する場合には、オプションの AC 20 0 V 用ケーブル ( K 410- 
162(03)) を使用し、 AC 200 V 構成に設定を変更する必要があります。設定の変更につい 
ては下記を参照下さい 


冗長機能有効化の方法 

本装置は、工場出荷時には 100 V 非冗長構成にてセットアップされております。 

100 V での冗長構成および200 V 冗長構成にて運用をする場合には PIA ( Platfo「m Information 
Area )/ SDR(Sensor Data Record ) をアップデートする必要があります 0 

PIA / SDR は、8番街 ( http :// www . express . nec . co . jp ) よリ最新版をダウン□—ドしてご使用く 
ださい。 

サボート情報 「 PC サーバ」の項よリタ'ウンロードが可能です。また、アップデートの手順につ 
いては、プログラムに添付の README . TXT をご確認ください。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 



正常に動作している電源ユニットを取り外さないでください。 


本装置を冗長電源構成で動作させていて、1台が正常に動作(電源ユニットの P 〇 WER ランプ 
点灯）している場合は、システム稼働中（電源〇 N の状態）でも故障した電源ユニットを交換 
- できます（次の手順2をとばしてくださしヽ）。 


1. 背面にある電源ユニットの POWER ランプの表示で故障している電源ユニットを確認する。 
POWER ランプが消灯している電源ユニットが故障しています。 

2. システムを終了し、 P 〇 WER スイッチを押して電源を〇 FF にする。 

3. 電源コードを取り外す。 

4. 電源ユニットのロックを解除し、ハンドルを持ってゆっくりと手前に引き取り外す。 

電源ユニットはまっすぐに引き出してください。引き出す途中でななめにしたり、上下左右に 
力を加えたりすると、電源ユニットと内部の接続コネクタを破損するおそれがあります。 




5. 手順1〜4の逆の手順で電源ユニットを取り付け、取り付け後の確認をする。 

冗長電源構成で動作していた本装置の電源ュニットを電源 ON のまま交換したときは、電源ュ 
ニットの P 〇 WER ランプが点灯します（運用を停止している間に交換したときは電源コードを接 
続し、電源を〇 N にすると点灯します）。 

























本装置のラックからの引き出し 


その他の部品の取り付け/取り外しの作業は本装置をラックから引き出した状態で行います。 



A 注意 


A A 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷 
やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ペー 
ジ以降の説明をご覧ください。 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 



1. 167ページを参照して準備をする。 
2. フロントべゼルを取り外す。 
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3. 前面の手ネジ 2 本をゆるめる。 


ネジ • 


-ネジ 


4. ゆっくりと静がにラックがら引き出す。 

「カチッ」と音がしてラッチされます。 

ラックへ 戻す場合は、本装置側面のレールにある緑色のリリースレバーを押しあげ、 ラッチ 
された状態を解除してください。このときに指を挟んだりしないよラ十分に注意してくださ 
い。 


U リースレバーはドライバなどを使って押しあげてください。指で押すと指を挟んでけ 
がをするおそれがあります。 

U リースレバーは片側に2種類あります。緑色のレバーのみ操作してください。 
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トップカバー 


PCI ボードの取り付け/取り外しや、内部の SCSI ケーブルの接続を変更する場合は、本装置上 
面のトップカバーを取り外します。 



A 注意 


A A 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷 
やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ペー 
ジ以降の説明をご覧ください。 

• 電源を ON にしたままトップカバーを取り外さない 

( PCI ホットプラグやファンをホットスワップする場合を除く） 


取り外し 

1. 167ページを参照して準備をする。 

2. フロントべゼルを取り外す。 

3. 本装置をラックから引き出す（175ページ参照)。 

4. 前面のネジ2本をゆるめる。 

5. 本装置背面へスライドさせる。 

6. トップカバーを持ち上げて本装置から取 
り外す0 
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取り付け 


トップカバーを取り付ける前に、本装置内部に工具やネジなどを置き忘れていないことや、 
本装置内部の部品が確実に固定されていること、取り付け忘れの部品がないことなどを確認 
してください。 

1. トップカバーのタブが本装置フレームにあるスロットに合うように位置を合わせて置く。 

2. 軽く本装置に押しつけながら、トップカ 
パーを本装置前面にスライドさせる。 

3. 本装置前面側にあるトップカバーのネジ 
2本でカバーを固定する。 









メモリポード 


メモリ （ DIMM ) を増設または交換するときにメモリボードを取り外します。本装置は標準で 
1枚のメモリボードを搭載しております（メモリボード1枚あたり最大 32 GB (46 BX 8枚)まで 
増設できます)。本装置は標準のメモリボードを含め最大4枚まで増設可能です。このことに 
より、システムとして最大 128 GB のメモリを搭載することが可能となります。 


(オプションのメモリボード 
を増設する） 


メモリボード c 
(オプションのメモリボード 
を増設する） 



メモリボード B 
(オプションのメモリボード 
を増設する） 


メモリボード A 
(標準のメモリボードが 
搭載されている） 


* メモリボードはス□ット A — B — C / D の順に増設します。 
C と D は同時に増設する必要があります。 


取り外し 

次の手順に従ってメモリボードを取り外します。 


メモリボードは大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて 
身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、ポードの端子部分や 
部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関 
する説明は167ページで詳しく説明しています。 

メモリポード通電中はとても熱くなりますので、取り外しの際には電源をオフした後、 
数分待ってから行ってください。 


1. 167ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントぺゼルのロックを解除して、フロントべゼルを取り出す。 


八—ドウ H ア編 


179 























4. ロックを解除しイジェクタを開く。 


p-Ol® 

メモリポードは通電中とても熱くなつ 


ています。 

電源をオフした後、数分待ってから引 


き抜いてください。 


イジェクタは左右同時に開いてくださ 



5. イジェクタを持ち、本装置からメモリ 
ボードを引き抜く。 



DIMM を多数実装している場合は、重 
量が重くなります。メモリポードを落 
とさないようしつかりとイジェクタを 
持って操作してください。 



180 

















6. DIMM カバーをはずす。 

メモリボード裏面下側2ヶ所のフックを 
はずす。 

iwO^m 

カードエッジ部分（コネクタ部分)には 
I 絶対に触れないでください。接触不良 
|の原因となります。 


7. メモリボードを以下の条件を満たす場所にていねいに置く。 

一ほこりの少ない場所 
一水などの液体がかかるおそれのない場所 
一静電気や磁気が発生するおそれのない場所 


取り付け 

取り付けは「取り外し」の逆を行ってください。 
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DIMM 


DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置に取り付けられているメモリボード上の 
DIMM ソケットに取り付けます。 DIMM は2枚単位で取り付けます。 

装置に実装しているメモリボードの数によって取り付けルールが異なります。 


響： 一 

[pri 


メモリはメモリボードあたり最大 32 GB (4 GBX 8 枚）まで増設できます。 



DIMM8 

DIMM7 

DIMM6 

DIMM5 

DIMM4 

DIMM3 

DIMM2 

DIMM1 


H -0 増設単位の2枚の D 旧 M は必ず、同じ性能 • 仕様 • 容量の DIMM を実装してください。正し 
く実装しないとシステムが正常に立ち上がりません。 


メモリポード1枚の場合 

DIMM は2枚単位でス□ット番号の小さい順に取り付けます。 












































































メモリポード2枚の場合 

• 2枚のメモリボードの同じ番号のス□ットに同じ性能 • 仕様 • 容量の DIMM を取り付けま 
す。 

• DIMM は2枚単位でそれぞれのメモリボードのス□ット番号の小さい順に1枚づつ取り付け 
ます。 
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メモリポード4枚の場合 


• メモリボード A 、 B およびメモリボード C 、 D のペアで2枚のメモリボードの同じ番号のス 
□ットに同じ性能 • 仕様 • 容量の DIMM を取り付けます。 

• DIMM は2枚単位でそれぞれのメモリボードのス□ット番号の小さい順に1枚づつ取り付け 
ます。 


響一 

rpn 


メモリミラーリング機能を有効にする場合には、メモリボード A 、 B とメモリボード C 、 

D の構成を同じにする必要があります。 

メモリの Chipkill 機能を有効にする場合はメモリボードを2枚または4枚実装する必要が 
あります。 


メモリ ポー ド 
A 


DIMM5 


DIMM2 


メモ U ポード 
コネクタ A 


メモリ ポー ド 
B 


DIMM8 


DIMM5 


DIMM2 


メモ U ポード 
コネクタ B 


メモリポード 
C 


DIMM5 


DIMM2 


メモリボード 
D 


DIMM5 


DIMM2 




メモリポード 
コネクタ C 


メモ U ポード 
コネクタ D 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分などに触れて身体 
の静電気を逃がしてからボードを取り扱ってください。また、ポードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する 
説明は167ページで詳しく説明しています。 

NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーテイの DIMM など 
を取り付けると、 DIMM だけでなく本装置が故障するおそれがあります。また、これら 
の製品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 

インタリーブ装置であるため、グループ単位に2枚の DIMM ポードを増設してくださ 
し、。1つのグループ内に異なった仕様^) DIMM ポードを実装すると動作しません。 

増設メモリス□ットには、ブランクカバーが取り付けてあります。メモリポードを増設 
する際に取り外したブランクカバーは大切に保管してください。 

装置の冷却性能を維持するために空きスロットには必ずブランクカバーを取り付けてく 
ださい。 


1. 167ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントべゼルのロックを解除して、フロントべゼルを取り外す。 

3. メモリボード項 （ 179ページ)を参照してメモリボードを取り外す。 


4. DIMM を取り付けるスロットを確認す 

句 〇 



5. DIMM を取り付けるコネクタにある左右 
の レバー を開く。 
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6 . DIMM を垂直に立てて、コネクタにしつ 
かりと押し込む。 

DIMM の向きに注意してください。 
DIMM の端子側には誤挿入を防止する 
ための切り欠き（キース□ット）があり 
ます。 


無理な力を加えると DIMM やコネクタ 
を破損するおそれがあります。まっす 
ぐ、ていねいに差し込んでください。 

DIMM が DIMM コネクタに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

7. レバーを確実に閉じる。 

8. もう一方の DIMM コネクタに手順6〜9と同じ手順で DIMM を取り付ける。 

9. 179ページを参照してメモリボードを取り付ける。 

10 . フロントべゼルを取り付け直す。 

11 . 本装置の電源を〇 N にして POST エラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、132ページのエラーメッセー 
ジー覧を参照してください。 

12. SETUP を起動して 「 AdvancecU-rMemory 〇〇响 91 ^ 1 ; 1 〇 11 」の順でメニューを選択し、増設した 
DIMM ス□ットのステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確認する（228ぺージ参照）〇 

1 3. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは227ページをご覧ください。 

14. Windows Server 2003を使用している場合は、ページングファイルサイズを推奨値以上(搭載メ 
モリ XI .5) に設定する。 

Windows Server 2〇03の場合は43ぺージを参照してください 0 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

M-0 DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 

静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、ポードの端子部分や部品を素手 
で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は 
167ページで詳しく説明しています。 

^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエラーメッセージを確 

認して、取り付けている DIMM ソケット（グループ）を確認してください。 

1. 167ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントべゼルのロックを解除して、フロントべゼルを取り外す。 

3. メモリボードの項 （ 179ページ)を参照してメモリボードを取り外す。 

4. DIMM を取り付けているスロットを確認する。 

5. 取り外す DIMM のソケットの両側にあるレバーを左右にひろげる。 

ロックが解除され DIMM を取り外せます。 

6. ペアを構成するもう一方の DIMM コネクタから DIMM を取り外す。 

7. 手順3〜4で取り外した部品を取り付ける。 

8. フロントべゼルを取り付け直す。 

9. 本装置の電源を〇 N にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、132ページのエラーメッセー 
ジー覧を参照してください。 

10. SETUP を起動して 「 AdvancecU-rMemory Configuration 」一 「Memory Retest 」 の順でメニュー 
を選択し、取り外した DIMM Group の エラー 情報をクリアする（228ぺージ参照)。 

11. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは227ページをご覧ください。 
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メモリミラーリング機能 

本装置では、「メモリミラーリング機能」をサポートしています。 

これらの機能を使用する場合には、環境が構築できる構成にて、 BIOS セットアップよりサ 
ポートする機能を選択します。 

• メモリミラーリング機能を有効にする方法 

メモリミラーリング機能とは、あらかじめメモリボードを予備として待機させることによ 
り、運用しているメモリボードで訂正不可能なエラーが発生した場合、待機させているメ 
モリボードに運用を切りかえる機能です。この機能を使用する場合には、運用/待機する 
メモリボードを組み合わせます。 

メモリボードを4枚実装し、メモリボード A と B の組み合わせ、メモリボード C と D の組み 
合わせでミラーリング設定します。 

メモリミラーリング機能を有効にするためには、組み合わせた各メモリボードを同じ性 
能 • 仕様 • 容量の DIMM で構成を合わせる必要があります。 


• BIOS の設定 

SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory ConfigurationJ — TMemory RAS Feature 」 
の設定を以下のよラに変更します。 

-メモリミラーリング機能を有効にする場合： 「 Mirror 」 を選択します。 


• その他 

-〇 S において表示されるメモリ容量は、物理的に搭載されているすべてのメモリ容量 
から待機しているメモリ容量を差し引いたサイズとなります。（メモリミラーリング 
機能の場合は実メモリの半分の容量。） 

-メモリミラーリング機能が有効となっていてもアプリケーションの動作には影響あ 
りません。 

-ディスプレイに以下のエラーメッセージが表示された場合は、メモリミラーリング 
機能は自動的に無効となります。 


8201 Mirroring Memory was not readv. 


DIMM の実装状態を確認して正しく実装してください。 





実際にメモリミラーリング機能が動作した場合、以下の動作 • 表示により確認ができます。 

a ) 再起動時において、 エラーした DIMM グループは 縮退されます。 

b ) ESMPR 〇 / ServerAgent がインス I ルされている場合は以下の□グが登録されます。 
< Windows > 

イベントビューアのシステムログに以下のログが登録されます。 

ソース 名： ESMCommonService 
イベント D : 2313 

説明： メモリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号 ：XX 
日時： XX 

く Linux 〉 

syslog (/ va 「/ log / messages ) に以下の内容を示すログが登録されます 0 

ソース 名： ESMCommonService 
イベント ID : 80000909 

説明： メモリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号 ：XX 
日時： XX 

c ) ESMPR 〇 / ServerAgent にて通報設定がされている場合は Manager 通報/ ALIVE 通報が行 
われます。通報内容は以下のとおりです。 

説明： メモリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号 ：XX 
日時： XX 
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プロセッサ 


ベースポードには、プロセッサを4つ搭載することができるソケットがあります(標準で1つ 
搭載)。 



プロセッサ#1 


プロセッサ#2 


プロセッサ#3 


プロセッサ#4 


ゾ 増設できるプ□セッサの種類はモデルにより異なります。 

必ず各モデルに対応した型番のプロセッサを取り付けてください。 

本装置が N 81 00- 1478の場合 N 8101 -422 増設 CPU ボードを、本装置が N 81 00- 1479の場 
合 N 8101 -423 増設 CPU ボードを、本装置が N 81 00- 1480の場合 N 8101-424増設 CPU ボー 
ドを使用します。 


■I： オプションのプロセッサの中には異 

Iレ、 /jT| なるレビジョン（ステッピング）のも 

のが含まれている場合があります。 
異なるレビジョンのプロセッサを混 
在して取り付けた場合、 Windows で 
はイベントビューアのシステムログ 
に以下のようなログが表示されます 
が、動作には問題ありません。 


p ベント®ブ □パテイ 


イベント1 

日付： 

2001/07/02 

リース： 

Application Popup 

BB 

B 獅 

22：13 

分類： 

なし 

- 1 

種類: 

情報 

イベント ID: 

41 



SSQ 



_ 1 

コンビュー MS): 

SERVER-1 




説明必 

このマルチブ□セツサシステムの cpu は、一部が同 b リビジョンレベルではありません。すべ 
てのブロセツサを使用す s ためにオペレーティンク_システムをシステムで可能な最小のブロ 
セツサ[こ制限します。このシステムで問IIが発生する埸合は、 CPU 製适元[こ問い合わせて 
こ©混合プロセッサがサポートされているかどうかを確認してください。 


データの パイト(日） r •ワード (W 


0000: 

00 

00 

00 

00 

01 

00 

d4 

00 

.0. 

~3 

0008: 

00 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

8 

0010: 

02 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 



0018: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 



0020 ： 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 













d 


ok I ^や(ウセル」 
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取り付け 

次の手順に従ってプロセッサを取り付けます。 


M-0 • プロセッサは大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分などに触れて 

身体の静電気を逃がしてからプロセッサを取り扱ってください。また、プロセッサのピ 
ンを素手で触ったり、プロセッサを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に 
関する説明は167ページで詳しく説明しています。 

• 1個のプロセッサで運用する場合は、前ページの図のプロセッサ#1に取り付けていな 
ければいけません。 

• プロセッサの増設は前ページの図のとおりプロセッサ#1，#2，#3，#4の順に行います。 

• プロセッサが取り付けられていないス□ットには、ダミーカバーが取り付けられていま 
す。これらは適切なエアフローを確保し、プロセッサの冷却効果を高めたり、防塵のた 
めに必要な部材です。プロセッサを増設しない場合は、必ずダミーカバーを取り付けて 
ください。 

1. 167ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントべゼルのロックを解除して、フロントべゼルを取り外す。 

3. フロントパネルに接続されているケーブルを取り外し、装置の外側に出しておく。 

4. オプションの5インチデバイスを増設している場合には、接続しているケープルを取り外し、5イ 
ンチデバイスを前に引き出す。 


5. CPU 保護カバーのツメを解除する。 



6. CPU 保護カバーを取り外す。 
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レバーは止まるまで完全に開いてください。レバーは120度以上開きます。 



9. プロセッサをソケットの上にていねいに 
ゆっくりと置く。 

チェック I 

プロセッサの向きに注意してくださ 
し、プロセッサとソケットは誤挿入を 
防止するためにピンマークがありま 
す。プロセッサとソケット側のピン 
マークを確認して正しく取り付けてく 
ださい。 



10. プロセッサを軽くソケットに押しつけて 
からレバーを倒して固定する。 
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1. 匕一トシンクをプロセッサの上に静かに 
置く 0 


■一 [12EI 


ヒートシンクの向きは、前後の区別は 
ありません。 



12. ヒートシンクに付いているネジ4か所を 
締め、ヒートシンクを固定する。 



13. ヒートシンクがペースボードと水平に取り付けられていることを確認する。 


斜めに傾いているときは、しヽつたんヒートシンクを取り外し、プロセッサの取り付け状態を確 
認してください。 
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14. CPU 保護カバーを取り付ける。 

CPU 保護カバーの前側の切り込みにケープルを通し、カバーの左右にあるガイドが筐体の切り込 
みに入るように取り付けます。 



15. BIOS セットアップユーテイリテイを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration 
Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは227ページをご覧ください。 


取り外し 

プロセッサを取り外すときは、「取り付け」の手順1〜6を参照して取り外しの準備をした後、 
手順7〜14の逆の手順を行ってください。 

n-O • プロセッサを故障以外で取り外さないでください。 

■to • プロセッサが取り付けられていないス□ットには、ダミーカバーが取り付けられていま 
す。ダミーカバーはプロセッサの冷却効果を高めるための適切なエアフ□一を起こすた 
めに必要な部材です。プロセッサを増設しない場合は、必ずダミーカバーを取り付けて 
ください。 

參連用後は熱によってヒートシンクの底面にあるクールシートがプロセッサに粘着してい 
る場合があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く回して、ヒートシンクが 
プロセッサから離れたことを確認してから行ってください。プロセッサに粘着したまま 
ヒートシンクを取り外すとプロセッサやソケットを破損するおそれがあります。 


プロセッサの取り外し（または交換)後に次の手順を行ってください。 

BIOS セツトアップを起動して下記の設定をした後、再起動してください。 

取り外したプロセッサのエラー情報をクリアするとともにハードウェアの構成情報を更新す 
るためです。 


「 Main」—「Processor Settings」—「Processor RetestJ —「 Yes 」(225 ページ参照) 
fAdvancedJ — fReset Configuration Data 」一「 Yes 」(227 ページ参照） 












5 インチデバイスベイ 

本装置には、磁気テープドライブなどのバックアップデバイスを取り付けるス□ットが1つ 
用意されています。 


搭載デバイスについて 

5インチデバイスベイには、シングルハイトの SCSI デバイスまたは USB デバイスを搭載する 
ことができます。 

• SCSI デバイスを使用する場合の SCSI ID の設定 

オプションの SCSI コント□ーラに添付されている説明書を参照してください。 

- SCSI デバイスの終端設定 

終端設定は「無効」に設定してください。 

I n-0 scsi のテープデバイスを接続する場合にはオプションの scsi コント□ーラに接続して使 
用してください。 


取り付け 

次に示す手順で5インチデバイスを取り付けます。 

1. 167ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントべゼルのロックを解除して、フロントべゼルを取り外す。 


3. ネジ2本を外し、本装置のトップカバー 
を取り外す。 
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4 . ダミートレーの後方両側のレバーを押し 
ロックを解除して、ダミートレーを前に 
引き出す。 



5 . ダミートレー両側のレールを取り外し、テープデバイスに取り付ける。 

6. 装置内にある電源ケープルおよび装置添付の SCSI/USB ケープルを取り付ける。 


7 . テープデバイスをロックがかがるまで装 
置に入れる。 

増設するデバイスによっては、デバイ 
スベイから数 mm 程度、出っ張る事があ 
ります。 


8. 信号ヶープルを配線する。 

9 . トップカバーを取り付ける。 



取り外し 

「取り付け」と逆の手順で取り外します。 















PCI ポード 


本装置には 、 PCI Express ボードを取り付けることのできるス□ットを7ス□ット用意してい 
ます。 

PCI Express ボードの中には、本装置の電源が〇 N のままで取り付け/取り外しができる「ホッ 
トプラグ」をサポートしているものがあります。本装置はホットプラグ機能をサポートしてい 
ますが 、 Windows Server OS を使用している場合のみ行えます。ホットプラグに対応して 
いるボードは搭載可能ス□ットの一覧表 （199 ページ)の備考欄で確認してください。 

n -〇 pci ポードは大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分などに触れて身体 
smm の静電気を逃がしてから pci ポードを取り扱ってください。また、 pci ポードの端子部分や 
部品を素手で触ったり、 pci ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関 
する説明は167ページで詳しく説明しています。 

^ ホットプラグに対応したス□ットと対応していないス□ットはタブで色分けされていま 
す。ホットプラグに対応する PCI ス□ット# 1 〜 #2 のタブは緑色です。ホットプラグに対応 
していない PCI ス□ット# 3 〜 #7 のタブは青色です。 

PCI Express ボードには、 乂1メ4メ8メ16のボードがあリます。 本装置のスロットには、 
x 1 ， x 4， x 8 のそれぞれのボードを取り付けることができます。 

PCI Express ボードには、 x 1， x 4， x 8， x 16 のボードがあります。本装置では PCI Express x 4 お 
よび x 8 をサボートしております 。 PCI Express x 8 のボードは PCI Express x 8 ス□ットのみ 
に取り付けることができます 。 PCI Express x 4 のボードは PCI Express x 4 のスロットおよ 
び 、 PCI Express x 8 のス□ットに取り付けることができます。 


PCI Express ボード (x4) PCI Express ボード (x8) 


RAID コント□ーラに関する注意事項 

オンボードの RAID コント□—ラ、または、オプションの RAID コント□—ラ(ディスクアレイ 

コント□ー ラ)を使用して、本装置のハードディスクドライブで RAID システムを構築する上 

で注意していただきたい点について説明します。 

• RAID システム構成に変更する場合や、 RAID レベルを変更する場合は、ハードディスクド 
ライブを初期化します。 RAID システムとして使用するハードディスクドライブに大切な 
データがある場合は、別のハードディスクドライブにバックアップを行ってから RAID コ 
ント□ーラの取り付けや RAID システムの構築を行ってください。 

• RAID システムは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RAID システムとして使用するハードディスクドライブはディスクアレイごとにディスク 
回転速度と容量が同じハードディスクドライブを使用してください。ディスクアレイは、 
オフラインユーティリティ ( WebBIOS ) では、ディスクグループ (Disk Group ) と表示され 
よす。 

• オプションの RAID コント□—ラ(ディスクアレイコント□ーラ)を取り付けられるス□ッ 
卜については199ページを参照してください。 
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オプションの RAD コント□—ラ(ディスクアレイコントローラ)は本装置内部に最大 3 枚ま 
で取り付けることができます。 

本装置はさまざまな RAID レベルを設定することができます。設定できる RAID レベルや 
データ転送速度、 RAID システム構成についての詳細な説明は、このあとで説明する 
「 RAID システムのコンフィグレーション」を参照してください。また、オプションの RAID 
コントローラ(ディスクアレイコント□ーラ)については添付の説明書を参照してくださ 
い。 

RAID システムを構成すると、ハードディスクドライブの信頼性が向上するかわりに RAID 
システムを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小 
さくなります (RAID 0を除く）。 

BIOS ユー ティリティ 「 SETUP 」 の 「 Advanced 」 メニューの 「PCI Configu 「 ation _^® L _>^ 
けたス □ッ ト番号のパラメータの 「Option ROM Scan 」 を 「 Disabled 」 にしてくださし ヽ (本 
設定は出荷時に 「 Enabled 」 に設定されています ）。 Onboard SAS の Option ROM scan 
は 「 Disable 」 しないでください。 

RAID システムを構築する際、ディスクアレイ、および、論理ドライブを構成するハード 
ディスクドライブの総物理容量は 2 TB (テラバイト)を超えることはできません。 

1 TB 以上の論理ドライブに Linux をインストールすることはできません。 

RAID コント□ーラを交換する場合 

RAID システムの構成情報（コンフィグレーション情報）をフロッピーディスクにバック 
アップして交換後の RAID コントローラにリストアしてください。 

詳しくは、 RAID コントローラに添付の説明書を参照してください。 

複数の RAID コントローラを搭載する場合、ブートさせたいシステムディスクが接続され 
る RAID コントローラは PCI ス □ッ ト番号でブート優先順位が一番高いス □ッ トに搭載し 
てください。 

ブート優先順位：オンボード SAS RAID—PCI #7—オンボード LAN #1/#2— オン 
ボード LAN #3/#4 —PCI #6 —PCI #5 —PCI #4 —PCI #3 -PCI 
#2 —PCI #1 


オンボードの RAD コント□—ラ （MegaRAD ROMB ) の構成情報（コンフィグレーション 
情報)は、 EXPRESSBUILDER のツールメニューを使用して情報をフロッピーディスクに 
保存または、フロッピーディスクから復元することができます。 



搭載可能ス□ット 


〇: 搭載可能一:搭載不可 


型名 

製品名 

PCI Express 

備考 

#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

バス A 

バス B 

バス C 

バス D 

バス E 

バス F 

バス G 

x 8 レーン 

x 4 レーン 

ス□ットサイズ 

Full-height 

PCI ポードタイプ 

x 8 ソケット 

搭載可能なポードサイズ 

ロング/シヨート 

シヨート 

□ンク/シヨート 

ホットプラグ 

対応 

未対応 

N 8103 -104 

SAS コントローラ 

(N 8190-132/-137 接続専用） 

(x8) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大 2 枚まで 
内蔵ハードディスク 
ドラィブ接続不可 

N8 103-90 

ディスクアレイコント□—ラ 
(外付 SAS HDD 用 )(x8) 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N 8103 -11 5 と併せ 
て最大 3 枚まで 

N8103-115 

ディスクアレイコント□—ラ 
(外付 SAS HDD 用) (x8) 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N 8103 -90 と併せ 
て最大 3 枚まで 

N8 103- 107 

SCSI コントローラ (xl) 

Ich Ultra 320 

〇 

〇 

〇 

〇 




N 8106-001 と同時 
搭載不可 

N 8104 -121 

1000 BASE-T 接続ボード (2ch) 
(x4) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大 4 枚まで 
Hot-plug 対応 

N 8104 -121 との 
Teaming により 
AFT/ALB をサボート 
10BASE-T は未サ 
ポート 

N8104-123A 

10GBASE-SR 接続ボード (Ich) 
(x8) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大 2 枚まで 

N 8106-001 と同時 
搭載不可 

N8 104- 125 

1 〇〇 0BASE-T 接続ボード (4ch) 
(x4) 

〇 

〇 

〇 

〇 




最大 2 枚まで 
N8104-125 との 
Teaming により 
AFT/ALB をサボート 
10BASE-T は未サ 
ポート 

ブーツ付き LAN ヶ 
ーブル使用不可 
Windows Server 
2008 では 3ch 以上 
の Teaming 不可 

N8 104- 126 

1 〇〇 0BASE-T 接続ボード (Ich) 

(xl) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大 3 枚まで 
Hot-plug 対応 

N 8104 -126 との 
Teaming により 
AFT/ALB をサボート 
10BASE-T は未サ 
ポート 

N8 190- 127 

Fibre ChanneDV 卜□ーラ 
(4Gbps/Optical)(x4) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大 4 枚まで 

N 8190 -131 

Fibre ChanneDV 卜□ーラ 
(2ch) (x4) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大 4 枚まで 

N 8604 -36 

PCI 拡張ユニッ Kxl) 





〇 

〇 

〇 

最大 1 枚まで 
Windows Server 
2003 のみ 
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• システム BIOS は下記の順番で PCI バス番号を割り当てます。 

I ヒント I オンボード SAS RAID — PCI #7 — オンボード LAN #1/#2— オンボード LAN #3/#4— PCI #6 

— PCI #5— PCI #4— PCI #3- PCI #2- PCI #1 

システム BIOS は下記の順番でオプション ROM を実行します。 

オンボード LAN #1/#2 —オンボード LAN #3/#4— PCI #5 -►オンボード SAS RAID — PCI #7 
— PCI #4— PCI #3— PCI #2- PCI #1 - PCI #6 

• N 8604-36( PCI 拡張 ユニッ ト）内のボードの実装方法については、8番街 （ http :// 
www . express . nec . co . jp ) を参照してください 0 


標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンボード同士)では AFT / ALB の Teaming を組むことが可能です。しかし 
ながら、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / ALB の Teaming を組むこと 
は不可能です。 

標準ネットワーク同士で Teaming を構築している場合、 Windows 起動時に以下のシステムイ 
ベント□グが表示されますが、問題なく使用できます。 

LAN 3/4 のコント□—ラは、 Windows のデバイスマネージャでは 「PCI Slot 240」として見え 
ますが、故障ではありません。 

<警告メッセージ> 

ソース ： iANSMiniport 
イベント D :11/13/16/22 

イベントログ上、標準ネットワークの2番目のポートが n lntel ( R ) PRO/IOOOMT Dual Port 
Network Connectio ... 11 と表示されますが故障ではありません。 


ホットプラグに対応していない PCI ポード 

ホットプラグに対応していないボードの取り付け • 取り外し手順を示します。 


取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□ットに接続するボードの取り付けを行います。 

n-O • PCI ポードス□ット#1〜#4には X 8 の PCI Express ポードを取り付けることができ 
ます0 

• PCI ボードス□ット#5〜#7には X 4 の PCI Express ポードを取り付けることができ 
ます。 

^ • PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードスロットのコネク 

夕形状が合っていることを確認してください。 

• PCI スロットの間には一部「インシュレータ」が取り付けられています。インシュレータ 
は PCI ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのも 
のです。取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付けられていること、 
および正しく固定されていることを確認してください。 
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167 ペー 

w-Ol 


ジを参照して準備をする。 


ホットプラグに対応していないポードはシステムの電源を OFF にして取り付けてください。電 
源が ON のまま取り付けると、本装置および取り付けたポードが破損するおそれがあります。 


2. 本装置をラックから引き出す（175ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す（177ページ参照)。 

4. ボードを取り付けるスロットを確認する。 


5. 取り付けるスロットと同じ位置にある増 
設ス□ットカバーの先端にある留め具の 
ロックを解除する。 



6. 増設スロットカバーを取り外す。 

w-Ol® 

取り外した増設ス□ットカバーは、大 
切に保管しておいてください。 



7. ガイドレールの溝にボードを合わせて 
ゆっくり本装置内へ差し込む。 
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8. 留め具をロックする。 



9. タブをゆっくりと閉じてボードを固定す 
る。 

タブが確実にロックされていないと PCI 
ボードがぐらつき、 PCI ボードおよび 
ベースボードの故障の原因となりま 
す。確実にロックされていることを確 
認してください。 

10. 取り外した部品を取り付ける。 



11. 本装置の電源を〇 N にして P 〇 ST の画面でボードに関するエラーメッセージが表示されていないこ 
とを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については132ページを参照してください。 


12. BIOS セットアップユーテイリテイを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration 
Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは227ページをご覧ください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 


202 




















ホットプラグに対応している PCI ポードの取り付け • 取り外し 

本装置の PCU □ット#1〜#2では、システムの電源が ON のままでホットプラグに対応した 
PCI ボード*を交換したり、新しく追加したりすることができます。 

• ホットプラグに対応しているボードは N 8104-121/126 1000 BASE-T 接続ボードのみです。 

PCI ホットプラグには、次の機能があります。 

• Hot Add: システムの電源が ON の状態でホットプラグ対応の PCI ボードの取り付け 

をする。 

• Hot Remove: システムの電源が ON の状態でホットプラグ対応の PCI ボードの取り外し 

をする。 

• Hot Replace: システムの電源が ON の状態でホットプラグ対応の PCI ボードの交換をす 
る 0 

• PCI ポードを取り外す際は、必ず OS ( WindowsServerOS ) から PCI ポードを搭載し 
ているス□ットのドライバを停止させなければいけません。この操作をしないとシステ 
ムが動作しなくなることがあります。 

• Windows Server 0 S の場合、 PCI ホットプラグを行った後に休止状態の機能は使用 
しないでください。休止状態から再開させる場合に元の状態へ戻らなくなります。 

• PCI ホットプラグを行う場合は、あらかじめ BIOS セットアップユーティリティで以下 
の設定にしておく必要があります。 

「 Advanced」-*TPCI ConfigurationJ -^ THot-plug PCI ControlJ-^TReserving 
memory space for PHP 」- ►搭載するポードに割り当てるメモリスペースの割合” 

*1 システムのメモリ容量は、実際に搭載しているメモリ容量よりも少なくなります。 

• PCI ホットプラグを行う場合は、必ず Administrator の権限を持つユーザーで□グイ 
ンしてください。 

以降で説明する〇 S の画面は、イ メージ であり〇 S 種別によりデサインが異なる場合がありま 
す 0 





\TyF\ 
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• ステータス ランプの確認 


ホットプラグによるボードの取り付け/取り外しをする場合は、本装置背面にあるランプ 
を参照してください（ランプは本装置内部からも確認することができます)。 

- PCI スロット Power ランプ 

そのス□ットおよびス□ットに取り付けられている PCI ボードに電力が供給されてい 
ることを示すランプです。本装置の電源が ON の状態で、ボードが実装されている 
間、緑色に点灯します。 

- PCU □ット Fault ランプ 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□ットに異常が起きるとアンバー色に点灯し 
ます 。 Hot Remove や Hot Replace の際に Windows Server 〇 S からドライバを停止 
させると点滅します。 
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• Hot Add 


Hot Add は次の手順で行います。 

1. 電源が〇 N の状態のまま本装置をラックから引き出す（175ページ参照)。 

2. トップカバーを取り外す （ 177ページ参照)。 

3. ボードを取り付けるスロットを確認する。 




ボードを取り付けるス□ットの PCI ス□ット Power ランプが点灯していないことを確認してくだ 
さし、。 


4. 取り付けるスロットと同じ位置にある増 
設ス□ットカバーの先端にある留め具の 
ロックを解除する。 



5. 増設スロットカバーを取り外す。 

取り外した増設ス□ットカバーは、大 
切に保管しておいてください。 



6. PCI ボードをゆっくり本装置内へ差し込 
む0 
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7. 留め具をロックする。 



9. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 



10. 取り付けた PCI ボードのスロットにある 
PCI ホットプラク'スイッチを押す。 

PCI ス□ット Power ランプが1度点滅した 
後、点灯します。 

■:一[120 

Windows Server OS の場合、 OS によっ 
て自動的にボードが認識されドライバ 
がインストールされます。 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス 
□ットに異常があると PCI スロット 
Fault ランプがアンパー色に点灯します 
(111ページ参照)。 



11. トップカバーを取り付け、本装置をラックへ戻す。 
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12. 以下の手順で取り付けた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 


① [コント□—ルパネル]—[管理ツール]—[コンピュータの管理]—[デバイスマネージャ]の順 
でデバイスマネージャを起動する。 

② 追加したボードに力ーソルを移動する。 


-!□! x| 


棟作⑻表示⑼」 -► I S ][!0 固 1 | JJ 翘« X 


ツト 


gb ンピュータの管理（ロー:*]ル） 

白システムツール 
由_イベント t ： ュ-ア 
m % システム惟報 
由…涵パフォーマンス□うと普告 
sQ 共有フォルダ 
M , デバイスマネージャ 
® 縐口-カル2-ザ-とクル-ブ 
白@記悄域 

! . D ディス⑽音理 

i …轚ディスクデフラヴツール 
論理ドライブ 

丨白@リム-パブル記悄域 
田®!サ- 1： スとアブリケーンヨン 


g ^ II 

s 令 s 

L 

卜か 

fl '*」■二 

t 

B ^ i 


日 …4 SABERWAVE 

由'' 翅 DVD/CD-ROM ドライブ 
H ^ IDE ATA/ATAPI コントローラ 
' SCSI と RAID コント□—ラ 

USB (Universal Serial Bus) コント□ーラ 
キーボード 
コンピュータ 

由傘サウンド、 t ： デオ、およ U ゲ-ムコント□-ラ 
システムデバイス 
1510ディスクドライブ 
田蜃ディスブレィァ9•ブタ 
B - W ネットワークァタ•ブタ 

1^ Intel ( R ) PR 0/1 00 S Server Adapter #2 

mu 刪 waia ’ a 腿 TiiaiaMMEf !酬腿_进 

田 .. Q フロッピ - ディスクコント□ーラ 
由 ® フ□ッビーディスクドライブ 
田 …3 ポート (COM と LPT) 
a b マウスとそのほかのポインティンクデバイス 
田…罾モニタ 


③プロパティの「全般」を表示させて、デバイスの状態が正常に動作していることを確認する。 


InteKR ) PRO/IOOS Server Adapter のブ□パテイ 


全股|詳細設定|ドライバ丨リリース| 

InteKR ) PRO/IOO S Server Adapter 

fl S イスの種類： ネットワ-りアタブタ 

製适元： Intel 

埸所 埸所7 ( PCI パス10•デパイス 8. 機能 0) 


デパイ :! 爪 : HP 能 ¬ 


のデゾ W スは正常に觔作していま t 。 


於のデパイスは正 


㈣ ィン舞あて激ドラブルシユ制つ 


をクリックしてトラ/1ル 


d 


トラブルシューティン TO 


デパイスの使用状況必 


|このデパイスを使う（有効） 


z] 


キャンセル 


* PCI ス□ットの位置によって 
表示が異なります。 
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• Hot Remove 

Hot Remove は次の手順で行います。 

1. 次の手順で取り外したいホットプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバを停止する。 



I PCI ポードを取り外す際は、必ず PCI ポードを搭載しているスロットのドライバを停止させな 
ければいけません。この操作をしないとシステムが動作しなくなることがあります。 

①画面右下の「八ードウエアの安全な取り外し」アイコンをダブルクリックする。 

以下のウィンドウが表示されます。 



* PCI ス□ットに搭載されているボードの種類や枚数によって表示が異なります。 


②取り外すデバイスを選択し、[停止]をクリックする。 


涂现观瓣■離: 


UJ_«J 
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③ ハー ドウエアデバイスの停止で取り外すデバイスが使用しているドライバであることを確認 
して[〇 K ] をクリックする。 


JJiU 


【亨と托テ™ス5逝2じ EC 幻 S 列奶す51：-制します， 

よ㈣ 子止 ut す斥止す玷？ v 往安全にすこ■均す。 


SihterW PFa^GHJ^ir Server :! daplsr E 




④ 「閉じる」をクリックする。 




U^J 


条飄^駆腸似翻獻し娜 ㈣ 仙咖 

A-P9i? ■ 


二:1パ」[ F 止没 




0 


⑤ 電源が ON の状態のまま本装置をラックから引き出す （ 175ページ参照)。 

⑥ トップカバーを取り外し、取り外す PCI ボードのスロットを確認する。 

I チェック I 

取り外す PCI ス□ットの PCI ス□ット Power ランプが消灯していることを確認してくださ 
い0 

PCI ホットプラグスイッチでデバイスドライバを停止する場合 

① 電源が ON の状態のまま本装置をラックから引き出す（175ページ参照)。 

② トップカバーを取り外し、取り外す PCI ボードのスロットを確認する。 

③ 取り外す PCI ボードのス□ットにある PCI ホットプラグスイッチを押す。 


取り外す PCI ス□ットの PCI ス□ット Power ランプが消灯していることを確認してくださ 
い。 
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2. ボードに接続しているケープルをすべて取り外す。 

3. 留め具のロックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI ボードを取り外す。 




4. 増設スロットカバーを取り外したスロットに取り付け、タブを静がに閉じる。 

pci ポードを取り外したスロットには、本装置の電磁放射特性および冷却性の維持のために必 
ずブランクプレートを取り付けてください。 



5. トップカバーを取り付け、本装置をラックへ戻す。 
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• Hot Replace 


Hot Replace は次の手順で行います。 

. 次の手順で取り外したいホットプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバを停止する。 

I PCI ボードを取り外す際は、必ず PCI ボードを搭載しているスロットのドライバを停止させな 
|ければいけません。この操作をしないとシステムが動作しなくなることがあります。 

①画面右下の「八ードウエアの安全な取り外し」アイコンを夕'プルクリックする。 

以下のウィンドウが表示されます。 


•吸咖^11国 1| >¢1 

溱觀盟^^腿價撕脚謹 



DitaKFO PFTO/'HBHT 5™ e -Jft] 


厂デ州ス D 河-ニント？开子 .75 处 


プ□パティむ」 ff 止公 




②取り外すデバイスを選択し、[停止]をクリックする。 


れしドウ1ア®^全為 _ m 计!し 


条:鱗激^^狐■■臓抓 


UF 


I 「相 I>^KI 

\— 


[>ii»KRj FRJC-/IDCC W7 Mji P >-hk S 


hblM PFO/lMHJ HTSwrer fid 辛 iw C Uflj ： 

プロ /^ .PI 

r デ jm ユント吞茨 rr?s 瓜 


swe 、 

▲ぼ 

Stow 
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③ハードウエアデバイスの停止で取り外すデバイスが使用しているドライバであることを確認 
して[〇 K ] をクリックする。 




す2デバイス [ CKJ を:?： J 叻？5ヒ-夜行I 
年止 Utir。 6土す泣？7 左 S 全 I.こ: 


1¢も 
r こ沙でさ 



④ 「閉じる」をクリックする。 




加 


簽呀您駆腫似姐腿、職し腿 

A - F 1 e アデ M ス铋 


；1 .:... 




■ ずパ1又： LMt - T 心■卜 IftfS すが这 


⑤ 電源が〇 N の状態のまま本装置をラックから引き出す （ 175ページ参照)。 

⑥ トップカバーを取り外し、取り外す PCI ボードのス□ットを確認する。 

取り外す PCI ス□ットの PCI ス□ット Power ランプが消灯していることを確認してくださ 
い0 

PCI ホットプラグスイッチでデバイスドライバを停止する場合 

① 電源が〇 N の状態のままトップカバーを取り外し、取り外す PCI ボードのスロットを確認す 

它 ) 〇 

② 取り外す PCI ボードのス□ットにある PCI ホットプラク'スイッチを押す。 

I チェック| 


取り外す PCI ス□ットの PCI ス□ット Power ランプが消灯していることを確認してくださ 
い。 


































2. ボードに接続しているケープルをすべて取り外す。 



5. 留め具をロックする。 































6. PCI ボードを手でしっかりと支えながらボードにケープルを接続する。 


7. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 



8. 取り付けた PCI ボードのスロットにある 
PCI ホットプラク'スイッチを押す。 

PCI ス□ット Power ランプが1度点滅した 
後、点灯します。 

Windows Server 2003の場合、 OS に 
よって自動的にボードが認識されドラ 
イバがインストールされます。 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス 
□ットに異常があると PCI スロット 
Fault ランプがアンパー色に点灯します 
(111ページ参照)。 



9. トップカバーを取り付け、本装置をラックへ戻す。 
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10. 以下の手順で取り付けた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 


① [コント□—ルパネル]—[管理ツール]—[コンピュータの管理]—[デバイスマネージャ]の順 
でデバイスマネージャを起動する。 

② 追加したボードに力ーソルを移動する。 


\\ 棟作(设表示⑽ 


^JxJ 


]]<>-► afiiinfliil 遡® 
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M , デパイスマネ-ジ v 
田® □-カルユ-ザ-と切トブ 
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S か 

+ "I : 

a <p + 


B-M SABERWAVE 

由..遇 DVD / CD-ROM ドライブ 
由..® IDE ATA/ATAPI コント □>- ラ 
SCSI と RAID コント□'■ラ 
USB (Universal Serial Bus ) コントローラ 
キーポード 
コンビュ-夕 

サウンド、ヒデオ、およ U ゲームコント□う 
_システムデバイス 
由》ディスクドライブ 
S # ディスブレィァタブ 51 
日—ネ9トワーク ym 

勒 InteKFO PRO/IOO S Server Adapter #2 

a J } . 翻通綱漏 i | ii | ■習響！ 1 

由©フロッピーディスクコントロ-ラ 
E SI フロ、)ビーディスりドライブ 
a J ? ポート (COM と LPT ) 
m % マウスとそのほかのポインティングデパイス 
a - @ モニタ 


③プロパティの「全般」を表示させて、デバイスの状態が正常に動作していることを確認する。 


Intel(R) PRO/IOOS Server Adapter のブロパテイ 


全股1詳細設定1ドライパ|リリース1 

里 Intel(R) PRO/IOO S Server Adapter 

ft W スの種現 ネットワ 4 アタブタ 

製适元： Intel 

埸所： m 1 (PCI パス 10. デパイス 8. 機能0> 



|このデパイスを使う(有効〉 


Z ] 


キャンセル 


* PCI ス□ットの位置によって 
表示が異なります。 
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BIOS のセットアップ 


Basic Input Output System ( BI 〇 S ) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理解して、 
正しく設定してください。 


システム BIOS 〜 SETUP 〜 


SETUP は本装置の基本ハードウェアの設定を行うためのユーティリティツールです。この 
ユーティリティは本装置内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用 
のユーティリティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に本装置にとって最も標準で最適な状態に設定してい 
ますのでほとんどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明す 
るよラな場合など必要に応じて使用してください。 

n-O • setup の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）が行ってください。 

胃^ • SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 「 Supervisor 」 
と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 レベルのパスワードで SETUP に 
アクセスした場合、すべての項目の変更ができます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設 
定されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限ら 
れます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• ここでは特に説明していない項目（メニュー)があります。これらの項目は、出荷時の設 
定以外の値(パラメータ）に変更しないでください。これらの項目の値を変更すると、本 
装置の動作の保証ができなくなるばかりでなく、本装置が故障するおそれがあります。 

• 本装置には、最新のバージヨンの SETUP ユーティリティがインス!-ールされていま 
す。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目に 
ついては、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてくださ 
し、0 
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起動 


次の手順に従って SETUP を起動します。 

1. サーバの電源を〇 N にする。 

画面にロゴが表示されます (SETUP の設定によっては POST の画面が表示されることがあります。 
しばらくすると次のメッセージ*が画面下に表示されます。 

パターン1: 

Press <F2> to enter SETUP or <F12> to Network 
パターンと 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F12> to Network 

* 本装置の状態によってメッセージの内容は異なります。 

2. < F 2> キーを押す。 

SETUP が起動して Main メニューを表示します。 

以前に SETUP を起動して Security 項目の設定を変更している場合には、パスワードを入力する画 
面が表示される場合があります。その際には設定したパスワードを入力してください。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は動作 
を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を〇 FF にしてください。 

■ I ： パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Supervisor 」 で 
r^l は、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
す。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更できる設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


サブメニューが 
あることを示す 


現在表示しているメニューを示す 設定項目 



力ーソルキー （ f 、 i ) 

力ー ソル キー一) 
<_> キー/<+> キー 

く Ente 「> キー 
< Esc > キー 
く F 1> キー 


く F 9> キー 
<ド1〇>キー 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 
選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー(項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータの決定を行ラときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 < Esc > キーを押すと、元の画面に戻りま 
す。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時の設定 
と異なる場合があります）。 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 













設定例 


次にソフトウェアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設 
定例を示します。 

「 ESMPRO / ServerAgent 」 が持つ温度監視機能と連携させる 

rServer 」 イ Thermal Sensor 」 イ Enabled 」 

「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由で本装置の電源を制御する 

r ServerJ^r AC-LINKJ^r StayOffJ 

「 Advanced」—「Advanced Chipset Control」—「Wake On Lan/PME 」 — 「 Enabled 」 

■: • 「Wake 〇 n Lan / PME 」 は、オンボードの LAN コント ローラ （1 000巳 ASE - T /100 BASE - 

tx ) でサボートしています。 

• AC オン直後は BIOS の設定にかかわらず 「 Wake 〇 n Lan / PME 」 は動作します。 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 — 「 AC-LINK」—「Power OnJ 

- POWER スイッチを使って〇 FF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにする 

「 Server 」 — 「 AC-LINK」—「Last State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 — 「 AC-LINKjhf StayOffJ 


起動関連 


本装置に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

r/\dvanced 」 ^rBoot-time Diagnostic ScreenJ^rEnabled 」 

「 NEC 」 □ ゴの表示中に <Esc> キーを押しても表示させることができます。 

HW コンソールから制御する 

「 Server」—「Console Redirection 」— それぞれの設定をする 
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プロセッサ関連 


プ□セッサが縮退した場合に POST をいったん停止する 

rAdvanced」 一 「Memory/Processor Error」 一 「Halt」 （イ亭止） 

搭載しているプロセッサの状態を確認する 

「Main」—「Processor Settings」— 表示を確認する 

画面に表示されているプロセッサ番号とベースボード上のソケットの位置は下図のよラに対 
応しています。 



プロセッサのエラー情報をクリアする 

「Main」 一 「Processor Settings」 一 「Processor Retest」 一 「Yes」 
に設定後リブートするとクリアされる。 
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メモリ関連 


メモリが縮退した場合に POST をいったん停止する 

rAdvanced」 一 「Memory/Processor Error」 一 「Halt」 （イ亭止） 

搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

rAdvanced」—「Memory Configuration」— 表示を確認する 

画面に表示されている DIMM のソケットの位置は下図のよラに対応しています。 

DIMM#8 
DIMM#7 
DIMM#6 
DIMM#5 
DIMM#4 
DIMM#3 
DIMM#2 
DIMM#1 

メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」 一 「Memory CormguratiorU—rMemory Retest」 一 「Yes」 

に設定後リブートするとクリアされる。 

メモリミラーリング機能を有効にする 

rAdvancedJ^rMemory Configuration」—「Memory RAS ド681：11「6」4「1\/11「「〇「」を選択す 
る 0 


セキュリティ関連 


B 旧 S レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Set Supervisor Password」— パスワードを入力する 

管理者パスワード (Supervisor） 、ユーザーパスワード （User) は個別に設定することができ 

ます。しかし、ユーザーパスワードを設定した場合は SETUP メニューへのアクセス制限が 

あります。 

POWER スイッチおよび SLEEP スイッチの機能を有効/無効にする 

「Security」—「Power Switch lnhibitjh*f Enabledj| 無効) 

「Security」 一 「Power Switch Inhibit」 一 「Disabled」 （有効） 

「Power Switch Inhibit 」 を 「 Enabled 」 に設定すると、 POWER スイッチによる ON/OFF 
操作に加え、「強制シャットダウン （309 ページ参照)」も機能しなくなります。また、 
SLEEP スイッチも機能しなくなります。 
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外付けデバイス関連 


外付けデバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「Peripheral Configuration」— それぞれのデバイスに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「PCI Configuration」— それぞれのデバイスに対して設定をする 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後) 

「Advanced」 一 「Reset Configuration Data」 一 「Yes」 


PCI ホットプラグ関連 


PCI ポードをホットプラグする 

「Advanced」—「PCI ConfigurationPlug PCI Control」—「Minimum/Middle/ 
Maximum*」 

* ホットプラグをする PCI ボードによって設定は異なります。各ボードの設定値については 
次の表を参照してください。 


N 型番 

ポー ド名 

設定値 

N8104-121 

1000 BASE - 丁 接続ポード (2ch) 

Minimum 

N8 104-126 

1 〇〇 0BASE-T 接続ボード 

Minimum 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 ま r こIま 「Save Changes」 


変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 また t ま 「Discard Changes」 

BIOS の設定を出荷時の設定にもどす 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 
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パラメータと説明 

SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を 
説明をします。 

Main 

SETUP を起動すると、まずはじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がつい 
ているメニューは、選択して <Enten> キーを押すとサブメニューが表示されます。 



System Time: 

[019:20] 

Item Specific Help 


System Date: 

[12/24/2001] 

<Tab> ， <Shift-Tab>，or 

► SATA Portl 

[CD/DVD-ROM] 

<Enter> selects field. 

► Processor Settings 



Language: 




FI Help 个 | Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^—> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 
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Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

SATA Porti 

— 

チヤネルに接続されているデバイスの情報を 
サブメニューで表示します。（表示のみ） 

Language 

[English(US)] 

French 

German 

Spanish 

Italian 

SETUP で表示する言語を表示します。 


[]： 出荷時の設定 
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Processor Settings 

Main メニューで 「Processor Settings」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 




FI Help , | Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <—► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

「Yes」 に設定するとプロセッサエラー情報を 
クリアします。故障したプロセッサを交換し 
たいときは、エラー情報をクリアしてくださ 
い。 

Processor Speed Setting 

— 

搭載しているプロセッサのクロックスピード 
を表示します(表示のみ)。 

Processor 1 CPUID 
Processor 2 CPUID 
Processor 3 CPUID 
Processor 4 CPUID 


プロセッサが正常な場合には、搭載している 
プロセッサの ID を表示します(表示のみ）。 
プロセッサが実装されていない場合は、 

「Not Installed」 と表示されます。また BMC 
によって Disabled されている場合には 
「Disabled」 と表示されます。 

Processor 1 L2 Cache 
Processor 2 L2 Cache 
Processor 3 L2 Cache 
Processor 4 L2 Cache 


搭載しているプロセッサの L2 キャッシュ 
サイズを表示します(表示のみ)。 

Processor 1 L3 Cache 
Processor 2 L3 Cache 
Processor 3 L3 Cache 
Processor 4 L3 Cache 


搭載しているプロセッサの L3 キャッシュ 
サイズを表示します(表示のみ)。 

プロセッサが対応している場合のみ表示され 
ます。 

Execute Disable Bit 

[Enabled] 

Disabled 

プロセッサの Execute Disable Bit の有効/ 
無効を設定します。 

Intel SpeedStep(R) 
Technology 

[Enabled] 

Disabled 

インテルプロセッサーが提供する「拡張版イ 
ンテル SpeedStep テクノロジー」機能の有 
効/無効を設定します。プロセッサが対応し 
ている場合のみ表示されます。 


く次ページへ続く> 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

Cl Enhanced Mode 

[Enabled] 

Disabled 

インテルプロセッサーが提供する 
「Enhanced Halt State (C1E) 」 機能の有効 / 
無効を設定します。プロセッサが対応してい 
る場合のみ表示されます。 

Virtualization Technology 

[Enabled] 

Disabled 

プロセッサが Intel® Virtualization 

Technology をサボートしている場合のみ表 
耶されます。 

Intel® Virtualization 丁 echn 〇 logy の胃交力/無 
効を設定します。 

この設定を変更した場合には、システムを 
DC- 〇 ff することが必要です。まず 「 Exit」— 
「Exit Saving Changes 」 を実行し、いつたん 
システムを再起動してください。その後 

P 〇 ST 画面が表示されたら、システムを DC- 
〇 ff してください。 

Hardware Prefetcher 

[Enabled] 

Disabled 

プロセッサのハードウェアプリフェッチァの 
有効 / 無効を設定します。 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 

Enabled 

[Disabled] 

プロセッサの隣接キャッシュラインプリ 
フェッチの有効 / 無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced 


力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility I 


► Memorv Configuration 


Item Specific Help 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuration 


Additional setup menus 

► Advanced Chipset Control 


to configure Memory 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 

devices. 

Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Oft] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時の自己診断 ( POST ) の実行画面を表示 
させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると、 POST の間、 
「 NEC 」 ロゴが表示されます。（ここでく Esc > 
キーを押すと POST の実行画面に切り替わり 
ます。） 

「Console Redirection 」 が設定された場合は 
無条件に 「 Enabled 」 に設定されます。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 に 
設定します。本装置の起動後にこのパラメー 
夕は 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

[ Off ] 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST を実行中、プロセッサまたはメモリの 
エラーが発生した際に POST の終わりで 
POST をいったん停止するかどうかを設定し 
ます。 「 Server 」 メニューの 「POST Error 
Pause 」 が 「 Enabled 」 に設定されていても、 
この項目が 「 Boot 」 に設定されているときに 
は、プロセッサまたはメモリのエラーが発生 
した際に POST の終わりで停止しません。 


]： 出荷時の設定 
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Memory Configuration 

Advanced メニューで 「Memory 0〇加911「31:1〇11」を選択すると、以下の画面が表示されま 
す0 



項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Installed memory 

— 

搭載メモリの容量を表示します(表示のみ)。 

Available under 4 GB 

— 

4 GB 以下の領域で使用可能なメモリ容量を表 
示します(表示のみ）。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

「 Yes 」 に設定すると、メモリのエラー情報を 
クリアします。故障した （「 Disabled 」 と表示 
された）メモリを交換したときは、エラー情 
報をクリアしてください。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

メモリのテストを実施するかどうがを設定し 
ます。 

Online Spare Memory 

[ Disabled ] 

Enabled 

搭載しているメモリがオンラインスペアメモ 
リを構成できる場合にパラメータの選択がで 
きます。オンラインスペアメモリ機能を有効 
にするためには 「 Enabled 」 に設定する必要が 
あります。 

Memory RAS Feature 

[ Normal ] 

Mirror 

搭載しているメモリがメモリミラーリングを 
構成できる場合にパラメータの選択ができま 
す。メモリの構成を設定します。メモリミ 
ラーリング機能を有効にする場合には 
「 Mirror 」 に設定してください。また 
Memory RAID 機能を有効にする場合には 
「 RAID 」 に設定してください。各機能の詳細 
については188ページを参照してください。 


[]： 出荷時の設定 
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Memory Riser Board x 


Memory Configuration メニューで 「Memory Riser Board x (A 〜 D)」 を選択すると、以下 
の画面が表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced H 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

DIMM #1 Status Normal 

DIMM #2 Status Normal 

DIMM #3 Status Normal 

DIMM #4 Status Normal 

DIMM #5 Status Not Installed 

DIMM #6 Status Not Installed 

DIMM #7 Status Not Installed 

DIMM #8 Status Not Installed 



FI Help f i Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

DIMM #1 〜 8 Status 

Normal 

Not Installed 
Disabled 

各メモリボード上のメモリ DIMM の現在の状 
態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリ D 旧 M が正常であること 
を示します 。 「Not Installed 」 はメモリ DIMM 
が取り付けられていないことを、 「 Disabled 」 

は故障していることを示します(表示のみ)。 
画面に表示されているメモリ DIMM 番号に対 
するメモリボード上の DIMM ソケットについ 
ては、182ページを参照してください。 
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PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。そ 
れぞれを選択するとサブメニューが表示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Hot-plug PCI Control 


Additional setup 



menus to configure 

► Onboard SAS 


Hot-plug PCI. 

► Onboard NIC 



► Onboard Video 



PCI Slot 1Option ROM: 

[Enabled] 


PCI Slot 2 Option ROM: 

[Enabled] 


PCI Slot 3 Option ROM: 

[Enabled] 


PCI Slot 4 Option ROM: 

[Enabled] 


PCI Slot 5 Option ROM: 

[Enabled] 


PCI Slot 6 Option ROM: 

[Enabled] 


PCI Slot 7 Option ROM: 

[Enabled] 



FI Help 个 4 Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ 一 ^ ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

PCI Slot 1 〜 7 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI バスに接続されているデバイス（ボード） 

に搭載されている BIOS の有効/無効を設定し 
ます。 


[]： 出荷時の設定 



PCI ス□ット#1〜#7に PCI カードを搭載した場合、この PCI カードから 0 S ブートを行わ 
ず内蔵ハードディスクドライブの 0 S からブートさせるためには、 PCI カードを搭載したス 
□ットに対応する本項目 （PCI Slot x Option ROM ) を [ Disabled ] に設定する必要があり 
ます。 
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Hot-plug PCI Control 

PCI 〇3响9111^:1〇11サブメニユーで「1~1〇1:-口11^卩〇1 Control」 を選択すると、以下の画面が表 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 



項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Reserving memory space 
for PHP 

[ Disabled ] 

Minimum 

Middle 

Maximum 

PCI 力ードを搭載していない PCI スロットに 
対して PCI ホットプラグのために予約する 

PCI メモリサイズを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


11-0 本項目を Disable に設定した場合と、 Disable 以外に設定した場合とで、各 PCI スロット 
( pci バス)のバス番号が変化します。 

プログラムの再セットアップ等が必要となる場合がありますのでご注意ください。 
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Onboard SAS/Onboard NIC/Onboard Video 

PCI Configuration サブメニューで上記のメニューをそれぞれ選択すると、以下の画面が表 
示されます(以下は、 「Onboard SAS」 を選択した場合のメニューです）。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


Onboard SAS 

Item Specific Help 

Option ROM Scan: rK>T!T^.OGPt：ll 

Initializes device 
expansion ROM. 


FI Help 个 | Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^—> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Option ROM Scan 

LAN #1 〜 4 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

各コントローラの BIOS 展開の有効/無効を設 
定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Configuration 

Advanced メニューで 「Peripheral 0 〇加 911 「 31:1 〇门」を選択すると、 以下の画面が表示されま 
す0 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Peripheral Configuration 

Item Specific Help 

Serial port A: 

rianrnnrsnti 

Configure serial port A 

Base I/O address: 
Interrupt: 

[3F8] 

[IRQ 4] 

using options: 

Serial port B: 

[Enabled] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8] 

No configuration 

Interrupt: 

[IRQ 3] 

[Enabled] 

USB 2.0 Controller: 

[Enabled] 

User configuration 

Legacy USB Support: 

[Enabled] 


Serial ATA: 

[Enabled] 


Native Mode Operation: 

[Auto] 



FI Help 个 4 Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


11-0 割り込みやベース I / O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定した値が他 
の 1 」ソースで使用されている場合は黄色の r * 」が表示されます。黄色の r * 」が表示されて 
し、る項目は設定し直してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port A 

Disabled 

シリアルポート A の有効/無効を設定しま 


[ Enabled ] 

す。 

Base I/O Address 

[3 F 8] 

シリアルポート A が有効 （[ Enable ]) の場合、 


2 F 8 

ペースアドレスおよび割り込みを設定しま 


3 E 8 

す。シリアルポート A が [ Disable ] の時には表 


2 E 8 

示されません。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 


Serial Port B 

Disabled 

シリアルポート B の有効/無効を設定しま 


[ Enabled ] 

す。 

Base I/O Address 

3 F 8 

シリアルポート B が有効 （[ Enable ]) の場合、 


[2 F 8] 

ペースアドレスおよび割り込みを設定しま 


3 E 8 

す。シリアルポート B が [ Disable ] の時には表 


2 E 8 

示されません。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 



<次ページに続く> 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2. 〇コントローラの有効/無効を設定し 
ます。 

Legacy USB Support 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB を正式にサポートしていない〇 S でも 

USB キーボードが使用できるよラにするかど 
うかを設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアル ATA の有効/無効を設定します。 

Native Mode Operation 

[ Auto ] 

Serial ATA 

ATA のための Native Mode を選択します。 
注意： 

特定の〇 S は Native Mode をサボートしてお 
りません。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset 0〇门1:「〇1」を選択すると、次の画面が表示されま 
す0 




FI Help 3 | Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < — ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Multimedia Timer 

[ Enabled ] 

Disabled 

使用している〇 S が HPET 機能をサポートし 
ている場合、 「 Enabled 」 に設定することに 
よって機能を有効にできます。 

Intel ( R ) l/OAT 

[ Enabled ] 

Disabled 

Intel ( R ) I/O Acceleration 丁 echnology の有 
効/無効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン機 
能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

RTC アラームによるリモートパワーオン機能 
の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


PI ； N8104-123A 10GBASE-SR 接続ボード （1 ch) を実装した場合 、 Wake On LAN/PME が 
| ヒント | [Disabled] 設定でも Wake します。 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 

Security メニューでは、まず Supervisor パスワードを登録し、その後 User パスワードを登録 
します。 User パスワードを登録すると、 Security メニューの全項目が選択可能になります。 


User Password を登録して 
いるときのみ選択できる。 



User Password Is: 


Supervisor Password Is 
Set User Password 
Set Supervisor Password 


Password on boot: 
Fixed disk boot sector: 
Power Switch Inhibit: 
Disable USB Ports: 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Security 


Clear 

Clear 

[Enter] 



Item Specific Help 


Superviosor Password 
controls access to the 
setup utility. 


[Disabled] 

[Normal] 

[Disabled] 

[Disabled] 


► Security Chip Configuration 


FI Help t ■Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < ― > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password でく Ente「> キーを押すと以下のような画面が表示されます。 

ここで Supervisor パスワードの設定を行います。パスワードは7文字以内の英数字および記 
号でキーボードから直接入力します。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Supervisor パスワード設定後、 User パスワードも同様に設定可能です。 

M -0 • 0 S のインス I -ール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお 
問い合わせください。 
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各項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Set User Password 

7 文字までの英数字 

Supervisor パスワード設定後にこの項目が 
設定可能になります。 <Enter> キーを押すと 
ユーザーのパスワード入力画面になります。 
このパスワードでは SETUP メニューへのア 
クセスが制限されます。 

Set Supervisor Password 

7 文字までの英数字 

<Enter> キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。この設定は、 
SETUP を起動したときのパスワードの入力 
で 「Supervisor」 で□グインしたときのみ設定 
できます。 

Password on boot 

[Disabled] 

Enabled 

User パスワード設定後にこの項目が設定可 
能になります。プート時にパスワードの入力 
を行う/行わないの設定をします。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

Write Protect 

[Write Protect] に設定すると、ハードドラ 
イプの boot sector を書き込み禁止に設定す 
ることによりウィルスから保護します。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

User パスワード設定後にこの項目が設定可 
能になります。 POWER スイッチの機能の有 
効/無効を設定します。 [Enabled] に設定す 
ると、 POWER スイッチで電源を〇 FF できな 
くなります(強制シャットダウン (POWER ス 
イッチを4秒以上押して強制的にシャットダ 
ウンさせる機能）も含む）。また、 SLEEP ス 
イッチを押しても省電カモードへ移行できま 
せん。 

Disable USB Ports 

[Disabled] 

Front 

Front + Rear 

USB ポートの有効/無効を設定します。 

[Front] に設定すると、筐体前面の USB ポー 
卜が使用できなくなります。 

また、 [Front + Rear] に設定すると、全ての 
USB ポートが使用できなくなります。 

注意： 

[Front + Rear] に設定すると内部 USB ポート 
も無効になります。内蔵 USB デバイスを使用 
する場合は [Disabled] または [Front] に設定し 
てください。 


[]: 出荷時の設定 
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Security Chip Configuration 

Security メニューで 「Security Chip 0〇响911「31:1〇11」を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。なお、下記の画面は、 「TPM Support」 を [Enabled] に設定したときの画面です。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Security I 


Security Chip Configuration 

Item Specific Help 

tpm Support ： 

Current TPM State: Deactivate & Disable 

Change TPM State: [No Change] 

Enable Trusted Platform 
Module support 


FI Help 嘴 i Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <—> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


各項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

TPM Support 

[Disabled] 

Enabled 

Trusted Platform Module(TPM) の有効/無 
効を設定します。 

Current TPM State 


TPM Support を [Enabled] に設定した場合 
に、この項目が表示されます。 

現在設定されている TPM State を表示します 
(表示のみ。） 

Change TPM State 

[No Change] 
Enable & Activate 
Deactivate & Disable 
Clear 

TPM Support を [Enabled] に設定した場合 
に、この項目が表示されます。 TPM の機能 
を動作させるためには [Enable & Active] に 
設定します。 

なお、パラメータ変更後に本装置を再起動し 
たときに POST の終わりで確認画面が表示さ 
れます。ここで Execute を選択してくださ 
い0 


[]： 出荷時の設定 
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1| «〇 「Change TPM State 」 で [No Change ] 以外のパラメータを選択し 、 TPM State の変 
更を行う場合、本装置再起動後の POST の終わりに以下のメッセージが表示されます。 
設定変更を行うためには Execute を選択してください 0 


Enable & Activate が選択された場合： 



Clear が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Deactivate & Disable 

Note: 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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Server 

カーソルを「 ServerJ の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 


Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「System Management」 と 
「Console Redirection」 は選択後、く Ente「> キーを押してサブメニューを表示させてから設 
定します。 

なお下記の画面は、 「Boot Monitoring」 を [5 minutes] に設定したときの画面です。 



各項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

[Enable] に設定すると、 PCI バスパリティエ 
ラー (PERR) 検出を有効にし、エラー発生時 
には NMI として通知されます。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

[Enalole] に設定すると、 PCI バスシステムエ 
ラー (SERR) 検出を有効にし、エラー発生時 
には NMI として通知されます。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Disable BSP) 

Do Not Disabl BSP 
Retry 3 Times 

BSP で FRB-2 エラーが発生した場合、プロ 
セッサを [Disabled] にするかしないかを設 
定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動時のプート監視の機能タイマの有効/無 
効を設定します。 [Disabled] 以外を選択する 
と、タイマが有効になります。なお、この機 
能を使用する場合は、 ESMPRO/ 
ServerAgent をインストールしてください。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールして 
いない〇 S から起動する場合には、この機能 
を無効にしてください。 

WebBIOS を使用する場合、 ARCServe で 
Disaster Recovery 〇 ption を使用する場合 
は、 [Disabled] にしてください。 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 
Always Reset 

プート監視機能を有効にした場合に表示され 
ます。ブート監視時にタイムアウトが発生し 
た場合の処理を設定します。 

[Retry 3 times] に設定するとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、〇 S ブート 
を3回までリトライします。 

[Always Reset] に設定するとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、〇 S ブート 
のリトライを繰り返します。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC 割り込みの IRQ を設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中に エラー が発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC-LINK 機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときの本装置の電源の状 
態を設定します(下表参照)。 

Power ON Delay Time 

[2 〇]〜 255 

AC-LINK の設定が 「Power 〇 n」 もしくは 
「Last State」 の場合に、 DC-on の遅延時間を 
設定します。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[Enabled] 

BMC の通報機能を設定します。 


[]: 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本装置の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作 
を次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設 定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制シャツトダウン* 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 
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System Management 

Serve 「メニューで 「System Management」 を選択しく Enter〉 キーを押すと、以下の画面が表 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


System Management 


Item Specific Help 


BIOS Version: 

Board Part #: 

Board Serial #: 

System Part #: 

System Serial #: 

Chassis Part #: 

Chassis Serial #: 

Onboard LAN1 MAC Address: 
Onboard LAN2 MAC Address: 
Onboard LAN3 MAC Address: 
Onboard LAN4 MAC Address: 
Management LAN MAC Address: 



Help 


Select Item 
Select Menu 


■/+ Change Values 

Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Version 


システム BIOS のバージョンを表示します。 

Board Part # 


ペースボードの情報を表示します。 

Board Serial # 



System Part # 


システムの情報を表示します。 

System Serial # 



Chassis Part # 


筐体の情報を表示します。 

Chassis Serial # 



Onboard LAN 1 〜 4 MAC 

— 

それぞれの LAN コント□ーラの MAC アドレ 

Address 


スを表示します。 

Management LAN MAC 


管理用 LANOVIanagement LAN) の MAC アド 

Address 


レスを表示します。 

BMC Device ID 


BMC (ベースボードマネージメントコント 

BMC Device Revision 


□ーラ)の情報を表示します。 

BMC Firmware Revision 



SDR Revision 

— 

SDR (センサ装置情報)のレビジョンを表示し 
ます。 

PIA Revision 


PIA のレビジョンを表示します。 

HSC Firmware Revision 

— 

HSC(Hot Swap Controller) ファームウエア 
のバージョンを表示します。 
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Console Redirection 

Serve 「メニューで 「Console 1^〇11「6(31:1〇门」を選択し<巳1^6「>キーを押すと、以下の画面が表 
示されます。 






FI Help 个善 Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

コンソールリダイレクションで使用する I/O 
ポートのアドレス/割り込みを設定します。 
「Serial Port A」 または 「Serial Port B」 を選択 
すると、 Advanced メニューの Peripheral 
Conriguration「Serial Port A」、「Serial 
Port B」 で選択されているアドレス/割り込み 
を使用します。 

[Disabled] を選択すると、コンソールリダイ 
レクション機能が無効になります。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 

57.6K 

115.2 K 

接続する HW コンソールとのインタフェース 
に使用するボーレートを設定します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[CTS/RTS] 

CTS/RTS+CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 

[VT100+] 

VT-UTF8 

コンソールタイプを選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

[Enabled] 

Disabled 

コンソールリダイレクションを P 〇 ST 終了後 
に継続して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

リモートコンソールがらのリセットの有効/ 
無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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BMC LAN Configuration 

Serve 「メニューで 「BMC LAN 0〇响9リ1^:1〇门」を選択すると、以下の画面が表示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Shared BMC LAN 

[ Disabled ] 

Enabled 

管理用 LAN ポートを管理用 LAN として使用す 
る場合には [ Disabled ] に設定します。 
[ Enabled ] に設定すると、 LAN ポート3を通 
常の LAN と共用して管理用 LAN としても使用 
することができます。 [ Enabled ] に設定した 
場合、管理用 LAN ポートは使用できません。 

IP Address 

[192.168.001.001] 

DHCP による自動取得を行わない場合には、 
BMC の IP アドレスを入力してください。 
DHCP で自動取得を行う場合は、自動取得さ 
れた IP アドレスが表示されます。 

Subnet Mask 

[255.255.255.000] 

DHCP による自動取得を行わない場合には、管 
理用 LAN のサブネットマスクを入力してくだ 
さい。 DHCP で自動取得を行う場合は、自動取 
得されたサブネットマスクが表示されます。 

Default Gateway 

[000.0 〇〇.〇〇〇.〇〇 0] 

DHCP による自動取得を行わない場合には、 
管理用 LAN のデフォルトゲートウェイを入力 
してください。 DHCP で自動取得を行ラ場合 
は、自動取得されたデフォルトゲートウェイ 
が表示されます。 

DHCP 

[ Disabled ] 

Enabled 

[ Enabled ] に設定すると、 DHCP サーバがら 

IP アドレスを自動的に取得します。 IP アドレ 
スを設定する場合には、 [ Disabled ] に設定し 
ます。 

HTTP 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インタフェースの HTTP による通信を使 
用する場合には [ Enabled ] に設定してくださ 
い0 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

HTTP Port Number 

[80] 

管理用 LAN が HTTP による通信の際に使用す 
る TCP ポートナンパーを設定します。 

HTTPS 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インタフェースの HTTPS による通信を 
使用する場合には [ Enabled ] に設定してくだ 
さい。 

HTTPS Port Number 

[443] 

管理用 LAN が HTTPS による通信の際に使用 
する TCP ポートナンバーを設定します。 

Telnet 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインタフェースとして Telnet 
接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

Telnet Port Number 

[23] 

Telnet 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインタフェースとして SSH 
接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

SSH Port Number 

[22] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

Clear BMC Configuration 

[ Enter ] 

[ Enter ] を押下し、 「 Yes 」 を選択すると、 
BMC Configuration を初期化します。 


[]: 出荷時の設定 


H -〇 Clear BMC Configuration の注意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セットアップユーティリ 
ティの Load Setup Defaults を実行してもデフオルトに戻りません(デフオルトに 
戻すには Clear BMC Configuration を実行してください)〇 

• Clear BMC Configuration 実行後の初期化が完了するまでには、数十秒程度かかり 
ます。 

• 本体装置にバンドルされております管理ソフト DianaScope をご使用の場合は、 
DianaScope で設定された項目も Clear BMC Configuration の操作にてクリアされ 
ます。 DianaScope をご使用の場合には、本操作を行う前に DianaScope の設定情報 
のノ V ックアップを行ってください。 


BMC LAN Cofiguration メニューは、 BIOS セットアップユーティリティの 「Save Custom 
| ヒント | Default/Load Custom Default 」 で設定の保存ができません。 
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Event Log Configuration 

Serve 「メニューで 「Event Log 0〇响9リぱ1〇门」を選択し<巳1^6「>キーを押すと、以下の画面 

が表示されます。 




項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Clear All Event Log 

— 

< Ente レキーを押し、 「 Yes 」 を選択するとシ 
ステムイペントログが初期化されます。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Log 

Serve 「メニューの 「Event Log Configuration」 で 「System Event Log」 を選択すると、以下 
の画面が表示されます。 

以下はシステムイベントログの例です。 

記録されているシステムイベントログは< I >キー/<个〉キー、<十>キー/く一〉キー、 
<Home> キー/く End> キーを押下することで表示できます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

I Server I 


System Event Log 

Item Specific Help 

SEL Entry Number 

_ = 1/121 

This is an entry 

SEL Record ID = 

0904 

The System Event Log: 

SEL Record Type = 

02 - System Event Record 


Timestamp = 

2007/09/05 10:58:28 

Eyes used to view: 

Generator ID = 

20 00 


SEL Message Rev = 

04 

Up arrow : Newer SEL 

Sensor Type = 

12 - System Event 

Down arrow : Older SEL 

Sensor Number = 

87 - System Event 


SEL Event Type = 

6F - Sensor specific 

<■> : Newer SEL 

Event Description : 

= OEM System Boot Event 

<+> : Older SEL 

SEL Event Data = 

418F FF 




Home : Newer SEL 



End : Older SEL 


FI Help 翁翁 1 Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 争 4 S e i ec t Menu Enter Execute Command F10 Save and Exit 


登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大2分程度の時間が 
rgTn かかります。 
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Boot 


力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す0 



本装置は起動時にこのメニューで設定した順番にデバイスをサーチし、起動ソフトウェアを 
見つけるとそのソフトウェアで起動します。 

< t >キー/< 丨 >キー、<十〉キー/<_>キーでブート デバイスの 優先順位を変更で きます。 
各 デバイスの 位置へ< t >キー/< 丨 >キーで移動させ、<十〉キー / <_〉 キーで優先順位を変 
更 できます。 

I n -〇 EXPRESSBUILDER を起動する場合は、上図に示す順番に設定してください。 















Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 
このメニューの各オプションについて以下に説明します。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時に、こ 
の項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認の画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選択すると新たに選択した内容を CMOS 内に保存して SETUP を終了し、本 
装置は自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせたい時 
に、この項目を選択します。 

ここで、 「Yes」 を選択すると変更した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存せずに SETUP 
を終了します。 SETUP の内容を変更している場合には確認メッセージが表示されます。 
ここで、「N0」を選択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終わらせることができ 
ます。 「Yes」 を選択すると変更した内容を CMOS 内に保存して SETUP を終了し、本装置は自 
動的にシステムを再起動します。 

Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値(出荷時の設定）に戻したい時に、この項目を選択しま 
す。 Load Setup Defaults を選択すると、確認の画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、デフォルト値に戻ります。「N0」を選択すると Exit メニューの 
画面に戻ります。 
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Save Custom Defaults/Load Custom Defaults 

お客様の SETUP パラメータの設定を一時的に CMOS に保存する場合 、 Save Custom 
Defaults を選択します。また、ここで保存した設定を□—ドする場合には 、 Load Custom 
Defaults を選択します。 

BMC LAN Cofiguration メニューは、 BIOS セットアップユーティリティの 「Save Custom 
しド vjTj Default/Load Custom Default 」 で設定の保存ができません。 


Discard Changes 

新たに CMOS に値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択 
します。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、以前の値に戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューの画面 
に戻ります。 

Save Changes 

SETUP を終了せず、新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存する時に、こ 
の項目を選択します。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると CMOS (不揮発性メモリ）内に保存します。「 N0 」を選択すると 
Exit メニューの画面に戻ります。 
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RAID システムのコンフイクレーシヨン 

ここでは、本体標準装備の オン ボードの RAID コン ト□—ラ (MegaRADR 〇 MB ) を使用して、内蔵のハー 
ドディスクドライブを RAID システム として使用する方法について説明し ます。オプションの RAID コン ト 
ローラ(ディスクアレイ コン ト□ーラ)による RAID システムの 使用方法については、 オプションに 添付の説 
明書などを参照してください。 


RAID について 


RAID の概要 


RAID(Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 

直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、ハードディスクドライブを複数まとめて扱ラ 
技術のことを意味します。 

つまり RAID とは複数のハードディスクドライブを1つのディスクアレイ(ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することです。これにより単体の大容量ハードディス 
クドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

オンボードの RAID コント□—ラ （ MegaRADR 〇 MB ) では、1つのディスクグループを複数 
の論理ドライブ(バーチャルディスク)に分けて設定することができます。これらのパーチャ 
ルディスクは、〇 S からそれぞれ1つのハードディスクドライブとして認識されます。〇 S か 
らのアクセスは、ディスクグループを構成している複数のハードディスクドライブに対して 
並行して行われます。 

また、使用する RAID レベルによっては、あるハードディスクドライブに障害が発生した場 
合でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることがで 
き、高い信頼性を提供することができます。 
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RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方式には、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオンボード 
の RAID コント□—ラ （MegaRAD R 〇 MB ) がサボートする RAID レベルは、 「 RAID 〇 」 「RAID 
1 IRAID 5 IRAID 6 IRAID 10 IRAID 50」です。ディスクグループを作成する上で必要 
となるハードディスクドライブの数量は RAID レベルごとに異なりますので、下の表で確認 
してください。 


RA 旧レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID 0 

1 

8 

RAID 1 

2 

2 

RAID 5 

3 

8 

RAID 6 

3 

8 

RAID 10 

4 

8 

RAID 50 

6 

8 



[ヒント I 


各 RAID のレベル詳細は、「 RAID レベル」 （255 ページ）を参照してくださし、。 


ディスク グループ (Disk Group) 

ディスクグループは複数のハードディスクドライブをグループ化したものを表します。設定 
可能なディスクグループの数は、ハードディスクドライブの数と同じ数です。 

次の図はオンボードの RAID コント□—ラ （MegaRAD R 0 MB ) にハードディスクドライブを 
3台接続し、3台で1つのディスクグループ ( DG ) を作成した構成例です。 


RAID コント□ーラ 



ハードディスク 
ドライブ1 


ハードデイスク 
ドライブ2 


ハードディスク 
ドライブ3 


(36 GB ) (36 GB ) (36 GB ) 
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バーチャルディスク (Virtual Disk) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設定したものを 
表し、〇 s からは物理ドライブとして認識されます。設定可能なバーチャルディスクの数は、 
ディスクグループ当たり最大16個、コント□ーラ当たり最大64個になります。 

次の図はオンボードの RAID コント□—ラ (MegaRAID ROMB ) にハードディスクドライブを 
3台接続し、3台で1つのディスクグループを作成し、ディスクグループに RAID 5 のバーチャ 
ルディスク ( VD ) を2つ設定した構成例です。 


RAID コント□ーラ 


DGO 容量108 GB 



^— _ " 


^ - - ノ 


^— _^ 



VD 0-1 

2 〇 GB 

、 -«ノ 


VD 0-2 

2 〇 GB 

、-«_ 〆 


VD 0-3 

2 〇 GB 

s ^ ノ 

VDO ( RAID 5) 
容量 40 GB 


VD 1-1 

16 GB 

_ ノ 


VD 1-2 

16 GB 

^ 


VD 1-3 

16 GB 

VD 1( RAID 5) 
容量 32 GB 


ハードデイスク 
ドライブ1 
(36 GB ) 


ハードデイスク 
ドライブ2 
(36 GB ) 


ハードデイスク 
ドライブ3 
(36 GB ) 


パリティ (Parity) 

冗長データのことです。複数台のハードディスクドライブのデータから1セツトの冗長デー 
夕を生成します。 

生成された冗長データは、ハードディスクドライブが故障したときにデータの復旧のために 
使用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中にハードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホットスワップといいます。 
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ホツトスペア （Hot Spare) 


ホットスペアとは、冗長性のある RAID レベルで作成したディスクグループを構成するハー 
ドディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるよラに用意された予備の 
ハードディスクドライブです。ハードディスクドライブの障害を検出すると、障害を検出 
したハードディスクドライブを切り離し(オフライン)、ホットスペアを使用してリビルドを 
実行します。 

ホットスペアを使用したリビルド「スタンバイリビルド」については「オンボードの RAID コン 
U 37 F 1 トロ-ラ (MegaRAID R 〇 MB ) の機能について」 （259 ぺージ）を参照してくださし、。 
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RAID レベルの特徴 

各 RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


「 RAIDO 」 について 

データを各ハードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を r ストライビング」と 
呼びます。 

図ではストライプ1(ハードディスクドライブ1)、ストライプ2(ハードディスクドライブ2)、 
ストライプ3(ハードディスクドライブ 3) • • •というようにデータが記録されます。すべて 
のハードデイスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたデイスクアク 
セス性能を提供することができます。 


uma 


RA 旧0はデータの冗長性がありません。ハードディスクドライブが故障するとデータの復 
旧ができません。 


RAID コント□ーラ 







ハード 


ハード 


ハード 

テイスク 


テイスク 


デイスク 

ドライブ1 


ドライブ2 


ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 

ストライプ4 


ストライプ5 


ストライプ6 


RAID レベル 

オンボードの RAID コント□—ラ （MegaRAD ROMB ) がサボートしている RAID レベルにつ 
いて詳細な説明をします。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 〇 

ストライピンク' 

なし 

データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量=ハードディスクドライプ 1 台の容量 

X ハードディスクドライブ台数 

RAID 1 

ミラーリング 

あり 

J \- ドディスクドライプが 2 台必要 
容量=ハードディスクドライブ 1 台の容量 

RAID 5 

データおよび冗長データ 
のストライピンク' 

あり 

J \- ドディスクドライプが 3 台以上必要 
容量=ハードディスクドライブ 1 台の容量 

X (ハードディスクドライブ台数- 1) 

RAID 6 

データおよび二重化冗長 
データのストライピング 

あり 

八ードディスクドライブが 3 台以上必要 
容量=ハードディスクドライブ 1 台の容量 
x (ハードディスクドライブ台数- 2) 

RAID 10 

RAID 1 のスパン 

あり 

J \- ドディスクドライプが 4 台以上必要 
容量=ハードディスクドライプ 1 台の容量 
x (ハードディスクドライプ台数 +2) 

RAID 50 

RAID 5 のスパン 

あり 

A - ドディスクドライブが 6 台以上必要 
容量=ハードディスクドライブ 1 台の容量 
x (ハードディスクドライブ台数- 2) 
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「 RAID 1 」について 

1 つのハードディスクドライブに対してもう1つのハードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台のハードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別のハードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方のハードディスクドライブが故障したときに同じ内容 
が記録されているもう一方のハードディスクドライブを代わりとして使用することができ 
るため、システムをダウンすることなく運用できます。 


RAID コント□ーラ 


^ 、 


V 

、 ^ 

八ード 


ハード 

テイスク 


デイスク 

ドライブ1 


ドライブ2 


ストライプ1 


ストライプ1 

ストライプ2 


ストライプ2 


「 RAID5 」 について 


RAIDO と同様に、データを各ハードディスクドライブへ「ストライビング」方式で分散して 
記録しますが、そのときパリティ（冗長データ)も各ハードディスクドライブへ分散して記録 
します。この方式を「分散パリティ付きストライビング」と呼びます。 


データをストライプ( X )、ストライプ ( x +1)、 そしてストライプ ( x ) とストライプ ( x +1) から生 
成されたパリティ （ x ， x +1) というように記録します。そのためパリティとして割り当てられ 
る容量の合計は、ちょラどハードディスクドライブ1台分の容量になります。□ジカルドラ 
イブを構成するハードディスクドライブのうち、いずれかの1台が故障しても問題なくデー 
夕が使用できます。 


RAID コント□ーラ 


グ ^ —< 

^_ ノ 


^ ^ - V 

^_ ノ 


^_ ノ 

八ード 
テイスク 
ドライブ1 


八ード 
デイスク 
ドライブ2 


ハード 
ディスク 
ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ（1,2) 

ストライプ4 


パリティ（3,4) 


ストライプ3 

パリティ（5,6) 


ストライプ5 


ストライプ6 
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「 RAID6 」 について 


RAID 5 と同樹こ「ストライ ビング」 方式で記録し ますが、 通常のパリティ （ P ) と、何らかの係 
数による重み付けなど異なる計算手法を用いた別のパリティ ( Q ) の、2種類のパリティを使用 
します。 この方式を「二重化分散パリティ付きストライ ビング」 と 呼びます。 そのためパリ 
ティとして割り当てられる容量の合計は、ちょうどハードディスクドライブ2台分の容量に 
なります。 ロジカルドライブを構成するハードディスクドライブのうち、いずれかの2台が 
故障しても問題な く データが使用で きます。 



RAID コント□ーラ 












ど^ 

- - ン 


1 — ン 


、 ^ ン 



ハード 
ディスク 
ラィ 5 


ハード 

ディスク 

ドライブ2 

^^ _ > 


ハード 
デイスク 
ドライブ3 


ハード 
デイスク 

ドライブ4 

' s — ^ 


ストライプ1 


ストライプ2 

ストライプ4 


パリティ P (3,4) 

パリティ P (5,6) 


パリティ Q (5,6) 

パリティ Q (7,8) 


ストライプ7 


パリティ P (1,2) 


八°リティ Q (1,2) 

八°リティ Q (3,4) 


ストライプ3 

ストライプ5 


ストライプ6 

ストライプ8 


パリティ P (7,8) 
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「 RAID10 」 について 

データを 2 つのハードディスクドライブへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライビング」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能と、 
RAID 1 の高信頼性を同時に実現することができます。 





RAID コント□ーラ 





1 1 1 1 


、^ ン 、^ 一 

メ ^ - ^ 一 




ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ5 


▲ 


RAID 1 - 


▲ 



ストライプ1 


ストライプ2 



ストライプ3 


ストライプ4 



ストライプ5 


ストライプ6 



ストライプ2 


ストライプ4 


ストライプ6 


本 


RAID 1 - 




RAID 〇 


「 RAID50 」 について 

データを各ハードディスクドライブへ「分散ノ \°リティ付きストライビング」で分散し、さら 
にそれらを「ストライビング」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能 
と、 RAID 5 の高信頼性を同時に実現することができます。 



RAID コン 

'トローラ 


1 1 1 1 1 1 


^ -- 


^— ^ >. 

、 -- 


、 - ノ 


-- . 


、- ノ 


-- 

八ード 
デイスク 
ドライブ1 


八ード 
デイスク 
ドライブ2 


八ード 
ディスク 
ドライブ3 


八ード 
デイスク 
ドライブ4 


八ード 
デイスク 
ドライブ5 


八ード 
ディスク 
ドラつノ6 


ストフつプ1 


ストフ^!プ6 


パリティ （9,10) 


ストフ1ノ2 


パリティ （5, 6) 


ストライプ9 


RAID5 


パリティ （1,2) 


ストフ1プ5 


ストライプ1〇 


ストフ1ノ 3 


ストライプ8 


パリティ （11,12) 


RAID0 


ストライプ4 


パリティ (7,8) 


ストフイプ11 


RAID5 


パリティ （3, 4) 


ストライプ7 


ストフイプ12 


▲ 
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オンポードの RA 旧コントローラ ( MegaRA 旧 ROMB ) の機能について 


オンボードの RAID コント□—ラ （MegaRAID ROMB ) が持つ機能を説明します。 

■J ビ J レド 

リビルド ( Rebuild ) は、ハードディスクドライブに故障が発生した場合に、故障したハード 
ディスクドライブのデータを復旧させる機能です。旧八01』ゃ|7^\05』、 『 RAID 6』 など、 
冗長性のあるバーチャルディスクに対して実行することができます。 


マニュアルリビルド ( 手動リビルド） 

オンボードの RAID コント□—ラ （MegaRAID R 〇 MB ) の管理ユーティリティ WebBIOS や、 
Universal RAID Utility を使用し、手動で実施するリビルドです。ハードディスクドライブ 
を選択してリビルドを実行することができます。 


オートリビルド ( 自動リビルド） 

Universal RAID Utility などのユーティリティを使用せず、自動的にリビルドを実行させる 
機能です。 

オートリビルドには、以下の2種類の方法があります。 

• スタンパイリビルド 

ホットスペアを用いて自動的にリビルドを行う機能です。ホットスペアが設定されてい 
る構成では、バーチャルディスクに割り当てられているハードディスクドライブに故障 
が生じたときに、自動的にリビルドが実行されます。 

• ホットスワップリビルド 

故障したハードディスクドライブをホットスワップで交換し、自動的にリビルドを実行 
する機能です。 

vi-O リビルドを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• リビルドに使用するハードディスクドライブは、故障したハードディスクドライブと 
同一容量、同一回転数、同一規格のものを使用してください。 

• リビルド中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• リビルド中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実施しないでください。万が 
— 、停電などの不慮な事故でシャットダウンしてしまった場合、速やかに電源の再投入 
を行ってください。自動的にリビルドが再開されます。 

• 故障した八ードディスクドライブを抜いてから新しい八ードディスクドライブを実装 
するまでに、60利〉以上の間隔をあけてください。 

• ホットスワップリビルドが動作しない場合は、マニュアルリビルドを実行してくださ 
し、。 
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パトロールリード 

パト□ールリード (Patrol Read ) は、ハードディスクドライブの全領域にリード&ベリファ 
イ試験を実施する機能です。パト□ールリードは、バーチャルディスクやホットスペアに割 
り当てられているすべてのハードディスクドライブに対して実行することができます。 

パト□ールリードにより、ハードディスクドライブの後発不良を検出•修復することができ 
るため、予防保守として使用できます。 


冗長性のあるパーチャルディスクを構成するハードディスクドライブやホットスペアに割り 
当てられたハードディスクドライブの場合は、実行中に検出したエラーセクタを修復する 
ことができます。 

n -〇 パト□ールリードを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• オンポードの RA 旧コントローラ （ MegaRA 旧 ROMB ) は、工場出荷時にパト□ール 
リードが有効 [ Enable ] となっています。 

• パト□ールリードの設定を変更するには 、 Universal RA 旧 Utility を使用します。 

• パト□ールリード実行中にシステムを再起動しても、途中から再開します。 

整合性チェック 

整合性チェック (Check Consistency ) は、パーチャルディスクの整合性をチェックするため 
の機能です 。 「RAID 0」以外の冗長性のあるバーチャルディスクに対して実行することがで 
きます。 


整合性チェックは、 WebBIOS や Universal RAID Utility から実施することができます。 

整合性チェックは整合性をチェックするだけでなく、実行中に検出したエラーセクタを修復 
することができるため、予防保守として使用できます。 

n -〇 整合性チヱックを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• 整合性チェック中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• 整合性チェック実行中にシステムの再起動を行うと途中から再開します。 

• 整合性チェックのスケジュール運転は、 WebBIOS を使用してください。 
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バッククラウンドイニシャライズ 

5台以上のハードディスクドライブで構成されたディスクグループに RAID 5 のパーチャル 
ディスクを作成した場合、および7台以上のハードディスクドライブで構成されたディスク 
グループに RAID 6 のバーチャルディスクを作成した場合、自動的にバックグラウンドイニ 
シャライズ (Background Initialize ) が実施されます。バックグラウンドイニシャライズ機肯 g 
は、初期化されていない領域に対してバックグラウンドでパリティ生成処理を行う機能であ 
り、整合性チェックと同等の処理を行います。 

ただし、以下の場合はバックグラウンドイニシャライズが実施されません。 

• バックグラウンドイニシャライズが実施される前にフルイニシャライズ (Full Initialize )* 
を実施し、正常に完了している場合 

* フルイニシャライズは、バーチャルディスクの領域全体を「0」でクリアする機能で 
す。 

• バックグラウンドイニシャライズが実施される前に整合性チェックを実施し、正常に完 
了してし''' る場合 

• バックグラウンドイニシャライズを実施される前にリビルドを実施し、正常に完了して 
いる場合 ( RAID 5 のみ） 

• バーチャルディスク作成時に 、 「Disable BGI 」 の設定を 「 Yes 」 に設定した場合 

• バーチャルディスクが縮退状態 ( Degraded ) やオフライン状態(〇 ffline ) の場合* 

* RAID 6 で部分的な縮退状態 (Partially Degraded ) の場合はバックグラウンドイニシャ 
ライズが実行されます。 

また、一旦バックグラウンドイニシャライズが完了しているバーチャルディスクに対して以 
下の操作を行った場合は、再度バックグラウンドイニシャライズが実施されます。 

• パーチャルディスクが縮退状態 ( Degraded ) やオフライン状態(〇 ffline ) の場合に、オフラ 
インのハードディスクドライブに Make 〇 nline を実施し、パーチャルディスクが Optimal 

I しなったふ勿も 

• RAID コント□ーラを保守部品などに交換した場合 

• 既存のバーチャルディスクにリコンストラクションを実施し、ハードディスクドライブ 
5台以上の RAID 5 構成に変更した場合 

• 既存のバーチャルディスクにリコンストラクションを実施し、ハードディスクドライブ 
7台以上の RAID 6 構成に変更した場合 

M -0 バックグラウンドイニシャライズを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• バックグラウンドイニシャライズ中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• バックグラウンドイニシャライズを中断させても、数分後に再度実施されます。 
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リコンストラクシヨン 


リコンストラクション ( Reconstruction ) 機能は、既存のバーチヤルディスクの RAID レベル 
や構成を変更する機能です。リコンストラクション機能には以下の3通りの機能があります 
が、オンボードの RAID コントローラ （MegaRAD R 〇 MB ) では Migration with addition のみ 
をサポートしています。 

I p -〇 リコンストラクションは、 WebBIOS で行います 。 Universal RA 旧 Utility はリコンスト 
ラクシヨンをサボートしていません。 


Removed physical drive 

オンボードの RAID コント□—ラ （MegaRAD R 〇 MB ) では未サボートです。 


Migration only 

オンボードの RAID コント□—ラ （MegaRAD R 〇 MB ) では未サボートです。 


Migration with addition 

既存のバーチャルディスクにハードディスクドライブを追力□する機能です。本機能の実行パ 
ターンは以下の通りです 。 （a :追加するハードディスクドライブの数） 


実行前 

実行後 

特徴 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドラィブ数 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドラィブ数 

RAID0 

X 台 

RAID0 

x+a 台 

八ードディスクドライプ a 台 
分の容量が拡大される 

RAID 〇 

1台 

RAID1 

2台 

容量は変更されない 

RAID0 

X 台 

RAID5 

x+a 台 

八ードディスクドライブ a-1 
台分の容量が拡大される 

RAID0 

X 台 

RAID6 

x+a 台 
(a =2以上） 

八ードディスクドライブ 
a -2 台分の容量が拡大される 

RAID1 

2台 

RAID0 

2+a 台 

ハードディスクドライプ a +1 
台分の容量が拡大される 

RAID1 

2台 

RAID5 

2+a 台 

八ードディスクドライプ a 台 
分の容量が拡大される 

RAID1 

2台 

RAID6 

2+a 台 

ハードディスクドライブ a-1 
台分の容量が拡大される 

RAID5 

X 台 

RAID0 

x+a 台 

ハード ディ スクドライプ a +1 
台分の容量が拡大される 

RAID5 

X 台 

RAID5 

x+a 台 

八ードディスクドライブ a 台 
分の容量が拡大される 

RAID5 

X 台 

RAID6 

x+a 台 

ハードディスクドライブ a-1 
台分の容量が拡大される 

RAID6 

X 台 

RAID0 

x+a 台 

八ードディスクドライブ a +2 
台分の容量が拡大される 

RAID6 

X 台 

RAID5 

x+a 台 

ハードディスクドライブ a +1 
台分の容量が拡大される 

RAID6 

X 台 

RAID6 

x+a 台 

八ードディスクドライプ a 台 
分の容量が拡大される 
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リコンストラクションを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• リコンストラクション実行前に、必ずデータのバックアップと整合性チェックを実施し 
てください。 

• 1つのディスクグループに複数のバーチャルディスクを作成している構成には、リコン 
ストラクションは実施できません。 

• リコンストラクション中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• 縮退状態 ( Degraded ) や部分的な縮退状態 (Partially Degraded ) のバーチャルディス 
クにも実行することができますが、リビルドを実行し、バーチャルディスクを復旧した 
後で実行することを推奨します。 

• リコンストラクション中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実施しないでくだ 
さい。万が一、停電等の不慮の事故でシャットダウンをしてしまった場合は、速やかに 
電源を再投入してください。再起動後、自動的に再開されます。 

• 構成によっては、リコンストラクションが完了後に、自動的にバックグラウンドイニ 
シヤライズが実行される場合があります。 


例） RAID5 のバーチャルディスクの Migration with addition 

以下は、 36 GB ハードディスクドライブ x 3台で構成された RAID 5 のバーチャルディス 
クに、 36 GB ハードディスクドライブを1台追加する場合の例です。 





36GB 


【実行前】 
容量= 72GB 




x - ^ N. 

-- ♦ 



36GB 

- ^ 



Migration with addition 実仃 


36GB 


36GB 


【実行後】 
容量= 108GB 


バーチャルディスク (RAID 5) 





パーチヤルディスク (RAID 5) 
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WebB 旧 S を使用する前に 


「 WebBI 〇 S 」 を使用する前に、サポート機能および注意事項をご覧ください。 

サボート機能 

• ハードディスクドライブのモデル名/容量の情報表示 
• ハードディスクドライブの割り当て状態表示 
• バーチャルディスクの作成 
- RAID レベルの設定 
— Stripe Block サイズの設定 
— Read Policy/Write Policy /10 Policy の設定 
• バーチャルディスクの設定情報•ステータスの表示 
• バーチャルディスクの削除 
• コンフィグレーションのクリア 
• イニシャライズの実行 
• 整合性チェックの実行 
• マニュアルリビルドの実行 
• リコンストラクションの実行 

バーチャルドライブ作成時の注意事項 

1. DG を構成するハードディスクドライプは同一容量および同一回転のものを使用してください。 

2. VD を構築した後、必ず Consistency Check を実施してください 0 

3. オンボードの RAID コント□—ラ ( MegaRADR 〇 MB ) に〇 S をインストールする際は、 0 S インス 
I ル用の VD のみを作成してください。 

4. WebBIOS は DianaScope のリモートコンソール機能では動作しません。 
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5 . WebBIOS の Physical Drive と Universal RAID Utility の物理デバイスの対応は、以下の情報で判 
断します。 

WebBIOS 

Physical Drives 欄で表示するエンクロージャ番号とス□ット番号* 

* Physical Drives 欄で表示される番号 ( X : X : X ) は、コネクタ番号：エンクロージャ番号：ス□ッ 
卜番号を表します。本装置では、コネクタ番号は未サポートのため「0」と表示され、エンク 
ロージャ番号は常に ri 」 になります。スロット番号は「◦〜7」で表示され、 Z 5 インチディスク 
ベイのス□ット番号を表します。 

Universal RAID Utility 

物理デバイスのプロパティで表示するエンクロージャ番号とス□ット番号 

WebBIOS の Physical Drives 欄に表示するス□ット番号は◦オリジンの番号ですが、 Universal 
RAID Utility のス□ット番号は1オリジンの番号ですので注意してください。 


WebBIOS の Physical Drives 表示画面 



Universal RAID Utility の物理デバイスのプ□パティ画面 
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WebB 旧 S の起動とメニ 


WebBIOS の起動 

1. 装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、 [ Esc ] キーを押してください。 


NEC 

Press <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 


2. POST 画面が表示されたら < Ctrl >+< H > キーを押して WebBIOS を起動します。 


【 POST 画面イメージ ( バーチャルディスク未設定時)】 


LSI MegaRAID SAS - MFI BIOS Version XXXX (Build MMM DD , YYYY ) 
Copyright ( c ) 2007 LSI Logic Corporation 
HA - X (Bus X Dev X ) MegaRAID SAS PCI Express ( TM ) ROM 巳 
FW package : X . X.X - XXXX 


0 Logical Drive ( s ) found on the host adapter . 
0 Logical Drive ( s ) handled by BIOS . 

Press < Ctrl > < H > for WebBIOS . 


I n-OB^ 

| post 中は <i 


はく Pause > キーなどの操作に関係ないキーを押さないでください。 
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Main Menu 


WebBIOS を起動すると最初に表示される [Adapter Selection ] 画面です。 WebBIOS を用し^ 
て操作を実施するコントローラを選択し、 n Sta 「 t n をクリックしてください。 
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[Adapter Selection] を実行すると WebBIOS トップ画面が表示されます。 



p -〇 Physical Drives 欄で表示される番号 ( X : X : X ) は、コネクタ番号：エンクロージャ番号： 
ス□ット番号を表します。本装置では、コネクタ番号は未サボートのため「〇」と表示され、 
エンクロージャ番号は常に「1」になります。スロット番号は「0〜7」で表示され、 2.5 イン 
チディスクベイのスロット番号を表します。 


268 































Adapter Properties 


WebBIOS トップ画面にて [Adapter Properties ] をクリックすると、設定情報を表示するこ 
とができます。 




\±m ihi 


iSlti 


HesaRAID SAS PCI EspressOl) 


Version X.XX.XX-XXXX 




設定情報画面にて [ Next ] をクリックすると、詳細設定を表示することができます。 


WHdl _ 

I Properties 


ISI^S 
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設定情報画面は次のページにもあります。 [ Next ] をクリックすると、次のページの詳細設定 
を表示することができます。 
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初期設定値および、設定値説明 


項目 

設定値 

説明 

変更可否 

備考 

Battery Backup 

Present 

None 

バッテリのプロパティ画面を 

• バッテリ}°答載時： Present 
• バッテリ未搭載時： None 

— 


Set Factory Deraults 

No 

Yes 

本製品の設定をベンダ出荷時 
の状態に戻します。 

不可* 


Cluster Mode 

Disabled 


不可 


Rebuild Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


Patrol Read Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


BGI Rate 

30 

奨励設定値： 3〇 

可 


CC Rate 

30 

奨励設定値： 3〇 

可 


Reconstruction Rate 

30 

奨励設定値： 3〇 

可 


Adapter BIOS 

Enabled 

Disabled 

— 

不可 


Coercion Mode 

None 

128MB-way 

1 GB-way 


不可 


PDF Interval 

300 


不可 


Alarm Control 

Disabled 

Enabled 

Silence 

Disabled :アラームなし 

不可 


Cache Flush Interval 

4 


不可 


Spinup Drive Count 

2 


不可 


Spinup Delay 

12 

— 

不可 


Stop On Error 

Disabled 

Enabled 

— 

不可 


Stop CC On Error 

No 

Yes 

整合性チェックで不整合を検 
出したときの動作を設定しま 
す。 

No: 修復して継続します。 

Yes: 中断します。 

可 


Maintain PD Fail 

History 

Disabled 

Enabled 


不可 


Schdule CC 

Supported 

整合性チェックのスケジュー 
ル運転を設定します。 

可 



* Set Factory Defaults を実施すると NEC の工場出荷時の設定に戻せなくなりますので、 
実施しないでください。 


設定値変更方法 

[Adapter Properties ] 画面にて設定変更可能なパラメータを変更した後、画面中央にある 
[ Submit ] ボタンをクリックして設定値を確定してください。 
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"Battery Backup 11 のステータスが 11 Present 1 ' と表示されます。 [Present] をクリックすると、 
下記のバッテリステータス画面が表示されます。 


H^aRAID BIOS Ccnfiairat 


ity Battery 




^ | 4«| cj | & i 



Batta-v Type ： iBBU 

Design Info 


VAjIt^e ： XXXXX mV 

Hfs NaiiK ： 

LSICIOOOOfi 

Curr ent ： X 

Hfs Date ： 

hf^DD/ViYT 

Temper ature ： XX des centisrade 

Ser ial No ： 

XXXX 

Status ： 

Des isn CapacityI 

880mfih 

Gas Cause Status : kkkkkkkkk 

Des isn Vo Itase ： 

43001 iW 

Fully Charge Capacity remain ins : XXS 

Dey ice NaiiK ： 

5810-2 

Des isn Char se Capacity remain ins : XXS 
Expected marsin of error : XS 

Dey ice Chemistr vl 


Capacity Info 

Properties 


Fu 11 Oiarse Capac ityl XXXmAh 

fiuto Learn Period 

(days) 30 

Rema in ins Capac i tv : XXXnnAh 

NeKt Learn Time • 渾鄕幻、；，;靠似 


Learn Delay 1nterya1 Chrs) 「0 


fiuto Learn Mode 

| Disabled 


I Go 



p -〇 上記プ□パテイ画面において '' Auto Learn Period " , "Next Leam Time " および "Leam 

Delay Interval " は設定変更不可です。 


• バッテリが充電状態のとき、 Status は " Charging ” となります。 

しド v]T I バッテリが放電状態のとき、 Status は" Discharging ” となります。 

• バッテリ交換後、装置の電源をオンにしても直ぐに充電状態に遷移しないことがありま 
す。数時間程度装置を通電した後、再度 Status を確認してください。 
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Scan Devices 


WebBIOS トップ画面にて [Scan Devices] をクリックすると、接続されているハードディス 
クドライブを再認識します。この機能は WebBIOS 起動後に新たなハードディスクドライブ 
を接続した際に有効です。 

91-0 • 新たに接続したハードディスクドライブに他のコンフィグレーション情報が保存されて 

いる場合、下記の [Foreign Configuration ] 画面が表示されます。そのまま新規八一 
ドディスクドライブとして使用する場合は、 " Clear " をクリックしてください。新たに 
接続した八ードディスクドライブ内のコンフィグレーション情報がクリアされます。 

• 新規に接続したハードディスクドライブ使用して Universal RAID Utility で論理ドラ 
イブを作成する場合、他のコンフィグレーションが残っていると論理ドライブを作成で 
きません。その場合は、本機能で他のコンフィグレーションを削除してください。 （*) 

(*) Universal RAID Utility には本機能はありません。 
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Virtual Disks 


Fast Iniii^lize 
Slow Initialize 
Check Consistency 
Properties 

Set Boot Drive fC urrent = 0) 


^ ¢0 I ^ Reset 




^=11 雜レ 1 1 s 



WebBIOS トップ画面にて [Virtual Disks] をクリックすると、すでに構成されている VD に対 
する操作画面が表示されます。 


m 


VD が存在しない場合は、画面右上の欄に VD が表示されません。本操作画面は VD が存在す 
るときに使用してください。 


> X: RA D X: XXXXXX 


ion Utility Yirtua LH 


厂厂厂厂厂 
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Physical Drives 

WebBIOS トップ画面にて [Physical Disks ] をクリックすると、接続されている Physical 
Drive (ハードディスクドライブ)に対する操作画面が表示されます。 



I n-0 PD が存在しない場合は、画面右上の欄に PD が表示されません。本操作画面は PD が存在す 
るときに使用してください。 
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Physical Drives Properties 

Physical Drive の Property の確認は以下の手順で行います 。 Physical Drive 〇:〇:〇の 
Property を確認する例を説明します。 

① 確認する Physical Drive をクリックして選択する。 

② Properties のチェック欄をクリックする。 

③ Go をクリックする。 



以下のプロパティ画面が表示されます。 
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Configuration Wizard 

接続したハードディスクドライブを用いてバーチャルディスクを構築する機能です。本機肯 g 
については次項”パーチャルディスクの構築 n にて説明します。 

Adapter Selection 

本装置では、本機能を使用しません。 

Physical View / Logical View 

VD を構築している場合、 WebBIOS トップ画面にディスクグループ ( DG ) が表示されます。 
[Physical View ] をクリックすると、 DG を構築しているハードディスクドライブの情報が表 
示されます 。 [Logical View ] をクリックすると、 DG 内で構築されている VD が表示されま 
す。 

Events 

イベント情報を確認する画面です。 
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Exit 


WebBIOS トップ画面より [ Exit ] をクリックすると、 WebBIOS を終了するための確認画面が 
表示されます。 WebBIOS を終了する際は、下記画面にて [ Yes ] をクリックしてください。 



WebBIOS が終了すると、下記の画面が表示されます。装置を再起動してください。 






















バーチャルディスクの構築 


ここでは WebBIOS を用いて、 VD (バーチャルディスク)を構築する手順を説明します。 

Configuration Wizard 

WebBI 〇 S を起動し、トップ画面より [Configuration Wizard ] をクリックすると、下記の画 
面が表示されます。該当する操作を選択し、画面右下の [ Next ] をクリックしてください。 


Mega RAID Bl 


tsnlt 


Corf i gurati on Vizard guides you throu^i the steps for corfigu-ation the Mega RAID 
System easily and efficiently. The steps are as follows: 


1. Aray definitions 

2. Virtual Disk definitions 

3. Do figuration Preview 


Group physical drives into arrays. 

Deine vitual disks using those arrays. 
Preview con^guration before rt is ssi^d. 


Please choose appropriate conjuration t^pe: 

bj clare^lngcanffguaLkin an^ - . 


darCanC|giJBt.kin 

NavCanC|guai.lan 


|~ Add Can^lgu a(.lan 


CteTi.haot.bJ.IngcGnl'Igual.lGn. f yau any string 士 U 

Jn l.hc rk rdsflrKd drKra3-. w\l Ik knJ.. 


Rda Irn-aid oanCIgu aLlan and then add^ ^wdrKm la l_hc 
は bn 

=T^. iLdacs nal resuL In any 土 U kn-t. 

C a nee I I (l#H e>d J 


Clear Configuration 
New Configumtion : 


コンフィグレーションをクリアします。 

コンフィグレーションをクリアし、新しい VD を作成します。既 
存 VD が存在する場合はご注意ください。 


Add Gonfiguration 


既存 VD が存在する状態で、新たに VD を追加します。 
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[New Configuration ] または [Add Configuration ] を選択した場合、下記の画面が表示されま 
す0 



Custom C 〇 nfigumti 〇 n : 


Auto Configuration : 
with Redundancy 

Auto Configumtion : 
without Redundancy 


手動コンフイグレーシヨンを実施します。 

(RAID レベルやサイズ等をすべて手動操作で決定します。） 

自動コンフィグレーションを実施します。 

(冗長性のある RAID レベルにて VD が構成されます。） 

自動コンフィグレーションを実施します。 

(冗長性の無い RAID レベルにて VD が構成されます。） 


p-0 


"Custom Configuration" 機能のみをサボートしています。 











複数台の PD(Physical Drive ) をひとまとめの DG(Disk Groups ) として定義します。 




iStili 




D i Eh firoLp Def in it ion ： To add dr ive& to a Di ル Group, hold Control key i le select itig 
lliwnf Good dr ives ： and c：l ick on Accept DG. Drive add it ion can be 
uidone by selectire the Reclaim button. 




0：1 

1 : 0 : 

UNCONF 

GO CO ： 

y.m.v. 

he ： 

0：1 

1 : 1 : 

UNCONF 

GOOD ： 

靈认 

he ： 

0：1 

1 : 2 : 

UNCONF 

GOOD ： 


he ： 


Rec laim 

Cancel | 如 Back | II. Me«t 


① DG を構成する Physical Drive (ハードディスクドライブ)を < Ct 「 l > キーを押しながらク 
リックすることで、複数台選択します。 


():i 

0:1 

():i 


0 ： UNCONF GOOD ： yXXXX hE ： 
1：UMCOMF GOOD ： KXXXX hE ： 
2 ： UNCONF GOOD ： KXXHX hE ： 


②選択完了後、画面左下の [ AddtoArray ] をクリックします。 


Enclosure XXX 
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③画面右側 Disk Groups の欄に、新しい DG が設定されます。 DG の確定するために、画面 
右下の [Accept DG ] をクリックします。 



④ DG が確定されたら、画面右下の [ Next ] をクリックします。 



⑤ DG の設定後、スパン定義画面が表示されます。 


■ 



Spin D if in it ion ： 


To add array hole to a Span, select an array hole from the 
i* 1 op-dom C I ick on Add To Span, frray ho le will be added to the 
span. Array Hole addition can be undone by selecting the 
Rec la im button. 




| DG ： 0 ? Ho le ： 0 7 R0 ? R5^ R6 ? XXXXXhC T | 



O fide to SPAN | 


Reclaim | 


Cancel | ,11 Back I 11^ Ne^t 
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⑧画面左側 Array With Free Space 欄から、 VD を設定する DG を選択し [Add to SPAN ] を 
クリックすると、画面右側 Span 欄に DG が設定されます。 



⑦スパン設定完了後、画面右下の [ Next ] をクリックします。 


11-0 • RA 旧0，1，5,6を構築する場合は、スパン設定は1つの DG だけを設定してください。 

複数の DG に対して一度に VD 設定する場合、1つ目の DG に対して VD 設定してから、 
次の DG を選択して VD を設定してください。 

• RA 旧10,50のスパン構成を構築する場合は、同じ数量のハードディスクドライブで構 
成された複数の DG をスノ（ン設定してください。 

«異なる数量の八ードディスクドライブで構成された複数の DG を一度にスパン設定する 
ことはできません。 
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前画面の操作で作成した DG 内に VD を構築します。 DG 確定後、 VD 定義画面が表示されま 
す。画面右側の中段の n NextLD，Possible RAID Levels 1 ’ には、 DG 内に構築可能な VD の RAD 
レベルおよび最大サイズが表示されています。 
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例として 、 RAID 5サイズ yyyyy MB の VD を構築します。 

① 画面左側の設定項目欄へ必要なパラメータを入力します。 

② Select Size ” 欄へサイズ“ yyyyy ” を入力します。 

③ VD の設定が完了した6、画面中央下 [ Accept ] をクリックします。 

④ 続けて VD の構築を行う場合は、 [ Back ] をクリックしスパン定義画面から同様の手順で構 
築を行います。 

⑤ VD の構築が完了した6、 [ Next ] をクリックします。 


■"〇 あらかじめ “ Select Size ” 欄に入力されているサイズは、 RA 旧1や RA 旧6の場合の最大 
サイズです。 RA 旧レベルを RA 旧0や RA 旧5に設定した場合の最大サイズは 、 “Next LD ， 
Possible RAID Levels ” を参照し手動で入力する必要があります。 


IfejCaRAID BIOS 


IS ■な 




Str ip S ize 


Access Policy 


Read Pol icy 


'Nr its Po I icy 


Nor ma I 


呒 ack 


Wrthru for BAD EEU 


I 0 Policy 


D \ sk Cache 
Policy 


Dibble BGI 


Select Size 


—Reclaim I 


Cancel | Back | 時 Newt | 
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⑧ DG 0 内に VD 0 が構築され、以下の画面が表示されます。 



0 ： 1 ： 0 ： ONLINE ： OXXX hfi ： VD 0 

o ： i ： i ： online ： mmn №1 

0 ： 1 ： 2 ： ONLINE ： OXXX ht ： 


Cancel I 4 11 Back I Accept 


⑦ 構築した VD に誤りがなければ、画面右下の [Accept] をクリックします。 

⑧ "Save this 〇 3 加 911 「 31:1 〇门？ ” というメッセージが表示されますので、コンフイグレーシヨ 
ンを保存する場合は 11 Yes n をクリックします。 

(9) "All data on the new Virtual Disks will be lost. Want to Initialize?" と新規 VD に対し 
ファストイニシャライズを実施するか否かを確認するメッセージが表示されます。通常 
は 1 ' Yes n をクリックしてください。 

⑱ 'Virtual Disks” 操作画面が表示されます。他の操作を行う必要が無い場合は、画面左下の 
[Home] をクリックしてください。 
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⑪ WebBIOS トップ画面が表示され、画面右下に構築した VD が表示されます。 


Mega RAID BIOS Conf igur^ion Utility Virt 






WebBIOS 


Physical Drr^es 



0:1 

0 

ONLUK™ LHE 

0:1 

1 

Oh|UhlE: XXXX WE 

0:1 

2 

Oh|UNE:XXXX WE 


\^rtuai Drives 
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Configure SPAN 

例として、 4 台のハードディスクドライブを使用して RAID 1 0( RAID 1 のスパン)を構築する手 
順を下記に説明します。 



RAIDOO や RA 旧60の構成は未サボートですので、搆築しないでくださし、。 


① WebBIOS トップ画面より [Configuration Wizard ] をクリックして、 Wizard を起動しま 
す0 



D isk Gro^j Def in it ion ： 



To add drives to a Disk Group, hold Control kev whi le select ins 
Uncotif Good drives and cl ick on Accept to Array. Then Accept DG. 
Drive addition can be uidone by select ins tiie Reclaim button. 



Cancel | 嫜11 Back 11^ Ne^t 


② DG を構成する Physical Drive ( HDD ) を < Ct 「 l > キーを押しながらクリックして選択しま 
す。（例として二つの DG を構築しスパンします。） 
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③選択完了後、画面右下の [ AddtoArray ] をクリックし、画面右側 Disk Groups 讎こ DG が設 
定されたことが確認できたら [Accept DG ] をクリックして確定します。 


():1:0: ONLINE ： >：>：>；：•!>： hB ： 
0 ： 1 ： 1 ： ONLINE ： mm 
0 ： 1 ： 2 ： UNCONF GOOD ： mXK hE ： 
0:1:3: UNCONF GOOD ： mXK hE ： 


0:1:0: ONLINE ： mm hE ： 
Cl ： 1 ： 1 ： ONLINE ： XyXXX hE ： 


fiddtofirrav Reset 


Accept DG J ±Re。I a im — 


④画面右側 Disk Groups の欄に、新しい DG が構築されます。同様に2つ目の DG を構築 
し、画面右下の [ Next ] をクリックします。 




0:1:0: ONLINE ： J^m he: 
11:1:1: ONLINE ： xxm he: 
():1:2: ONLINE ： 觀 m h£: 
0:1:3: ONLINE ： J^m hE: 


a ： 1 ： 0 ： ONLINE ： 酬觀 h€: 
0:1:1: ONLINE ： xyxxy h €： 
DG1 Size:XmXMB 
0:1:2: ONLINE ： mXK KE ： 
0:1:3: ONLINE ： XKXXK h €： 
DG2 


⑤作成された 2 つの DG を用いて RADIO のスパンを設定します。 DG 確定後、以下のスパン 
定義画面が表示されます。 


151 ^ 




Span D if in ir ion ： To add arr av hole to a Span, select an array hole from the 
d'op-dom CI ick on Add To Span, frrav hole will be added to the 
span. Arr arv Hole addition can be undone by select ins the 
Rec la im button. 


| DG:0 ， Hole:0 ， R0 ， R1 , 徽 


Cancel | Back I 11^ Ne^t 
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⑧画面左側 Array With Free Space 欄から、 DG 〇を選択し [Add to SPAN ] をクリックし 
て、画面右側 Span 觀こ DG を設定します 0 



⑦続けて DG 1 を選択し [Add to SPAN ] をクリックします。2つの DG が画面右側 Span 欄に 
設定されたら、画面右下の [ Next ] をクリックします。 



⑧ VD 定義画面が表示されます。画面左側へ必要なパラメータを入力し、画面中央下の 
[ Accept ] をクリツクします。 


RAID Lsuel 
Str ip S ize 


Access Policy 


Read Policy 


W ite Po I icy 


RAID 10 
64 KB 


Nor ma I 


Wrthru for EfiD BEU 
I 0 Policy 


Disk Cache 
Po I ic=v 


Dibble BGI 
Select Size 


11111 


he 


IfecaMID BIOS 






LQ, Passible RAID Leuels 

noo=xx»a rio 


—果 Accept | Reclaim 


ス ^ Cancel | 蟓 II Back | 時 Ne^t | 
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⑨画面右側の欄に、 DGO と DG 1 がどちらも VD 0に定義されていること確認し、画面右下 
の [ Next ] をクリックします。 



⑱” Preview ” 画面が表示されますので、構築した VD に誤りがなければ、画面右下の 
[ Accept ] をクリックします。 

Conf isurat ion Prey iew ： This is the conf isurat ion def ined. C I ick ACCEPT to saye 
The is conf isuration. 



Cancel | Back | 筝 Accept 


⑪ “Save this Configuration ?” と確認のメッセージが表示されますので、”丫 es ” をクリッ 
クします。 

⑫ “All data on the new Virtual Disks will be lost . Want to Initialize ?” と新規 VD に対しイ 
ニシャライズを実施するか否かを確認するメッセージが表示されます。通常は” Yes ” を 
クリックしてください。。 

⑬ “Virtual Disks ” 操作画面が表示されます。他の操作を行ラ必要が無い場合は、画面左下 
の [ Home ] をクリックしてください。 

⑭ WebBIOS トップ画面が表示され、画面右下に構築した VD が表示されます。 



ハ—ドウ H ア編 


291 










































VD Definition 設定項目 

「Configuration Wizard 」 の設定項目一覧です。 


設定項目 

パラメータ 

備考 

RAID Level 

RAIDO / RAID 1 / RAID 5 / RAID 6 

RAID 00 /RAID 10 /RAID 50/ 

RAID60 

RAID ◦◦と RAID 6 ◦は未サポ 
-卜 

Strip Size 

8KB / 16KB/ 32KB/ 64 KB / 128KB 
/256 KB/512 KB/ 1024 KB 

奨励設定値： 64KB 

Access Policy 

RW / Read Only / Blocked 

奨励設定値： RW 

Read Policy 

Normal / Ahead / Adaptive 

奨励設定値： Normal 

Write Policy 

WBack / WThru 

WBack :ライトバック 

WThru :ライトスルー 

WrtThru for 

BAD BBU 

チェックあり/ チェックなし 

Write Policy をライ ト バック 
に設定している場合のモード 
を選択します。 

チェックあり： 

通常ライ ト バック 
チェックなし： 

常時ライ ト バック 

奨励設定値:チヱックあり 

10 Policy 

Direct / Cached 

奨励設定値： Direct 

Disk Cache 

Policy 

NoChange / Enable / Disable 

奨励設定値： Disable 

Disable BGI 

No / Yes 

VD 作成後に Back Ground 
Initialize を実施するか否がを 
設定します。 

奨励設定値： No 


p -〇 BGI (Back Ground Initialize ) は以下の VD でのみ動作します。 
一 HDD 5 台以上で構成される RA 旧5の VD 
一 HDD 7 台以上で構成される RA 旧6の VD 
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M Home 

4*1 Back 



ライトキャッシュ設定 (Write Policy) については、 WrtThru for BAD BBU との組み合わせ 
により、以下のモードがあります。お客様の環境に合わせて設定してください。 




WrtThru forBAD BBU 



チェックあり 

チェックなし 

Write 

Policy 

WBack 

通常ライトパック 

書き込み時にキャッシュメモリを使用しま 
すが、パッテリの異常時や充電が完了して 
いない場合には、自動的にライトスルーに 
切り替わるモードです。データ保持の観点 
がらも安全性が高いため、本モードに設定 
することを奨励しています。 

常時ライトパック 

書き込み時に常にキャッシュメモリを使用 
するため、書き込み性能が最も高いモード 
ですが、パッテリの異常時や充電が完了し 
ていない場合でもキャッシュメモリを使用 
するため、停電時にはキャッシュメモリ内 
のデータが消えてしまいます。本モードに 
設定する場合は、必ず無停電電源置 ( UPS ) 

を使用してください。 


WThru 

ライトスルー 

書き込み時にキャッシュメモリを使用しな 
いモードです。データ保持の観点から最も 
安全性が高いモードですが、書き込み性能 
はライトバック設定に比べ劣ります。 

※本モードはありません。 

VD 作成時に WrtThru forBAD BBU にチェ 
ックを入れなくても、作成後に自動的にチ 
ェックが入ります。 


RAID Level と Stripe Size 以外は VD 作成後変更することができます。 WebBIOS トップ画面 
で Virtual Disks をクリックし、 Policies 枠内の設定を変更した後 Change ボタンをクリック 
してください。 


31|峰■レ J | § |ゲ 


IS ■な 


PhipBrtrBS 

RAI D Level ： V . 


Size ： XXXXXX hB 


State ： Optimal 
Strip Size : XX KB 


Arf icm 

Access 

^ its 


¥ 


他 ack 


Read 

Disk 

Cache 


I D isab le tH 


Use wthru for fa i lure or miss ins battery 

Disable i - 1 

No f 
BGI 

I w Change I 


I/O E Direct f I 


Remo ye physica 丨 & … e 


mxx hB 
xxm he 


Misr at ion on lv 

RAID e 」J 
Misr at ion with addition 

0:1:4: nxm he 

0 : 1 : 5 : xxxxx he T 


厂 Del 厂 Locate 厂 Fast I nit 厂 S low In it 
厂 CC 

Go 


Reset I ^ Go 
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各種機能操作方法 


整合性チ :!: ック (Check Consistency ) 機能 

① WebBIOS を起動します。 

② WebBIOS トップ画面より、 [Virtual Disks ] をクリックします。 

③ Virtual Disks 画面右上より、整合性チェックを実行する VD を選択します。 

④ Virtual Disks 画面右下より 、 Check Consistency チェック欄をクリックします。 

⑤ チェックマークを確認した後、 [ Go ] をクリックします。 


RAID BIOS Configur^ion Utili 


Ml Ul I 〇 1 ■ 丨 


④- 

⑤. 




: t 


I Fast Initialize 

I~ Slow Initialize 

Check Consistency 
i Properties 

f~ Set Boot Drive (C urrent = 0 ) 
■^■4 ¢0 I O Reset I 





Home 


_ Back 
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⑧ Virtual Disks 画面左に、整合性チェックの進搂が表示されます。 

⑦ Virtual Disks 画面左下の [ Home ] をクリックして、トップ画面に戻ってください。 


Fast Initahze 
Slow Initialize 
Check Consistency 
Properties 

Set Boot Drive (Current = 0) 


Prqgn： 


VDO mt 


OpcidLkin 

C*KCt. 

Canibicncy 

Prqgrcit 


% ¢0 e Reset 


0 卜 




VD X: RA D X: XXXXXX MB： 0 


S Configuraion Utility Vi 


RA D B 


厂厂厂厂 I 
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マニュアルリビルド機能 

ハードディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において、ハード 
ディスクドライブが1台故障したケースを例に説明します。故障したハードディスクドライ 
ブは装置の電源をオフにしてから新しいハードディスクドライブと交換します。活栓交換を 
行っていないため、オートリビルド機能は動作しません。そこで、下記にて説明するマニュ 
アルリビルド機能を用いて VD を復旧します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右横において、交換したハードディスクドライブの 
ステータスが n UNCONF G 〇〇 D 1 'であることを確認します。 

下記例では、ス□ット番号2のハードディスクドライブを交換しています。 

PD Missing from DGx:Slot 2 :xxxxxx MB の表示は、スロット番号2に取り付けられてい 
た PD(Physical Drive ) が取り外されたことを示します。 


Physical Drives 



f 1^« 〇： 1 ：〇： DGO: ONLINE: 34176 MB ^ 

1 ： 1 ： UUU ： ^41 /oivm 

I 1:2: UNCONF GOOD: 34176 MB 

| PD Missing from DGO: Slot2: 34176 MB 


Virtual Drives 


™]:RAID5: 68352 MB: Degraded 



② "Physical Drives ，より、新しく接続したハードディスクドライブ (2:0:2) をクリックし 
ます。 
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③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 

④ 画面下の 1 ’ Make Global HSP n または、 "Make Dedicated HSP n を選択し、画面中央下の 
[ Go ] をクリックしてください。 



⑤ "Rebuild Progress 1 ’ が表示されますので、画面左下の [ Home ] をクリックして WebBIOS 
トップ画面に戻ってください。 


MegaRRID BIOS Configuration Utility Physical Drive r - 




LSI* 



Connected Por 


heaia Errors 


Pred Fail Count 


SAS Address 


5000c 500 005253701 


Physical Drive State REBUILD 



n-O 整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクシヨン等のバックグランドタスクを実行 
中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてください。進渉画面を表示したままですと、 

} (ックグランド処理が遅くなる場合があります。 
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ホットスペアの設定 

ハードディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たにハー 
ドディスクドライブを追加し、そのハードディスクドライブをホットスペアに設定するケー 
スを例に説明します。 

① WebBI 〇 S を起動します。トップ画面右横において、追加したハードディスクドライブの 
ステータスが 1 ' UNCONF G 〇〇 D 1 'であることを確認します。 



② "Physical Drives ，より、新しく接続したハードディスクドライブ (3:0:3) をクリックし 
ます。 
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③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 

④ 画面右下の 1 ’ Make Global HSP 1 ’ または "Make Dedicated HSP n を選択し、画面中央下の 
[ Go ] をクリックしてください。 

Global HSP : 全ての DG に対し使用可能なホットスペアのことです。 

Dedicated HSP : 特定の DG に対し使用可能なホットスペアのことです。設定 

する際には、使用する先の DG を指定する必要があります。 



■ I ； Enclosure Affinity の設定は、ホットスペアを特定のエンクロージャ（ディスク筐体)に定義付 
rpp 1 | ける設定ですが、本装置ではサボートしていません。チェックしないでください。 
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⑤新しく接続したハードディスクドライブのステータスが 1 ' HOTSPARE 11 になります。 
⑧画面左下の [ Home ] をクリックして WebBIOS トップ画面に戻つてください。 
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リコンストラクション機能 

ハードディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たにハー 
ドディスクドライブを追加し、ハードディスクドライブ4台 RAID 5 の VD へ変更するケース 
を例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右横において、追加したハードディスクドライブの 
ステータスが 1 ' UNC 〇 NF G 〇〇 D n であることを確認します。 


Physical Drnres 


&iclosune XXX 


0:1:0: DGO : ONUHE : KCO< ME: 

0:1:1: DGQ: ONLINE:XXXX ME: 

0:1:2: DGQ:QNLmE:^K< ME: 

0:1:G: UNOONrGOOD:^^ WE: 


Wrtuaf Drives 



VD 0: RAID S: YYYYY UB:OpUnsl 


② 'Virtual Drives 1 ' 欄より、あらかじめ構築されている VD 0 をクリックします。 
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(D VD 0 の設定画面が表示されます。 
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④画面右側に、リコンストラクション機能に必要な項目が表示されています。 


Remove physical drive 


():1:0: xxm 比 
():1:1: Mm he 


⑧. 

⑤. 

⑦ ■ 


⑧. 


厂 




™ \ fwiue f ] 

LH^^Lkin wlLhaddlLtin 


〇 RedX 


W & 




VD が定義されている DG を 
構築するハードディスクド 
ライブ情報 


Migration Only : 

RAID レベルの変更のみ 

Migration with addition : 
ハードデイスクドライブの 
追加および RAID レベルの 
変更 


⑤ "Migration with addition 11 を選択します。 

⑥ リコンストラクション後の RAID レベルを決定します。 

⑦ 追力□するハードディスクドライブを選択します。 

⑧⑤〜⑦の操作が完了しましたら、画面右下 [ Go ] をクリックしてください。 

⑨画面左下に進埗が表示されます。画面左下の [ Home ] をクリックして、 WebBIOS トップ 
画面に戻ってください。 

1-〇 • リコンストラクション実行後に、バーチャルディスクの容量が正常に表示されない場合 

mm があります。その場合はトップ画面から Scan Devices を実施してください0 


整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクシヨン等のバックグランドタスクを実 
行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてください。進渉画面を表示したままです 
と、バックグランド処理が遅くなる場合があります。 
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WebB 旧 S と Universal RAID Utility 


オペレーティングシステム起動後、 RAD システムのコンフィグレーシヨン、および、管理、 
監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

WebBIOS と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき点について説明します。 


用語 

WebBIOS と Universal RAID Utility は、使用する用語に差分があります。 WebBIOS と 
Universal RAID Utility を併用するときは、以下の表を元に用語を読み替えてください。 


WebBIOS の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RAID ビューア 

raidcmd 

Adapter 

RAID コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Disk 

論理ドライブ 

Logical Drive 

Disk Group 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Device 


番号と ID 

RAID システムの各コンポーネントを管理するための番号は、 WebBIOS と Universal RAID 
Utility では表示方法が異なります。以下の説明を元に識別してください。 


Adapter と RAID コントローラ 

WebBIOS は、 Adapter を0オリジンの番号で管理します。 Adapter の番号を参照するには、 
Home メニューの [Adapter Selection ] で表示する [Adpater No ] を参照します。 

Universal RAID Utility は、 RAD コントローラを1オリジンの番号で管理します 。 Universal 
RAID Utility で RAD コント□—ラの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、 RAID コント 
口ーラのプロパティの[番号]を、 「 aidcmd では、 RAID コント□—ラのプ□パティの [RAID 
Controller # X ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では、 WebBIOS の管理する 
Adapter 番号も RAID コントローラのプロパティの [ D ] で参照できます。 
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Virtual Disk と論理ドライブ 

WebBIOS は 、 Virtual Disk を〇オリジンの番号で管理します 。 Virtual Disk の番号を参照する 
には 、 Virtual Drives の [VD X ]を参照します。 

Universal RAID Utility は、論理ドライブを1オリジンの番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility で論理ドライブの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パ 
ティの[番号]を、 raidcmd では、論理ドライブのプロパティの [RAID Controller #X Logical 
Drive # Y ] を参照します。また 、 Universal RAD Utility では、 WebBIOS の管理する論理ド 
ライブ番号も論理ドライブのプ□パティの [ ID ] で参照できます。 


ディスクアレイ 

WebBIOS は、ディスクアレイを0オリジンの番号で管理します。ディスクアレイの番号は、 
Physical Drives や Virtual Drives の [DG X ]を参照します 0 

Universal RAID Utility は、ディスクアレイを1オリジンの番号で管理します 。 Universal 
RAID Utility でディスクアレイの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブの 
プ□パティの[ディスクアレイ]を、 raidcmd では、ディスクアレイのプロパティの [RAID 
Controller #X Disk Array # Y ] を参照します。 


Physical Drive と物理デバイス 

WebBIOS は 、 Physical Drive をコネクタ番号：エンクロージャ番号：ス□ット番号の3つ番 
号で管理します。これらの番号は 、 Physical Drives 欄の [ x : x : x ] で参照できます。ただし、コ 
ネクタ番号については本装置では未サポートのため「（）」と表示されます。エンクロージャ番 
号は1オリジンの番号です。ス□ット番号は0オリジンの番号です。 

Universal RAID Utility は、物理デバイスを1オリジンの番号と D 、 エンクロージャ番号、ス 
□ット番号で管理します。番号は、接続している物理デバイスを [ ID ] の値を元に昇順に並 
ベ、値の小さいものから順番に1オリジンの値を割り当てたものです。 ID は WebBIOS の 
Physical Drives Properties に表示される Connected Port と同じ値です。エンクロージャ 
番号とスロット番号は、1オリジンの番号です 。 Universal RAID Utility でこれらの番号を参 
照するには、 RAID ビューアでは、物理デバイスのプ□パティの[番号]と [ D ]、 [エンク□一 
ジャ]、[ス□ット]を、 raidcmd では、物理デバイスのプロパティの [RAID Controller #X 
Physical Drvice # Y ] と [ ID ]、[ Enclosure ], [ Slot ] を参照します。 

H-O • WebBIOS の Physical Drives 欄に表示するスロット番号は0オリジンの番号ですが、 
Universal RAID Utility のスロット番号は1オリジンの番号ですので注意してくださ 
い0 

• 装置前面の 2.5 インチディスクベイは、0からス□ット番号が表記されています。 
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優先度の設定 

WebBIOS では、 RAID コントローラのリビルド優先度、パト□ールリード優先度、整合性 
チェック優先度の設定項目を数値で表示/設定しますが、 Universal RAID Utility は、高/中/ 
低の3つのレベルにまるめて表示/設定します。 

それぞれの項目ごとの数値とレベルの対応については、以下の表を参照してください。 


WebBIOS での設定値と Universal RAID Utility の表示レベル 


項目 

WebBIOS の設定値 

Universal RAID Utility 
表示レベル 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

低 (Low) 

パト□ールリード優先度 

WebBIOS の Patrol Read Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

低 (Low) 

整合性チェック優先度 

WebBIOS の CC Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

低 (Low) 


Universal RAID Utility でレベル変更時に設定する値 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

設定値 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 

パトロールリード優先度 

WebBIOS の Patrol Read Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 

整合性チェック優先度 

WebBIOS の CC Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 


• WebBIOS では 、 BGI Rate (バックグラウンドイニシャライズの優先度)も設定できます 

|レ、, jT | が 、 Universal RAID Utility ではバックグラウンドイニシャライズの優先度は設定できま 

せん。 

• Universal RAID Utility は、初期化優先度も設定できますが 、 「LSI MegaRAID ™ SAS 
PCI EXPRESS ™ ROMB 」 は、初期化優先度を設定できません。そのため、 RAID ピュー 
アの プロパティの[オプション] タブに[初期化優先度]の項目を表示しません。また、 
raidcmd で初期化優先度を設定すると失敗します。 


RAID レベル6の論理ドライブの作成 

Universal RAID Utility では、 RAID レベル6の論理ドライブを作成するには、4台以上の物 
理デバイスが必要です。3台の物理デバイスで RAID レベル6の論理ドライブを作成するに 
は、 WebBIOS を使用してください。 
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オンポードの RA 旧コントローラ ( MegaRA 旧 ROMB ) 用バッテリ 


ここでは、オンボードの RAID コント□—ラ （ MegaRADR 〇 MB ) 用バッテリの特徴、概要に 
ついて説明します。 

特徴 

オンボードの RAID コント□—ラ (MegaRAD R 〇 MB ) には、標準でバッテリが搭載されてい 
ます。 

電源瞬断などの不慮の事故によるデータ損失の危険 (Write Back 運用時)を回避することがで 
きます。 

• RAID コント□ーラのキャッシュメモリ内のデータをバックアップ 

• Write Back 運用時の信頼性向上 

• 再利用可能なニッケル水素バッテリを採用 

• バッテリの状態は 、 Universal RAID Utility で確認できます 0 Universal RAID Utility によ 
る、バッテリの状態確認方法については、 EXPRESSBUILDER に収録している 
「Universal RAID Utility ユーザーズガイド」を参照してください。 

I w-Oira 

バッテリの充電中、および、放電中に、キャッシュモードを [Auto Switch ] で作成/設定した 
論理ドライブのキャッシュモードを参照すると 、 [Write Through ] と表示します。 

I SLH2D 

デフォルトライトポリシー (Default Write Policy :ライトキャッシュの動作設定)は、工場出荷 
| 0寺 「Write Back 」 の設定となっています。 


バッテリのリフレッシュ動作 (Learn Cycle ) 

本装置では、バッテリのリフレッシュ動作 (Learn Cycle ) は無効になっています。初めて本 
装置をお使いになる場合や、バッテリを交換した直後に一度放電と充電を行いますが、以降 
リフレッシュ動作による充放電は行いません。 
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■J モー ト マネージ メント■能 

本装置は、本装置内に標準で搭載されているシステム管理用 LSI である BMC ( Baseboa「d Management 
(：〇巾「〇此「)を用いて温度、電圧、ファン、電力など内部のハードウェアの状態を監視したり、ハードウェ 
ア障害のシステムイベントログ ( SEL ) 生成機能や通報処理機能をサポートします。そして管理用 LAN をネッ 
トワークに接続することにより、遠隔地から Web ブラウザや Telnet / SSH クライアントを使用して BMC 経 
由での本体装置の管理が可能となります。また、オプションの N 81 15-03 リモートマネージメント拡張ラ 
イセンスをインス I -ールすることにより、リモートデバイス機能を使用することができるようになりま 
す。リモートデバイス機能を使用することにより、遠隔地から本装置のキーボード•ビデオ•マウス 
( KVM ) の操作や、遠隔地の CD • DVD - R 〇 M / フロッピードライブ / IS 〇イメージ/ USB メモリに本装置から 
アクセスすることが可能となります。 

Web ブラウザなど使用したリモートでの本体装置の管理やリモートデバイス機能については詳しくはオン 
ラインドキュメントの 「 EXPRESSSC 〇 PE エンジン2ユーザーズガイド」を参照してください。 

■: 温度/電圧/ファン/電力の測定値には、誤差があります。動作環境によっては、十数％の誤差 

となる場合もあります。 


管理用 LAN の変更 


通常、管理用 LAN は管理用 LAN ポートを使用します。 

SETUP を起動して 「 Se 「 ve 「」一 「BMC LAN ConfigurationJ-TShared BMC LAN 」 を 
[ Enabled ] に設定することで、 LAN ポート3を管理用 LAN と共用して使用することができま 
す。なお、 [ EnaWed ] に設定した場合、管理用 LAN ポートは使用できません。 


p -〇 • 管理用 LAN ポートを管理用 LAN として使用したとき、リンク速度はつねに100 Mbps 
です。 LAN ポート3を管理用 LAN として使用したとき、スタンバイ状態のリンク速度 
は 10 Mbps になります。電源を ON にしたあとにリンク速度は 100 Mbps になりま 
す。（共用する通常 LAN は1.0 Gbps まで使用可能です。 ） そのため LAN クロスケーブル 
にて接続した場合、リンク速度の切り替えの際に LAN ケーブルが接続されていないよ 
うに見えますので LAN クロスケーブルでの接続は行わないでください。 

• LAN ポート3を管理用 LAN として使用したとき、通常 LAN と共用して使用するために 
通常 LAN の負荷により管理用 LAN の性能が低下する可能性があります。また、管理用 
LAN の負荷により通常 LAN の性能が低下する可能性があります。 
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■ J セツトとクリア 

本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照してください。 


■ J セツ 


リセットにはスイッチによるハードリセットとキーボードからのソフトリセットの2つがあ 
ります。 

11-0 リセットは、本装置の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてしまいます。 

八ングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなにも処理していないことを 
確認してください。 



• 八ードリセツト 

本装置前面にある RESET スイツチを押します。 



〇 S が起動する前に本装置が動作しなくなったときは、 < Ct 「 l > キーと < Alt > キーを押しな 
がら、 < Delete > キーを押してください。本装置がリセットされます。 


強制シャツトダウン 


〇 S から本装置をシャットタ'ウンできなくなったとき や、 POWER スイッチを押しても電源を 
〇 FR こできなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用し ます。 

本装置の POWER スイッチを 4 秒ほど押し続けてください。電源が強制的に〇 FF になりま 
す。 （電源を再び ON に するとき は、電源 〇 FF (強制シャットタ'ウン) から 約 10 秒ほど待って か 
6電源を 〇 N にしてください。） 

| «-〇 リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を 0 N にし直して、 0 S を起動 
EOT させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 


4秒以上押し続ける 
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CMOS • パスワードのクリア 


本装置自身が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三 
者から保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリア 
することができます。 

また、本装置の CMOS に保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行います。 

M-O • CMOS の内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべて出荷時の設定に戻ります。 

• 本装置のジャンノ V ° ピン（ピン1 -2) に付いているクリップを使用してください。 

• クリップは使用後、ジャンパピン 1-2 に差し込んでおいてください。その他のジャンパ 
ピンに差し込むと誤動作をするおそれがあります。 

• その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原因となり 
ます。 

• クリップをなくさないよう注意してください0 

パスワード/ CMOS のクリアはベースポード上のジャンパスイッチを操作して行います。そ 
れぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 





A a| 

® | 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が 
死亡するまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 
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CMOS のクリア 

1 . 現在のパラメータ値をメモする。 

2. 本装置の電源を〇 FF にしてがら175ページを参照して本装置をラックから引き出す（このとき AC 
コードが外れないように注意してください）。 

3. 177ページを参照してトップカバーを取り外す。 

4. CMOS クリア用のピンを 2-3 ピンへ移動し一度ショートさせた後、元の 1-2 ピンへ戻す。 

1- 2 ピンをショート： CMOS の内容を保護する。 

2- 3 ピンをショート： CM 〇 S の内容をクリアする。 

5. 本装置を元どおりに組み立てて POWER / SLEEP スイッチを押す。 

6. BIOS セットアップユーティリティを起動して、手順1で控えたパラメータ値に戻す。 

7. 変更した内容を保存してセットアップを終了する。 

パスワードのクリア 

1. 本装置の電源を OFF にしてがら電源コードを抜く。 

2. 175ページを参照して本装置をラックから引き出す。 

3. 177ページを参照してトップカバーを取り外す。 

4. パスワードクリア用のピンを 2-3 ピンへ移動する。 

1- 2 ピンをショート：パスワードの内容を保護する。 

2- 3 ピンをショート：パスワードの内容をクリアする。 

5. 本装置を元どおりに組み立てて POWER / SLEEP スイッチを押す。 

6. POST 画面が表示されたら、本製品の電源を〇 FF して電源コードを抜く。 

7. 手順2、3と同様の手順でトップカバーを取り外す。 

8. パスワードクリア用のピンを 1-2 ピンへ戻す。 

9. 本装置を元どおりに組み立てて POWER / SLEEP スイッチを押す。 

10. BIOS セットアップユーティリティを起動して、必要に応じパスワードを再設定する。 

11. 変更した内容を保存してセットアップを終了する。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや1/〇ポートアドレスは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出荷時では、次のように割り当てられています。 


IRQ 

周辺装置（コント □ ーラ） 

IRQ 

周辺装置（コントローラ） 

〇 

システムタイマ 

8 

リアルタイムクロック 

1 

( キーボード） 

9 

PCI/SCI 

2 

カスケード接続 

10 

RESERVED 

3 

COMB シリアルポート （ PCI) 

11 

BMCIRQ 

4 

C 〇 MA シリアルポート （ PCI) 

12 

( マウス） 

5 

RESERVED 

13 

RESERVED 

6 

RESERVED 

14 

プライマリ IDE (CD-RW/DVD-ROM 装置） 

7 

RESERVED 

15 

RESERVED 


• I/O ポートアドレス 

本装置では、1/〇ポートアドレスを次のように割り当てています。 


アドレス 

使用目的 

使用チップ 

00-08 h 

DMA コント□ールレジスタ 

ESB -2 E 

09-0 Eh 

RESERVED 

ESB -2 E 

〇 Fh 

DMA コント□ールレジスタ 

ESB -2 E 

1 〇 -18 h 

DMA コント□ールレジスタ 

ESB -2 E 

19-1 Eh 

RESERVED 

ESB -2 E 

IFh 

DMA コント□ールレジスタ 

ESB -2 E 

20-21 h 

マスタ 8259 プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

24-25 h 

マスタ 8259 プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

28-29 h 

マスタ 8259 プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

2 C -2 Dh 

マスタ 8259 プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

2 E -2 Fh 

Configuration Registers 

SI 03 

30-31 h 

マスタ 8259 プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

34-35 h 

マスタ 8259 プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

38-39 h 

マスタ 8259 プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

3 C -3 Dh 

マスタ 8259 プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

4 〇 -42 h 

8254 プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

43 h 

RESERVED 

ESB -2 E 

4 E -4 Fh 

コンフィグレーションレジスタ 

Pilot -1 1 

50-52 h 

8254 プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

53 h 

RESERVED 

ESB -2 E 

60 h 

キーボード/マウス 

Pilot -1 1 

61 h 

NMI ステータスレジスタ 

ESB -2 E 

62 h 

— 

Pilot -1 1 

63 h 

NMI ステータスレジスタ 

ESB -2 E 
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アドレス 

使用目的 

使用チップ 

64 h 

キーボード/マウス 

Pilot -1 1 

65 h 

NMI ステータスレジスタ 

ESB -2 E 

66 h 

— 

Pilot -1 1 

67 h 

NMI ステータスレジスタ 

ESB -2 E 

70 h 

RESERVED 

ESB -2 E 

71 h 

RTC (データ） 

ESB -2 E 

72 h 

RTC (データ） 

ESB -2 E 

73 h 

RTC (データ） 

ESB -2 E 

74 h 

RTC (データ） 

ESB -2 E 

75 h 

RTC (データ） 

ESB -2 E 

76 h 

RTC (データ） 

ESB -2 E 

77 h 

RTC (データ） 

ESB -2 E 

80-91 h 

16ビット DMA コント□ールレジスタ 

ESB -2 E 

92 h 

ポート92レジスタ 

ESB -2 E 

93-9 Fh 

DMA コント□ールレジスタ 

ESB -2 E 

AO-Alh 

スレーブ8259プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

A 4- A 5 h 

スレーブ8259プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

A 8- A 9 h 

スレーブ8259プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

AC-ADh 

スレーブ8259プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

BO-Blh 

スレーブ8259プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

B 2- B 3 h 

パワーマネージメント 

ESB -2 E 

B 4- B 5 h 

スレーブ8259プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

B 8- B 9 h 

スレーブ8259プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

BC-BDh 

スレーブ8259プログラミングインタフェース 

ESB -2 E 

CO-Dlh 

DMA コント□ーラページレジスタ 

ESB -2 E 

C 2 -DDh 

RESERVED 

ESB -2 E 

DE-DFh 

DMA コント□ーラページレジスタ 

ESB -2 E 

FOh 

リセッ HRQ 13 

ESB -2 E 

170 h -177 h 

セカンダリ IDE コマンドブロックレジスタ 

ESB -2 E 

1 F 0 h -1 F 7 h 

プライマリ IDE コマンドブロックレジスタ 

ESB -2 E 

376 h 

セカンダリ IDE コント□—ルブロックレジスタ 

ESB -2 E 

3 F 6 h 

プライマリ IDE コント□—ルブロックレジスタ 

ESB -2 E 

4 D 0 h 

マスタ8259 ELCR プ□グラミンク' 

ESB -2 E 

4 D 1 h 

スレーブ8259 ELCR プログラミング 

ESB -2 E 

500 h -53 Fh 

ACPI レジスタ 

ESB -2 E 

54 〇 h -55 Fh 

TC 〇レジスタ 

ESB -2 E 

560 h -57 Fh 

SMBus 1〇レジスタ 

ESB -2 E , 

During Only Early 
POST Phase . 

580 h -5 BFh 

GPI 〇レジスタ 

ESB -2 E 

8 〇〇 h -80 Fh 

1〇トラップレジスタ 

ESB -2 E , IOTRAP 

CA 2 h - CA 3 h 

BMC SMS KCS インタフェース 

Pilot -11 

CA 4 h - CA 5 h 

BMC SMM KCS インタフェース 

Pilot -11 

CF 9 h 

ターボアンドリセットコント□ール 

ESB -2 E 

1 〇〇〇 h-EFFFh 

PCI / PCI - X / PCIE デバイスの I / O スペース 

It is allocated by 
System BIOS 

PnP . 

FE 10 h - FE 13 h 

ACPI Phoenix BIOS Services 

IOTRAP 


ハ—ドウ H ア編 
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Memo . 
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